
春
の「
イ
イ
ヅ
カ
」に
よ
う
こ
そ
。

人が輝き まちが飛躍する 住みたいまち 住みつづけたいまち
～ 共に創り 未来につなぐ 幸せ実感都市 いいづか ～
人が輝き まちが飛躍する 住みたいまち 住みつづけたいまち
～ 共に創り 未来につなぐ 幸せ実感都市 いいづか ～

いいづか
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●
●
●
●
●いいづか

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
●
●
●
●
●

4月号
No.241

2026年
広 報

車いすテニス選手
矢野 蒼大さん

（18歳：飯塚市在住）

天皇杯・皇后杯 第42回飯塚国際車いすテニス大会
（4月21日～26日　いいづかスポーツ・リゾート、筑豊緑地）
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第42回飯塚国際車いすテニス大会の詳細は21ページをご覧ください。

飯塚市と車いすテニス飯塚市と車いすテニス車いすテニス車いすテニス車いすテニス
4
月
21
日
か
ら
26
日
に
か
け

て
、42
回
目
の
飯
塚
国
際
車
い

す
テ
ニ
ス
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
え

に
よ
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
溢
れ

る
運
営
は
、国
際
テ
ニ
ス
連
盟

か
ら
も
海
外
の
選
手
か
ら
も

高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。今
回
は「
車
い
す
テ
ニ
ス
」

と
共
に
大
人
に
な
っ
て
い
っ
た

1
人
の
飯
塚
市
在
住
の
青

年
、矢
野
選
手
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
ま
し
た
。

4
月
21
日
か
ら
26
日
に
か
け

て
、42
回
目
の
飯
塚
国
際
車
い

す
テ
ニ
ス
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
え

に
よ
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
溢
れ

る
運
営
は
、国
際
テ
ニ
ス
連
盟

か
ら
も
海
外
の
選
手
か
ら
も

高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。今
回
は「
車
い
す
テ
ニ
ス
」

と
共
に
大
人
に
な
っ
て
い
っ
た

1
人
の
飯
塚
市
在
住
の
青

年
、矢
野
選
手
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
ま
し
た
。

▲世界ランク上位を目指し練習に励む矢野選手。
　「地元で開催され、有名な選手を身近で見られる大会
　なので、飯塚をもっと盛り上げる大会にしたい。」

▲昭和60年の「市報いいづか」には第1回飯塚国際車いすテニ
ス大会のことが報じられています。当時は、車いすもスポーツタ
イプでなく一般の車いすで競技をしていました。上記QRコード
から記事をご覧いただけます。

　飯
塚
市
で
車
い
す
テ
ニ
ス
が
始
ま
っ
た
の
は
、今
か

ら
40
年
以
上
前
の
こ
と
で
す
。総
合
せ
き
損
セ
ン
タ
ー

（
飯
塚
市
伊
岐
須
）で
、患
者
向
け
の
リ
ハ
ビ
リ
の一環

と
し
て
導
入
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。そ
の
2

年
後
に
は
、地
域
の
奉
仕
団
体
や
各
関
係
機
関
の
支
援

を
受
け
、第
1
回
の
国
際
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　下
肢
に
ハ
ン
デ
ィ
を
負
う
矢
野
蒼
大
選
手
が
こ
の

「
車
い
す
テ
ニ
ス
」と
出
会
っ
た
の
は
小
学
4
年
生
の
と

き
。家
族
で
訪
れ
た
筑
豊
緑
地
で
、車
い
す
テ
ニ
ス
の

練
習
を
し
て
い
た
人
た
ち
に
声
を
か
け
ら
れ
、自
然
と

そ
の
輪
の
中
に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。「
遊
び
」の
延
長

と
し
て
、そ
し
て
身
近
に
練
習
で
き
る
環
境
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
競
技
を
始
め
た
矢
野
選
手
。高
校
1
年
生
か

ら
本
格
的
に
選
手
と
し
て
公
式
大
会
に
参
戦
す
る
よ

う
に
。「
飯
塚
国
際
車
い
す
テ
ニ
ス
大
会
」の「
セ
カ
ン
ド

ク
ラ
ス
」に
出
場
し
、メ
ジ
ャ
ー
大
会
の
雰
囲
気
を
肌
で

感
じ
る
経
験
も
積
み
ま
し
た
。ジ
ュ
ニ
ア
最
終
年
と

な
っ
た
昨
年
7
月
に
は
、地
元・飯
塚
市
で
開
催
さ
れ
た

ジ
ュ
ニ
ア
大
会
で
初
優
勝
。そ
の
後
も
複
数
の
大
会
で

優
勝
を
重
ね
、年
末
に
は
米
国
で
国
枝
慎
吾
選
手
か
ら

レ
ッ
ス
ン
を
受
け
る
な
ど
、飛
躍
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

　今
年
か
ら
は
大
学
に
進
学
し
、自
宅
か
ら
佐
賀
県
内

の
大
学
ま
で
片
道
1
時
間
を
か
け
て
通
学
し
ま
す
。よ

り
高
い
レ
ベ
ル
を
求
め
て
都
市
圏
へ
の
進
学
も
考
え
ま

し
た
が
、家
族
と
過
ご
せ
る
安
心
感
の
あ
る
地
元
で
の

生
活
を
選
び
ま
し
た
。ま
た
、ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
シ
ニ
ア
ク

ラ
ス
へ
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
変
わ
る
た
め
、ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

大
会
で
あ
る「
飯
塚
国
際
車
い
す
テ
ニ
ス
大
会
」へ
の
今

年
の
出
場
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。地
元
ゆ
え
に

大
会
へ
の
思
い
を
寄
せ
、来
年

の
コ
ー
ト
イ
ン
を
目
指
し
、

矢
野
選
手
の
新
た
な

挑
戦
が
始
ま
り
ま
す
。

矢野蒼大選手プロフィール
今春、県立嘉穂高校卒業。
福岡県パラアスリート養成事
業（F-STAR）1期生。現在、日
本車いすテニス協会次世代・
育成強化指定選手。
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問合せ　地域公共交通対策課　☎0948-96-8451　FAX0948-22-5526

0010129ID

令和8年7月
実証開始！

１　お電話せずにスマートフォンで予約ができます。

令和8年7月1日からインターネットで予約ができる
実証実験を始めます。
スマートフォンやパソコンから予約ができます。

（予約センターの電話予約も継続して行います）

※利用希望日の５日前から当日利用の１時間前までに予約ができます。
※メンテナンス時間23:50～2:00を除きます。

予約サイトQR

利用者登録QR

IDとパスワード
の申請QR

２　利用者登録がお済みの方はIDとパスワードが必要です。
①②いずれかで
お問い合わせください。

①電話で問い合わせる
②QRコードから依頼する

３　利用者登録がまだの方は登録が必要です。
①②いずれかで
登録してください。

①利用者登録票（利用ガイドの裏表紙）を提出する
②QRコードから登録する

４　使い方の説明会を行います。
予約は不要です。ご自身のスマートフォンをご持参のうえ、お気軽にご参加ください。
※地域などで5名以上（目安）のグループがございましたら
　「出前講座」をご利用いただけます。詳しくはお問合せください。

予約乗合タクシー

　　　　　　場　所 　　　　　　日　時
鯰田交流センター 5月13日（水曜）14：00～15：00
幸袋交流センター 5月14日（木曜）14：00～15：00
頴田交流センター 5月20日（水曜）14：00～15：00
鎮西交流センター 5月21日（木曜）14：00～15：00
二瀬交流センター 5月27日（水曜）10：00～11：00
飯塚東交流センター 5月28日（木曜）14：00～15：00
庄内交流センター 6月 3日（水曜）14：00～15：00
穂波交流センター 6月10日（水曜）14：00～15：00
筑穂ふれあい交流センター 6月29日（月曜）14：00～15：00
ゆめタウン飯塚２Fゆめホール 6月30日（火曜）10：30～11：30

インターネット予約をはじめます！
予約した時間に、指定した出発地
から目的地まで、他の利用者と乗
合って行く地区内を移動する
交通機関です。



IIZUKA 2026.4 No.241 04

　
平
成
18
年
の
1
市
4
町
の
合
併

か
ら
、今
年
で
20
周
年
。

　
3
月
20
日
に
執
り
行
わ
れ
た

「
飯
塚
市
合
併
20
周
年
記
念
式
典
」

で
は
、第
1
部
で「
式
典
」、第
2
部

で「
防
災・男
女
共
同
参
画・ま
ち

づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」が
開
催
。

　
ま
た
、同
日
同
会
場
で
の「
み
ん

な
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
」も
に

ぎ
わ
い
を
み
せ
、記
念
す
べ
き
節
目

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
合
併
か
ら
歩
ん
で
き
た
20
年
を

振
り
返
り
、未
来
へ
つ
な
ぐ一日
と

な
り
ま
し
た
。

飯
塚
市
は

合
併
20
周
年

を
迎
え
ま
し
た
！

　
こ
の
た
び
は
飯
塚
市
合
併
20
周

年
記
念
式
典
に
ご
多
忙
の
中
ご
臨

席
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。お
か
げ
を
も
ち
ま
し

て
、記
念
す
べ
き
節
目
を
無
事
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も「
人
が
輝
き

ま
ち

が
飛
躍
す
る
　
住
み
た
い
ま
ち
　
住
み
つ
づ
け
た
い
ま
ち
〜
共

に
創
り
　
未
来
に
つ
な
ぐ
　
幸
せ
実
感
都
市
　
い
い
づ
か
〜
」に

な
る
べ
く
、ま
ち
づ
く
り
の「
５
つ
の
柱
」と
し
て
掲
げ
て
い
る
①

未
来
を
担
う
子
ど
も
を
育
む「
教
育
の
ま
ち
」、②
安
心
し
て
生

み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る「
子
育
て
の
ま
ち
」、③
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る「
福
祉
の
ま
ち
」、④
地
元
に
働
く
場
所
が
あ
る

「
活
力
あ
る
ま
ち
」、⑤
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な「
健
康
な
ま

ち
」の
施
策
を
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、皆
様
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
飯
塚
市
は
、平
成
18
年
に
飯
塚

市
、筑
穂
町
、穂
波
町
、庄
内
町
、頴

田
町
の
5
市
町
が
合
併
し
、新
た

な
歴
史
を
刻
み
始
め
て
か
ら
3
月

26
日
で
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

歩
ん
で
き
た
こ
の
20
年
間
は
、市
民

の
皆
さ
ん
や
企
業
、団
体
、地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
、ご
協
力

を
得
な
が
ら
、新
市
の
基
幹
と
な
る
多
く
の
施
策
が
進
め
ら
れ
、

「
人
が
輝
き
ま
ち
が
飛
躍
す
る
　
住
み
た
い
ま
ち
　
住
み
つ
づ

け
た
い
ま
ち
」の
実
現
に
向
け一歩
ず
つ
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　
議
会
に
お
い
て
は
、さ
ら
に
20
年
先
、30
年
先
の
明
る
い
飯
塚

市
の
未
来
を
皆
さ
ん
と一緒
に
築
く
た
め
に
、将
来
に
向
け
た
本

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
皆
さ
ま
の
声
を
十
分
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、

し
っ
か
り
と
議
論
を
重
ね
、適
正
な
自
治
運
営
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

市
長
武
井
政
一

議
長
城
丸
秀
髙
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牟
田
口
　信

山
下
　平

伊
佐
　一
男

荒
木
　和
人

瓜
生
　英
信

山
根
　仁

江
島
　康
博

森
田
　輝
巳

幸
﨑
　勲
　

鹿
毛
　謙
吉

今
田
　末
美

中
垣
　秀
樹

瓜
生
　安
滉

伊
藤
　美
弥
子

松
尾
　幸
子

山
本
　弘
祥

前
原
　次
男

梶
原
　博
子

下
川
　盛
久

松
本
　幹
雄

杉
尾
　百
合
子
　
　
　

三
宅
　千
代
香

安
永
　春
馬

杉
　伊
津
子

福
永
　綾
子
　

岡
村
　フ
ミ

菊
武
　政
春

有
田
　勝
一

相
良
　重
子

中
嶋
　敬
子

元
吉
　光
雄

赤
宗
　絹
子

那
須
　厚
子

野
瀬
　素
子

寺
川
　雪
子

貞
広
　正
美

満
岡
　順
子

和
田
　良
子

黨
　
　敦
子

井
上
　朋
子

渡
邉
　福

飯
塚
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

西
園
　久
德

美
甘
　正
典

山
口
　
　章

青
栁
　和
彦

佐
藤
　徳
明

岡
　
　義
隆

桑
原
　優
一

宮
嶋
　義
巳
　

白
土
　鐡
雄

井
上
　富
士
夫

山
﨑
　博

森
　
　信
雄

淀
川
　貴
浩

佐
藤
　修

小
西
　泰
巳

鶴
田
　和
寿

飯塚市合併２０周年記念式典
（令和8年3月20日　イイヅカコスモスコモンにて開催）

令和7年度 飯塚市市勢振興功労者表彰式
永年にわたり市勢振興に寄与され、功労顕著な方々が表彰を受けられました。

自
治
功
労
表
彰
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献

産
業
功
労
表
彰
産
業
経
済
の
興
隆
に
貢
献

保
健
衛
生
功
労
表
彰
保
健
衛
生
の
向
上
に
貢
献

特
別
功
労
表
彰

市
勢
の
振
興
に
貢
献

教
育
文
化
功
労
表
彰
教
育
、文
化
、体
育
及
び
科
学

技
術
の
振
興
に
貢
献

社
会
福
祉
功
労
表
彰
社
会
福
祉
、労
働
者
福
祉
の

向
上
に
貢
献

（
順
不
同・敬
称
略
）
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特集号
健幸都市

Health and Wellness
City IIZUKA

説明会日時
5月17日日
5月18日月
5月19日火

5月20日水

5月21日木
5月22日金

5月23日土

10：00～11：00
市役所本庁

保健センター（穂波支所）
飯塚市総合体育館

飯塚片島交流センター
鯰田交流センター
頴田交流センター
庄内交流センター
穂波交流センター

14：00～15：00
市役所本庁

筑穂交流センター
立岩交流センター

飯塚東交流センター
鎮西交流センター
幸袋交流センター
二瀬交流センター

ゆめタウン飯塚

●参加方法が選べます！

託児があります。ご希望の方は
申込時にお伝えください。

データ送信が簡単！
＼おすすめ／

専用アプリをインストールして
使用します。いつでもどこから
でも歩数データの送信が可能で
す。ログインID・パスワードは
説明会でお知らせします。 

1人1台、お貸しします。市が指
定する拠点またはコンビニ（ロ
ーソン・ミニストップ）からの
データ送信が必要です。

①スマホアプリ ②活動量計

※活動量計とは? 
　歩数だけでなく、消費カロリーなども記録できる手のひらサイズの機器 

❶持ち歩く ❷データを送信する ❸ポイントがたまる
スマホや活動量計を毎日
身に着け、健康維持のた
めに歩きましょう

歩数データをスマホ
アプリ上または専用
機器で送ります

送ったデータ等に応じてポイ
ントがたまり、景品と交換で
きます！

＼年間最大3,000ポイント／

いいづか健幸ポイントいいづか健幸ポイント
新規参加者、大募集！

あなたの歩数がポイントに！

飯塚市公式LINE

＼お申込みはLINE予約が便利です／

初めて参加する方は、説明会への参加が必要です。

●対象者 ２０歳以上の飯塚市民
 ※団体申請の場合は市外在住者可
 （詳しくは健幸保健課までお問合せください）

●申込期間 令和8年４月10日金～５月14日木

●申込方法 健幸保健課へ電話（☎０９４８-９６-８６１４）または飯塚市公式LINEからお申込みください。　

●募集人数 ５００人　　●参加費 無料
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個別運動プログラムを実際に
　　　体験できる無料体験会を開催します！

申込記号
A
B
C

会　場
健幸プラザ（本町14-6）

保健センター（穂波支所）
（忠隈523）

曜　日
火曜日

水曜日

時間（90分）
13：00
10：00
13：00

定　員

各回20人

申込記号
ア
イ
ウ

会　場
健幸プラザ（本町14-6）

保健センター（穂波支所）
（忠隈523）

日　程
4月21日火

4月22日水

時間（60分）
13：00
10：00
13：00

定　員

各回20人

問合せ・申込先　健幸保健課　健幸都市係　☎0948-96-8614

個別運動プログラム教室（前期）

無料体験会

●対象者 40歳以上の飯塚市民でいいづか健幸ポイント
 参加者または新規参加者で、医師から運動制限
 を受けていない方（医師の許可が必要な場合があります）
●教室期間 令和8年5月下旬～10月 （おおむね月４回×5か月）
●料金 7,500円（5か月分）
●申込期間 令和8年4月10日金～5月8日金
 ※応募多数の場合は抽選となります。
●申込方法 健幸保健課へ電話（☎０９４８－９６－８６１４）
 でお申込みください。
●持ち物 動きやすい服装、室内用シューズ、飲み物、タオルなど

●申込期間 令和8年４月10日金～4月20日月　※定員になり次第締め切ります。
●申込方法 健幸保健課へ電話（☎０９４８－９６－８６１４）でお申込みください。
●持ち物 動きやすい服装・室内用シューズ、飲み物、タオルなど

3月より、イオン穂波ショッピング
センターに設置している体組成計
の場所を2階松尾・足立法律事務
所横（休憩スペース）に
移動しました。

健幸プラザの健幸運動教室が絶賛開催中です
みんなで楽しく体を動かしましょう！

【 申込方法 】 健幸プラザへお電話でお申込みください
 （☎０９４８－２４－２０５７）

【 日 程 表 】 右の二次元コードから
 ご覧いただけます

本教室では一人ひとりの体力に合わせて運動プログラムを作成し、安全かつ効果的なステップ運動や
筋力トレーニングを行います。無理のない強度で運動できるので、体力に自信がない方も安心してご
参加いただけます。

個別運動プログラム教室参加者の様子

筋力アップのすごさに感激。
みんなに伝えたい！(70代)

◎参加者の感想
楽しかった。指導が
わかりやすくてよかった。（50代）

令和7年度個別運動プログラム参加者

健幸ポイント
参加者対象

健幸プラザからのお知らせ 健幸保健課からのお知らせ

約6歳の差！
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健幸づくり
け 　 ん 　 　 こ 　 う

※定員のあるものに関しては、定員に達した場合、受付を終了します。

●と　き／4月15日水　13時半～15時　
●ところ／飯塚市役所本庁1階多目的ホール
●内　容／血圧測定・血管年齢測定・
　　　　　保健師による健康相談(※予約不要)

健康相談

　歯周病は、歯を失う大きな原因になるだけでなく、様々
な全身の病気と関連があることが明らかになっています。
生涯にわたって歯・お口の健康を保つためには、歯科医院
での定期的なチェックが必要です。
　飯塚市では歯周病の早期発見のため歯周病検診を実施し
ています。少なくとも年に1回はかかりつけ歯科医院で歯
と口の健康をチェックし、生涯自分の歯で健やかに過ごし
ましょう。
●対象者／令和8年度に以下の年齢になる方
　30歳(平成8年4月2日～平成9年4月1日生まれ) 
　40歳(昭和61年4月2日～昭和62年4月1日生まれ)
　50歳(昭和51年4月2日～昭和52年4月1日生まれ)
　60歳(昭和41年4月2日～昭和42年4月1日生まれ)
　70歳(昭和31年4月2日～昭和32年4月1日生まれ)
　※対象者には、4月下旬に受診券を郵送します。
●受診回数／1回
●検診内容／問診・お口の検査・結果説明・歯とお口の健
　康を保つための指導
●受診場所／飯塚市・嘉麻市・桂川町の歯科医院
　ただし、対象外となる歯科医院もありますので、事前に
　市ホームページでご確認いただくか、受診される歯科医
　院へお問合せください。
●検診料金／500円
※生活保護世帯の方は医療カードの提示、非課税世帯の方
　は世帯全員が非課税であることが確認できる証明書の提
　出で無料になります。
※検診後に治療を受ける際は、別途治療費が
　必要になります。
●受診期限／令和9年3月31日水

歯周病検診

　4月下旬に対象者へ受診券(桃色)を郵送します。詳細に
ついては、同封のチラシをご確認ください。
●対象者／40歳～74歳の飯塚市国民健康保険加入者
●受診期間／令和8年5月1日金～令和9年1月30日土

特定健診を受診しましょう

●対象者／20歳～69歳の飯塚市民
●と　き／4月16日・23日・30日、5月14日
　　　　　（いずれも木曜日　13時半～15時10分）
●ところ／飯塚市保健センター（穂波支所）
●内　容／講話・体組成測定・筋トレ・有酸素運動など
●定　員／12人　　●託　児／有（要予約）
●申込開始／4月1日水

シェイプアップ教室
～4回1クールの教室です～

　ユネスコ無形文化遺産に登録された「和食」
伝統的な日本の食文化にふれ、調理体験しませんか。
●と　き／5月12日火　10時半～12時
●ところ／健幸プラザ
●内　容／いなり寿司　
●参加費／300円　　●定　員／12人
●持参品／エプロン・三角巾・手ふき
●申込開始／4月21日火

和食文化講習会
～飯塚市食生活改善推進会協働事業～

　接種を希望される方は、早めにご検討ください。
●高齢者帯状疱疹予防接種

●高齢者肺炎球菌予防接種

※60歳～64歳で障がいのある方は障がいの種類や程度により
定期接種として上記の予防接種を接種することができます。
接種券が必要な場合は、地域保健係にお問合せください。

高齢者を対象とした
定期予防接種の接種券を郵送します

健幸／個々人が健康かつ生きがいを持ち、安心して豊かな生活を営むこと。
　　　飯塚市は健幸都市をめざしています。

【申込み・問合せ先】健幸保健課
穂波支所　忠隈 523 番地　FAX：0948-25-8994
 健康相談・歯周病検診　など
健康づくり係 ☎0948-96-8613
特 定 健 診・ 若 年 者 健 診
特定健診係 ☎0948-24-4002
 予防接種
地域保健係 ☎0948-96-8615
 シェイプアップ教室
健幸都市係 ☎0948-96-8614

飯塚市に住民票のある方で、①～②のいずれかに
該当する方
①令和8年度に65歳になる方
②令和8年度に以下の年齢になる方

70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳

水色の封筒
令和8年4月上旬

対象者

届く物
郵送時期

飯塚市に住民票のある方で、65歳の方
※接種時期によって自己負担額が変わることが
　あります。

圧着ハガキ
65歳の誕生日の翌月上旬

対象者

届く物
郵送時期
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休日在宅当番医のご案内（診療時間　９時～１７時）
【凡例】 （内）…内科、（小）…小児科、（外）…外科、（整）…整形外科、（リ）…リハビリテーション科、（耳）…耳鼻咽喉科、（胃）…胃腸科、（胃内）…胃腸内科、（消）…消化器科、　　　
 （消内）…消化器内科、（消外）…消化器外科、（循）…循環器科、（循内）…循環器内科、（腎）…腎臓内科、（糖内）…糖尿病内科、（呼）…呼吸器科、（皮）…皮膚科、（脳）…脳神経外科、
 （神）…神経内科、（泌）…泌尿器科、（肛）…肛門科、（眼）…眼科、（産）…産婦人科、（婦）…婦人科、（ア）…アレルギー科、（総）…総合診療科、（放）…放射線科

４月5日
日

吉原町537
いいづかこども診療所

(小)
0948-80-5630

飯塚市綱分845-1
佐野医院

(内)
0948-82-0036

飯塚市柏の森432-5
かやの森皮膚クリニック

(皮)
0948-21-0370

飯塚市小正40-1
西園内科クリニック

(内)(小)
0948-24-9308

嘉麻市漆生1603
金丸医院

(内)
0948-42-0035

４月12日
日

飯塚市鯰田1772
細川小児科内科医院

(小)
0948-22-1088

飯塚市鶴三緒1547-10
柴田みえこ内科・神経内科

クリニック(内)(神)
0948-21-0011

飯塚市伊岐須298-6
木原眼科医院

(眼)
0948-25-1319

飯塚市楽市131-1
松口循環器科・内科医院

(内)(循)
0948-26-0800

嘉麻市下臼井1082-115
大塚内科クリニック

(内)(小)
0948-62-5757

４月19日
日

飯塚市庄司36-5
まつなり医院

(内)(小)
0948-22-0643

飯塚市伊川1243-1
社会保険二瀬病院

(内)
0948-22-1526

飯塚市枝国長浦666-48
前田眼科クリニック

(眼)
0948-43-3558

飯塚市楽市243-11
三宅脳神経外科病院

(脳)
0948-25-5050

嘉麻市上山田1237
嘉麻赤十字病院

(内)(小)(外)
0948-52-0861

４月26日
日

飯塚市飯塚19-20
松浦医院

(内)
0948-22-3657

飯塚市立岩1049-11
新飯塚駅内科
(内)(リ)(糖内)

0948-26-2018

飯塚市菰田西1-4-22
すどうクリニック

(産)
0948-22-2347

飯塚市忠隈380
宮嶋医院
(内)(小)

0948-22-1477

嘉麻市中益420-1
鎌田病院
(内)(外)

0948-57-3522

４月29日
水・㊗

飯塚市鯰田2517-201
弥永内科小児科医院

(内)(小)
0948-24-8680

飯塚市柏の森946-6
新飯塚診療所

(内)
0948-22-2680

飯塚市菰田西1-5-4
たかた皮ふ科医院

 (皮)
0948-21-3345

飯塚市南尾400-1
宮嶋耳鼻咽喉科

(耳)
0948-28-3347

嘉麻市鴨生94-29
菊原内科クリニック

(内)
0948-43-1005

5月３日
日・㊗

飯塚市飯塚18-27
大庭医院

(内)(小)(循)
0948-22-1009

飯塚市伊規須298-10
大庭クリニック

(内)
0948-25-5678

飯塚市川津405-1
泌尿器科C.U.クリニック

(泌)
0948-23-1249

嘉穂郡桂川町土師2431-3
青栁医院

(内)(小)(外)
0948-65-0013

嘉麻市鴨生824
有松産科婦人科

ユースクリニック(産)
0948-42-1108

5月４日
月・㊗

飯塚市口原1061-1
頴田病院

(総)
0948-92-2131

飯塚市勢田1286-4
佐藤医院

(内)
0948-92-0006

飯塚市菰田東2-3-30
下津眼科医院

(眼)
0948-22-2221

飯塚市大分1324-4
あおやぎ内科クリニック

(内)(小)
0948-72-3230

嘉麻市上山田1440-7
山田の大塚医院

(内)(外)
0948-52-0871

5月５日
火・㊗

飯塚市西町4-38
千手医院
(内)(呼)

0948-22-3363

飯塚市西町1-4
なかしま内科・糖尿病・

腎クリニック(内)
0948-22-8811

飯塚市飯塚8-20
藤井泌尿器科医院

(泌)
0948-21-5550

飯塚市長尾884-22
内野内科クリニック

(内)
0948-52-6600

嘉麻市鴨生532
西野病院
 (内)(外)

0948-42-1114

5月6日
水・振

飯塚市相田262-3
林医院

 (内)(小)(胃)(呼)
0948-22-5333

飯塚市片島2-5-4
林田胃腸科医院

(内)(胃)(放)
0948-22-8656

飯塚市飯塚10-10
松岡産婦人科医院

(産)
0948-24-7963

飯塚市太郎丸742
穂波整形外科 

(整)
0948-25-0066

嘉麻市飯田157
吉國医院

(小)
0948-62-2074

医療機関、診療科等が変更となったり、やむを得ず休診となる場合がありますので、当日の新聞紙面または飯塚医師会の
ホームページをご覧いただくか、医療機関へ連絡していただき、今一度ご確認をお願いします。

医 療  あ れこれ
医療の安全・安心の確保のために

　当院では、地域の皆さまに信頼される病院を目指し、
医療の安全・安心の確保を重要な使命と考えています。
すなわち医療事故を未然に防ぎ、万が一の際にも適切に
対応できる体制づくりに病院全体で取り組んでいます。
　その取り組みの1つとして、病院内での医療安全に関
する研修に加え、地域の連携医療機関と相互に医療現場
の巡視を実施し、第三者の視点を取り入れながら安全対
策の点検・改善を行っています。こうした継続的な取り組
みにより、職員一人ひとりの医療安全への意識向上を
図っています。
　さらに、医療の安全を守るためには、患者さまやご家族
の皆さまのご協力も大切です。なにより十分に理解し、安
心して治療を受けていただくことが何より重要です。医
師から病状や治療、検査について説明を受けた際に、わ
からないことや不安なことがありましたら、どうぞ遠慮な
くお声をお掛けください。
　また、間違いをなくすために、診察や検査、処置、お薬
の受け取りなどの場面で患者さまを正しく確認するた
め、氏名と生年月日をお伺いしています。何度もお尋ねす

ることがありますが、患者さまを守るためには大切な確
認です。また、入院中はリストバンドを着けていただき、点
滴や輸血の際にはバーコードを使った確認も行っていま
す。こうした一つひとつの確認が、医療事故の防止につ
ながります。
　もう一点、安全に治療や検査を行うためには、患者さ
まご自身の健康に関する情報をできるだけ正確にお知ら
せいただくことも大切です。現在の症状やこれまでの病
気、普段服用しているお薬、アレルギーの有無、体内に埋
め込まれている医療機器・金属製品など、さまざまな情報
が治療には必要です。お薬手帳やペースメーカー手帳を
お持ちの方は、是非ご提示ください。こうしたご協力をい
ただくことがより安全で安心な医療につながります。
　当院に限らず、市民の皆さまが医療機関を受診される
ときは、ぜひ意識をしていただきたいと思います。
　これからも市民の皆さまの健康を守るため、患者さま
が安心して医療を受けられる環境づくりに努めてまいり
ますので、医療安全への取り組みへのご理解とご協力を
お願いいたします。

飯塚市立病院 
医療安全管理室   
医療安全管理者

谷 口  智 子
たにぐち    ともこ
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　今年度から『脳元気教室』と地域包括支援センターが実施していた
『フレイル予防教室』がひとつとなり、プログラムが新しくなります。１年間を通して「運動」「栄養・口腔」

「社会参加」を柱にフレイル予防と軽度認知障害(MCI)の予防について楽しく学びます。

フレイル：虚弱Frailty（フレイルティ）が語源で、健康な状態から要介護に移行する中間の段階のことです。
軽度認知障害(MCI):脳の機能が健康な状態と認知症の中間の段階のことです。

フレイルや認知症は早めの気づきと対策が健康寿命を延ばす鍵となります
健康寿命とは、心身ともに自立し健康的に生活できる期間のことです。

対 　 象

内 　 容

申込期間

服 　 装

持 参 品

定 　 員

申 込 先

飯塚市に住民登録のある
６５歳以上の人

脳トレ・運動・栄養・口腔・音楽プログラム
レクリエーション・笑いヨガなど

４月８日水～２２日水まで

高齢者支援課
※申込は、先着順ではありません。
※４月末～５月上旬に郵送にて決定
　通知を発送します。
※申込者多数の場合、初参加、会場近くの方を
　優先いたします。

高齢者支援課 高齢者支援係
☎：０９４８－２２－５５０６

FAX：０９４８－２５－６２１４

動きやすい服装

飲み物・筆記用具
室内用シューズ（一部会場のみ）

１教室３０人程度

参 加 費 無料 申込・問合せは
こちらへ※いいづか健幸

　ポイント対象事業

～頭とカラダいきいき～

　今年度から『脳元気教室』と地域包括支援センターが実施していた

フレイル予防教室

□ 物の名前が
　 でにくくなった □ 外出をしなくなった

□ 決まった料理ばかり
　 作るようになった

□ ものを探しまわる
　 ことが増えた

□ 歩く速さが
　 遅くなった

□ 痩せてきた

□ お茶や汁物で
　 むせる



11 IIZUKA 2026.4 No.241

日程は都合により、一部変更となる可能性があります。日 　 程

会場
（A）二瀬
交流センター

（B）二瀬
交流センター

菰田
交流センター

飯塚東
交流センター

鎮西
交流センター

幸袋
交流センター

立岩
交流センター

鯰田
交流センター

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

5月27日

6月3日

6月10日

7月8日

7月15日

9月2日

10月7日

10月21日

11月4日

11月18日

12月2日

1月20日

2月3日

2月17日

9月15日

9月29日

10月6日

10月20日

11月10日

11月24日

12月8日

12月22日

1月12日

1月26日

2月2日

2月16日

3月2日

3月16日

5月21日

6月18日

6月25日

7月2日

9月10日

9月17日

10月1日

10月15日

11月12日

11月26日

12月3日

12月17日

1月21日

2月4日

5月29日

6月12日

6月26日

7月10日

7月24日

9月11日

9月25日

10月9日

10月23日

11月6日

11月20日

12月11日

1月15日

1月29日

5月12日

6月9日

6月23日

7月14日

8月25日

9月8日

10月13日

10月27日

11月10日

11月24日

12月8日

12月22日

1月26日

2月2日

5月13日

5月20日

6月10日

7月8日

7月15日

9月9日

9月30日

10月14日

10月28日

11月11日

11月25日

12月9日

1月13日

1月27日

5月19日

6月9日

6月16日

7月14日

9月1日

9月15日

10月13日

10月27日

11月17日

12月8日

12月22日

1月19日

1月26日

2月9日

5月18日

6月15日

7月13日

9月14日

9月28日

10月5日

10月19日

11月2日

11月16日

11月30日

12月14日

1月25日

2月1日

2月15日

10:00~11:30

水

10:00～11:30

火

14:00～15:30

木

14:00～15:30

金

10:00～11:30

火

14:00～15:30

水

14:00～15:30

火

飯塚片島
交流センター

頴田
交流センター

筑穂保健
福祉総合
センター

（A）庄內
交流センター

（B）庄內
交流センター

穂波
交流センター

穂波福祉
総合センター

5月26日

6月9日

6月30日

7月7日

7月28日

9月8日

9月29日

10月6日

10月27日

11月10日

12月1日

12月8日

1月5日

1月12日

5月13日

5月20日

6月17日

6月24日

7月22日

9月16日

9月30日

10月14日

10月21日

11月11日

11月18日

12月9日

12月16日

1月20日

5月27日

6月3日

6月24日

7月1日

7月8日

9月2日

9月30日

10月7日

10月28日

11月11日

11月25日

12月2日

12月23日

1月27日

5月12日

5月26日

6月2日

6月30日

7月7日

7月21日

9月8日

9月29日

10月6日

10月20日

11月10日

11月24日

12月15日

1月26日

5月25日

6月8日

6月22日

7月6日

7月13日

9月7日

9月28日

10月19日

11月30日

12月7日

12月21日

1月18日

1月25日

2月8日

5月28日

6月4日

6月18日

7月2日

9月3日

9月17日

10月8日

10月29日

11月12日

11月26日

12月3日

12月10日

1月14日

2月4日

5月29日

6月5日

6月19日

7月3日

7月10日

9月4日

9月11日

10月9日

10月23日

11月6日

11月20日

12月4日

12月18日

1月15日

10:00~11:30

火

◯

10:00~11:30

水

14:00～15:30

水

◯

14:00～15:30

火

◯

14:00～15:30

月

◯

10:00~11:30

木

10:00~11:30

金

◯

14:00～15:30

月

時間

曜日
室內用
シューズ

会場

時間

曜日
室內用
シューズ

担当
包括

担当
包括

二瀬地域包括支援センター
コスモス苑

地域包括支援センター
太陽の郷

鎮西地域包括
支援センター

幸袋地域包括
支援センター
いずみ苑

地域包括支援
センター
くぬぎ苑

頴田地域包括
支援センター
かいた苑

筑穂地域包括
支援センター

地域包括支援センター
ベスト・シルバー飯塚

庄内地域包括支援センター
多田の里

穂波東地域包括
支援センター

穂波西地域包括
支援センター
つばき苑
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後期高齢者医療制度 保険料と医療費の負担のしくみ

医療費を削減するために次のことを心がけましょう。

医療費の財源

120万 +

　左のグラフは令和3年度から令和5年度の１人当た
りの後期高齢者医療費をグラフ化したものです。
　福岡県・飯塚市は全国平均よりもはるかに高くなっ
ています。

「後期高齢者医療制度」は、病院などで支払う自己負担額と保険から給付される医療給付費で構成されていま
す。令和5年度の福岡県の一人あたり医療費120万円の内訳は、

『120,000円』（自己負担額）＋『540,000円（公費）＋108,000円（高齢者保険料）＋432,000円（若年者保険
料）』　（医療給付費）となります。（下図参照）

令和5年度福岡県の１人当たりの後期高齢者医療費（年間120万円）で考えると・・・

医
療
機
関
へ

自
己
負
担
額

医
療
給
付
費

患者負担
（120,000）
※1割負担の場合

公費（税金）　約5割（540,000円）

後期高齢者医療の保険料は、皆さんの医療費(病院代など)が増えれば、高くなります。
少しでも保険料が安くなるよう、一人ひとりが適切な受診を心がけましょう。

●重複受診をしない ・・・ 検査や投薬をやり直すため医療費の無駄遣いになり、体にもよくありません。
●診療時間内に受診する ・・・ 急患の場合は別ですが、時間外は加算料金がかかります。
●かかりつけ医を持つ ・・・ 病歴や体質などを把握してもらえば、治療の効果もあがります。
●不安や疑問はきちんと聞く ・・・ 説明を受けたら、先生を信頼し指示を守りましょう。
●ジェネリック医薬品希望カードを利用する ・・・ お薬代が軽減されることがあります。

※日ごろから健康管理に努め、健康な体をつくることが医療費の削減、
　保険料率の引き下げにつながります。

※保険料を滞納すると・・・災害などの特別な事情がないのに保険料の滞納が続く場合、給付が一時差し止めに
　なったり、差押処分などの措置を受けたりする場合があります。保険料は必ず納期限内にお納めください。

はり・きゅう受診券 被保険者の健康増進のため、はり・きゅうの施術を受ける方に対して助成を行っています。
助成を受けるためには、後期高齢者医療資格確認書を持参のうえ、ご申請ください。

●問合せ　　医療保険課（☎内線 1038～1040）、福岡県後期高齢者医療広域連合（☎092･651･3111）

高齢者の保険料
約1割（108,000円）

後期高齢者支援金（若年者の保険料）
約4割（432,000円）

被保険者
保険料

各医療保険の被保険者
支援金

一人当たり後期高齢者医療費
(円) 全国平均 福岡県 飯塚市

130万

120万

110万

100万

90万

80万

117万 118万 120万

113万 113万
115万

94万 95万 97万

令和3年度 令和4年度 令和5年度

検査や投薬をやり直すため医療費の無駄遣いになり、体にもよくありません。
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マイナンバーカードの申請・交付及び
カード更新のための休日窓口を開設します！

マイナンバーカード利用で
コンビニでの証明書発行手数料が100円おトク！

日時：4月26日日　9時～16時
　　　5月31日日　9時～16時
場所 ： 飯塚市役所　1階　市民課

期間：令和 8 年 4 月 1 日～令和 10 年 3 月 31 日

◎休日窓口開設日に限り、交付場所（交付通知書「ハガキ」に記載）が
本庁以外の方も飯塚市役所市民課窓口でお受取りができます。
◎マイナンバーカードの申請・交付に必要なもの（有効期限内のもの）
　本人確認書類（Ａのうち1点、またはＢのうち2点）
　Ａ　運転免許証、パスポートなど
　Ｂ　資格確認書、介護保険証、年金手帳、子ども医療証、
　　　親子健康手帳（母子健康手帳）など
◎マイナンバーカード（電子証明書）の更新をご希望の方は、カードをご持参ください。

★市役所が開いてない時間帯も取得できる！
★コンビニ交付で待ち時間なし！

顔写真は窓口で
無料で撮れます。

●問合せ　市民課（☎0948-96-8210）

●問合せ　市民課（☎0948-96-8210）、税務課（☎0948-96-8215）

開設日時は変更となる場合がありますので、事前にご確認のうえお越しください。

300円
300円
300円
300円
300円
450円
300円

200円
200円
200円
200円
200円
350円
200円

減額対象の
証明書の種類

住民票の写し
印鑑登録証明書
所得証明書
所得課税証明書
非課税証明書
戸籍謄本・戸籍抄本
戸籍の附票の写し

手数料
窓口での交付 コンビニ交付4 桁の暗証番号

が必要

0012449ID

0001295ID
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マイクロアグレッション (小さな攻撃 )って何だろう？

人権いいづかぬくもりNo.120

【問合せ先】　人権・同和政策課　（☎0948-26-1178）

みんなの人権 110 番：☎0570-003-110 こどもの人権 110 番：☎0120-007-110
インターネットでも相談を受け付けています。詳細はホームページからご覧いただけます。

誰もが安心して生活できる環境（職場・学校・地域）をつくっていきましょう。

◇ マイクロアグレッションを防ぐために、私たちにできることは・・・？

◇ マイクロアグレッション（「小さな」「攻撃」という意味）とは・・・

次のような発言をどう思いますか？

女性なのに
管理職って

すごいですね！

〇〇の国の人は
陽気だよね！

～ 褒めたつもりなのに、相手の心は傷ついているかも… ～

〇誰もが「自分も心の中に先入観や偏見があり、人を傷つけるかもしれない」という前提に立つ。
〇人の言動に意識を向け、「今の言動は相手にどう受け止められたか？」と、振り返る。
〇違和感やモヤモヤした気持ちを感じたら、その気持ちを誰かに伝え、考え合う。

〇偏見や先入観にもとづく発言者の言動により、相手の心を傷つけてしまう現象を言います。
〇組織・集団の中でマイクロアグレッションを指摘しても「気にし過ぎ」「過剰反応だよ」などと
　深刻に受け止めなかったり、「ないもの」とされたりする場合もあるようです。

どんな偏見（気持ち）が隠れているか、考えてみましょう。
＊女子なのに思考が論理的ですね。　　　　＊障がいがあるのによくできるね！
＊外国人なのに日本語上手ですね。　　　　等々……

　マイクロアグレッションを見逃していると、いじめやハラスメントが生まれやすい環境になると言わ
れています。誰もが傍観者にならず、みんなで声を上げていくことが大切です。



図書館だより
飯塚市立図書館キャラクターぼたぼん

休館日の
お知らせ

【飯塚】6日・13日・21日火・27日
【ちくほ・庄内・穂波】月曜日
【頴田】土曜日・日曜日・祝日

※詳しい最新の情報はホームページ・ SNS でご確認ください。

飯 塚 図 書 館： 9 時半～ 19 時 ☎0948-22-5552/FAX0948-22-5770  　
ちくほ図書館： 9 時半～ 18 時 ☎0948-72-3849/FAX0948-72-3854　
庄 内 図 書 館： 9 時半～ 18 時 ☎0948-82-4155/FAX0948-82-2188 
穂 波 図 書 館： 9 時　～ 17 時 ☎0948-29-1172 
頴 田 図 書 館： 9 時　～ 17 時 ☎0948-92-3760 
メールアドレス：info@iizuka-library.jp

「もっと知りたい！」はこちらから
ホームページ X Instagram

4月25日土14時～15時半
未就学児とその保護者
飯塚図書館・イイヅカコスモスコモン芝生広場
5組(先着順) ※1組4名まで
久保山 雄二さん(筑豊博物研究会 会長)
飯塚図書館 4月4日土9時半～

と 　 き
対 象
場 所
定 員
講 　 師
申込・問合せ

毎月最終土曜日11時～
どなたでも
ゆめタウン飯塚 2階無料遊び場
飯塚図書館

と 　 き
対 象
場 所
問 合 せ

子育て支援講座①「春のむしをさがそう」
春の虫を探しながら親子で自然とふれあいましょう

キーワードの言葉をあつめて答えにたどりつけるかな？

飯塚図書館 再オープン
4月1日水 9時30分～

飯塚図書館再開館に伴い、
貸出できる本の冊数が全館20冊から

従来通りの10冊にもどります

出張おはなし会

4月1日水～4月30日木
幼児から中学生まで
市内各図書館

と 　 き
対 象
場所・問合せ

子ども読書クイズ大会
※雨天時は室内にて虫の見つけ方講座をおこないます

IIZUKA 2026.4 No.24115

ぬり絵で
クモの特徴を
学ぼう！

環境整備課　環境推進係
☎0948-96-8508

飯塚市では令和７年度にセアカゴケグモが複数箇所で発見されています。

〇見つけた場合

参加無料

今年のクイズは
ひと味ちがう?!

・絶対に素手で触らない。
・市販の家庭用殺虫剤を
　噴霧するか踏みつぶす。

セアカゴケグモを発見したときは
市役所までご連絡ください！

詳細は市HPでチェック☞

ヒント：ある部分が赤いよ！

セアカゴケグモに注意！ Part6環境コラム

絶対に素手で触らない。

　噴霧するか踏みつぶす。

注意する場所 ！！

0001103ID
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【問合せ・提出先】物価高対応子育て応援手当担当　☎0948-43-8735（直通）

ちょっと役立つお知らせ :このページを抜き取ると子育てに関する情報を持ち歩きできるようになりました

１ 申請が必要な方
　①所属庁から児童手当を受給している公務員の方
　②令和7年10月1日から令和8年3月31日までに離婚等により児童手当の申請が必要になった方
　③令和7年10月1日から令和8年3月31日までに出生した児童の保護者
　※③の出生児童について飯塚市役所で児童手当の手続きがお済みの方は申請不要です。
２ 申請期限　令和8年4月30日木　　　※郵送の場合は必着（添付書類必要）
　※出生・離婚等については、対象になった日に基づき期限延長となる場合があります。
３ 申請先　物価高対応子育て応援手当窓口（本庁１階）　※オンラインでも可能です
　申請方法等詳細につきましては市ホームページまたは下記までお問合せください。

【対　象】　事前登録いただいた妊婦の方 および 付添の方 
　　　　　※事前にタクシー事業者に登録する必要があります 

【費　用】　自己負担となります 
【移　動】　ご自宅からかかりつけ医療機関等まで 
　　　　　※他の場所に立ち寄ることはできません

　　　　　詳しい利用方法などは、市HPをご確認ください♪

【問合せ】　こども家庭課 母子保健総務係　☎ 0948-43-3305

令和７年度 物価高対応子育て応援手当の申請はお済みですか？

出産時の産婦人科等への移動を支援する
　　　　　　　陣痛タクシー事業を実施しています。

早めにご申請
ください!!

飯塚市陣痛タクシー事業飯塚市陣痛タクシー事業

産
婦
人
科

0010702ID

0001932ID
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　　　施　設　名
街なか子育てひろば
筑穂子育て支援センター
庄内子育て支援センター　
頴田子育て支援センター　
穂波子育て支援センター　

　　　　　　　　住　　　所
本町 11-10（よかもん通り）                 
長尾 1242-1（筑穂支所 3 階）
綱分 791-4（庄内図書館横）
鹿毛馬 2328-2 （頴田交流センター別館）
秋松 408（穂波交流センター 2 階）

TEL&FAX
☎0948-22-3809
☎0948-72-2970
☎0948-82-0089
☎0948-92-0333
☎0948-21-0066

子育て関連施設のご紹介

子育ておしらせコーナー

子育てに関する悩
み相談やサービス
の情報提供、楽し
いイベントも開催
しています♪
お気軽にお越しく
ださい♪

⬅詳細は市ＨＰでご確認ください

　専修学校等へ修学する
　若年者奨学生を募集！

●対象　市内に居住し、前年度に
中学校もしくは高等学校等を卒
業、または高等学校を中退した
者（中等教育学校の方はご相談
ください）

●定員　若干名
●内容　経済的な理由により専修

学校等において修業することが
困難な方に対して、技能習得資
金の貸付を行うことにより、職
業に必要な技能及び知識の習得
を援助します。

●申込期限　4月30日木
●問合せ先　教育総務課
（☎0948・96・8500）

　ちびっこサッカー大会
　開催のお知らせ

●対象　5歳～7歳
●とき　5月30日土9時～15時
●ところ　健康の森公園多目的広

場
●内容　初心者の方でも大歓迎で

す！ぜひご参加ください！
●申込方法　電子申請（個人での

申込可）
●問合せ先　飯塚市商工会青年部

（☎0948・22・5382）

　離乳食教室

●対象　市内在住の生後3～5か月
までの乳児とその保護者

●とき　4月17日金13時～14時
●ところ　穂波支所保健センター

棟2階栄養指導室
●定員　10組
●申込期限　4月10日金
●申込方法　市公式LINE予約機能

または電話
●問合せ先　こども家庭課
　（☎0948・43・3305）

　育児相談

●対象　市内在住の就学前のお子
さま

●とき　4月10日金13時半～15時
●ところ　ゆめタウン飯塚　ゆめ

ホール
●持ち物　親子（母子）健康手

帳、バスタオル（体重測定希望
者のみ）

●問合せ先　こども家庭課
（☎0948・43・3305）

保育料の無償化
　手続きはお済みですか？

●対象　第2子以降で、市内に居住
する認可外保育園に通うお子さ
ま、または認可保育園等で預か
り保育や一時預かりを利用する
お子さま

●内容　認可外保育施設の利用や
一時預かり、満 3 歳児の預かり
保育の利用は無償化の対象とな
ります。保育の必要性の認定と、
保育料の償還払には申請が必要
です。手続きの詳細はお問合せ
ください。

●申込方法　本庁 1 階保育課の窓
口にて申請書を提出

●問合せ先　保育課保育給付係
（☎0948・22・5548）

0001713ID

0001566ID

0001933ID

0001957ID

0001613ID
「ページID」検索を

ぜひご利用ください♪
市公式HPで詳細ページが

簡単に検索できます！
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飯塚市役 所ホームページ（HP）　ht tps : //w w w.c i t y. i i zuka . l g .jp/

　医療費助成医療証を
　お持ちの方へ

●対象　飯塚市の医療費助成医療
証（こども医療・ひとり親医療・障が
い者医療）をお持ちの方

●内容　マイナ保険証を利用されて
いる方は、マイナ保険証で受給資
格を確認できます。（従来通りの医
療証も利用可）

※対応していない医療機関では各医
療証の提示が必要です

●問合せ先　医療保険課医療給付
係（☎0948・96・8212）

記事タイトル上にあるIDを
市公式HPの「ページIDで
さがす」に入力すると、
詳細が載ったページが
簡単に検索できます。

　各施設使用料支払の
　キャッシュレス決済開始

●内容　市が運営する各施設（一部
を除く）では、窓口での施設使用料
の支払いにおいて、キャッシュレス
決済が利用できるようになりまし
た。ぜひご利用ください。

●問合せ先　まちづくり推進課
　（☎0948・96・8257）

　固定資産税縦覧帳簿の縦覧

●対象　固定資産税の納税者、納
税者と同居の親族・納税管理人、
納税者の代理人（代理人の場合
は委任状が必要）

●期間　6 月 1 日月まで
●ところ　税務課固定資産税係
●内容　令和 8 年度の固定資産税

に係る土地や家屋の評価額などを
記載した帳簿を縦覧します。縦覧
期間中は、請求があった自己不動
産に限り、「令和 8 年度名寄帳兼
課税台帳」の写しを本庁および各
支所にて無料で交付します。

※帳簿の写しは交付できません。
※支所で縦覧は行っていません。
●持ち物
　①身分証明書（免許証など）
　②前年度の納税通知書、課税資

産明細書のいずれか一つ
●問合せ先　税務課固定資産税係 
（☎0948・22・5510）

　市営住宅（空き家）
　入居者募集

●対象　市内に住民登録がある人、
または市内勤務者（申込者および
同居予定者が市町村税を滞納して
いないこと）

●申込期間　5月1日金～12日火
●申込方法　窓口受付
●問合せ先　住宅課
　（☎0948・22・5513）
　または各支所経済建設課

　販売用の軽自動車等の
　課税を免除します

●対象　以下のすべての条件を満た
すもの（令和8年4月１日現在）

　①令和7年4月2日以降に取得した
軽自動車等であること

　②軽自動車等が商品であること
　③軽自動車等が使用しないもので

あること
　④申請者が所有している軽自動車

等の全てについて税を滞納してい
ないこと

●申込期限　4月30日木
●申込方法　本庁１階税務課に必要

書類を提出（申請書は市HPでダウ
ンロード可）

●問合せ先　税務課
　（☎0948・22・5509）

・どなたでも無料で参加できるものには、対象者や参加料を記載しておりません。
・本庁と穂波支所では、毎週木曜日に窓口業務の一部を１９時まで延長しています。
　取扱業務は市ＨＰをご確認ください。
・ページ ID の記載があるものは、市ＨＰで詳細の確認や予約などができます！

0001282ID

0010630ID

0013815ID

0002022ID

0009701ID

0002185　ID

市公式HPリニューアルで
「ページID」検索が
できるようになりました！

ぜひ利用
してみて

ください♪

お知らせ

IIZUKA 2026.4 No.241

市役所情報コーナー
窓口延長業務

検索方法⇧
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　第45回飯塚新人音楽
　コンクール開催！

●とき
　【予選】5月3日日㊗～4日月㊗
　【本選】6月7日日
●ところ　イイヅカコスモスコモン
●内容　全国の新人音楽家の登竜

門として知られるピアノと声楽の
コンクールが開催されます。

●問合せ先　文化課
　（☎0948・22・3274）
　飯塚新人音楽コンクール事務局
（☎080・5202・2624）

　あなたの「青」が誰かの勇気に
　～Warm Blue IIZUKA～

●とき　4月2日木～8日水
●ところ　本庁 正面入口
●内容　「世界自閉症啓発デー」及

び「発達障がい啓発週間」に合わせ
てブルーリボンツリーのライトアッ
プを行います。誰もが自分らしく生
きられる社会への願いを発信する
活動です。本期間は青いものを身
に着けて応援しましょう。

●問合せ先　社会・障がい者福祉課
（☎0948・22・5507）

　古墳（県指定史跡）の
　同時公開のお知らせ

●とき　4月18日土・19日日
　9時半～16時
※山王山古墳は18日土の10時～

14時のみ
●ところ　川島古墳公園　小正西古

墳公園　山王山古墳
●内容　普段入ることができない古

墳内部を見学できます。
※山王山古墳は駐車場がないため、

本町駐車場に駐車した後、徒歩で
現地に向かいます。

●問合せ先　飯塚市歴史資料館
　（☎0948・25・2930）

　料理教室参加者募集

●対象　市内居住者
●とき　4月24日金10時～13時
●ところ　筑穂人権啓発センター
●定員　先着16人
●内容　春食材でバランスのとれた

食事メニュー
　（講師　栗木　千代香さん）
●参加費　500円
●持ち物　エプロン・三角巾・上靴・

マスク・ハンドタオル
●申込開始日 
　4月１3日月8時半
●申込方法　電話
●問合せ先　筑穂人権啓発センター
（☎0948・72・1110）

　第44回飯塚市少年の船開催！
　団員を募集します

●対象　※（）内は定員
　【子ども団員】
　市内在住の小学4年生～6年生
（45人）、中学１年生（5人）

　【ジュニアリーダー】
　中学2年生～高校生（若干名）
　【シニア団員】おおむね50歳以上

75歳未満の人（若干名）
●とき　7月31日金～8月3日月
●ところ　沖縄県本島
●内容　子どもたちが団体生活で班

行動、レクリエーション活動等で礼
儀やマナーを学び、社会性を培い、
社会生活に反映できる力を身につ
けることを目的とした事業です。

●申込期間
　4月24日金～5月22日金
●申込方法　申込用紙に必要事項

を記入し、イイヅカコミュニティセ
ンター内生涯学習課または各交流
センター窓口にて提出

●問合せ先　生涯学習課
　（☎0948・22・3274）

0010404ID0001435ID

イベント

講演・講座・教室

募　集

IIZUKA 2026.4 No.241

●　守りぬけ　いのちはひとつ　ぼくのもの （立岩小）
●　人はひと　自分はじぶん　オンリーワン （立岩小）

～市内小学生の作品を掲載しています～

LINE飯塚市公式 SNSのご 紹介♪ Ins tag ram

人権標語
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災害対策に関する
　協定締結者を募集します

【風水災害時緊急対策等】
●対象　飯塚市指名願い提出の市

内業者※工種ランク不問
●内容　風水災害発生時の施設機

能回復のための緊急対策等に関す
る協定締結者の募集

【災害復旧支援業務】
●対象　飯塚市指名願い提出の市

内測量業者
●内容　大規模災害発生時の施設

機能回復等の災害復旧支援業務
に関する協定締結者の募集

【共通事項】
●申込期間　4月15日水～5月29

日金
●申込方法　協定書の様式を土木

管理課または各支所経済建設課の
窓口に提出

●協定期間　令和8年6月1日月～
令和9年5月31日月

●問合せ先　土木管理課
　（☎0948・22・5511）、
　または各支所経済建設課
　※4月15日から土木管理課、各支

所経済建設課で協定書の様式を
配付します。

　地域公共交通協議会及び
　交通会議委員を募集します

●対象　市内在住の18歳以上（4月
1日現在）の女性

●定員　1人
●任期　委員選任の日～令和10年

3月31日
●内容　生活交通に関する各種計画

の策定に係る協議や、旅客運送の
確保・利便性向上のための協議を
行う委員の募集

●申込期限　4月30日木
●申込方法　同課に備付けの申込

書(市HPでダウンロード可)を郵送
または窓口に持参

●問合せ先　地域公共交通対策課
(☎0948・96・8451)

　指定管理者選定委員会
　委員を募集します

●対象　市内在住の18歳以上（4月
1日現在）で市の公の施設の指定
管理者に応募する可能性がある団
体と利害関係がなく、市の審議会
などの委員ではない方

●定員　2人（女性1人以上）
※応募者多数の場合は抽選
●任期　令和8年6月1日～令和10

年5月31日
●申込期限　4月24日金17時15分
（必着）

●申込方法　同課に備付けの申込
書（市HPでダウンロード可）を郵
送、FAX、メールまたは窓口に持参

●問合せ先 財産活用課
　（☎0948・96・8251
　FAX0948・21・2998
　　zaisankatsuyou@city.iizuka.lg.jp）

　遠賀川環境保全活動団体
　支援助成事業のお知らせ

●対象　支流を含む遠賀川流域で活
動を行っている、または今後行おう
とする 会員数5人以上の団体

●内容　遠賀川流域（支流を含む）
で、河川の水質の改善等を目的と
した環境保全活動（除草・清掃活
動、水質・生物調査、普及啓発活動
等）を行う住民団体等に対して、そ
の活動費を助成します。

●助成金額
　1団体あたり上限10万円
●申込期限　4月17日金
●申込方法　郵送
●問合せ先　北九州市上下水道局

水質試験所電話
　（☎093・641・5948）

　空き家セミナーを開催します

●とき　4月5日日
　①10時～11時半
　②14時～15時半
●ところ　イイヅカコスモスコモン
●内容　専門家が空き家を手放す方

法を分かりやすく解説します。（個
別相談あり）

●申込方法　電話※申込み時にコー
ドナンバー「う-197」とお伝えくだ
さい。

●問合せ先　株式会社ベリーベスト
（☎0120・162・061）

飯塚市役所　☎0948-22-5500・FAX0948-21-2066Information 穂波庁舎・支所 ☎0948-22-0380・FAX0948-26-4733
庄内支所　 ☎0948-82-1200・FAX0948-82-3520

筑穂支所 ☎0948-72-1100・FAX0948-31-3100
頴田支所 ☎0948-92-2211・FAX0948-92-0332

0009694ID

0011644ID

情報いろいろ 募　集

IIZUKA 2026.4 No.241
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天皇杯・皇后杯
第42回 飯塚国際車いすテニス大会(Japan Open 2026)開幕

令和８年２月定例会において 新正副議長 が決まりました

大会期間中は市役所・新飯塚駅・会場間で無料臨時シャトルバスが運行されます。
大会会場の駐車場は混雑が予想されますので、ぜひご活用ください。

（新飯塚駅⇔会場は全日程、市役所⇔新飯塚駅⇔会場は土曜日・日曜日のみ）

日時：4月21日火～26日日
会場：いいづかスポーツ・
　　　リゾートテニスコート
　　　県営筑豊緑地テニスコート

問合せ　議会事務局（☎0948-22-0214）

問合せ　飯塚国際車いすテニス大会事務局（☎0948-25-7144）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （FAX：0948-25-7520）

 令和８年２月２０日から定例会が開かれ、２０日に正副議
長の選挙が行われた結果、議長に城丸秀髙議員、副議長
に深町善文議員が当選されました。また、議会運営委員
会及び常任委員会委員が改めて選任されました。
　城丸議長は就任のあいさつで「秩序あるスムーズな議会
運営を目指したい。また、市民の皆様からの議員の活動が
よく見えない、よく分からないという声に応え、より開かれた議会を目指す取り組みを進めていきたい。
市政においては市長と協力し、また議論をしながら『人が輝き まちが飛躍する 住みたいまち 住みつづけたいまち』
の実現に向けて頑張っていきたい」と抱負を述べられました。

平成 26 年飯塚市議会議員に
初当選、現在 4 期目。
この間、議会運営委員会委員長、
総務委員会委員長を歴任。
76 才。

平成 31 年飯塚市議会議員に
初当選、現在 2 期目。
この間、総務委員会副委員長、
経済建設委員会副委員長を歴任。
75 才。

城丸 秀髙 議員

深町 善文 議員

議　長

副議長

　アジアで唯一、国際テニス連盟（ITF）公認の
車いすテニスツアー「WT1000」として、毎年世
界トップクラスの選手がハイレベルな戦いを繰り
広げています。

ぜひ会場で選手への熱い声援をお願いします！

◎吉松　信之

田中　武春

赤尾　嘉則

◎田中　武春

光根　正宣

小幡　俊之

◎吉田　健一

石川　華子

◎奥山　亮一

土居　幸則

江口　　徹

◎坂平　末雄

金子　加代

○光根　正宣

川上　直喜

吉田　健一

○藤堂　　彰

田中　博文

○藤間　隆太

田中　裕二

○赤尾　嘉則

鯉川　信二

○道祖　　満

永末　雄大

議会運営委員会・常任委員会委員名簿
委員会名 委員名（◎委員長・○副委員長）

議会運営委員会

総務委員会

福祉文教委員会

協働環境委員会

経済建設委員会

藤堂　　彰

金子　加代

小幡　俊之

城丸　秀髙

秀村　長利

深町　善文

吉松　信之

佐藤　清和

兼本　芳雄

川上　直喜

瀬戸　　元
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令和８年４月から市役所の組織が変わります ～一部変更のお知らせ～
令和８年度の組織について、下記のように部・課を再編します。

総務部

経済部

企画政策室
シティプロモーション推進担当

情報管理課
　情報発信係
特産品振興・ふるさと応援課
　ふるさと応援係

総務部
企画政策室シティプロモーション担当（新設）

シティプロモーション担当
　情報発信係
　ふるさと応援係

○企画政策室に「シティプロモーション担当」を
　新設するとともに、情報管理課 情報発信係
　および特産品振興・ふるさと応援課
　ふるさと応援係の業務を移管します。

総務部 人事課
　人事担当　職員１係 職員２係
　人材・育成係

総務部 人事課
　人事担当　職員係
　人材・育成係

○人事課　職員１係および職員２係を集約し、
　「職員係」とします。

総務部
　　情報管理課
　　　情報発信係　電算管理係

総務部
　　情報管理課
　　　ＤＸ推進係（新設）　電算管理係

○情報管理課　情報発信係の業務を「企画政
　策室シティプロモーション担当」に移管します。

○情報管理課に「ＤＸ推進係」を新設します。

市民協働部
　まちづくり推進課
　　自治会支援係　まちづくり協議会支援係
　　指定管理・法人化推進担当
　　各交流センター係（※）
　　※穂波・筑穂・庄内・頴田・二瀬・幸袋
　　　鎮西・菰田・立岩・飯塚東・飯塚片島・鯰田

市民協働部
　まちづくり推進課
　　自治会支援係　まちづくり協議会支援担当
　　指定管理・法人化推進担当
　　各交流センター係（※）
　　※穂波・筑穂・庄内・頴田
　　　鎮西・菰田・立岩・飯塚東・飯塚片島・鯰田

変　更　内　容
変更後 内　容変更前

○まちづくり推進課　まちづくり協議会支援係を
「まちづくり協議会支援担当」に変更します。

○二瀬および幸袋交流センターの指定管理に伴
い、「二瀬交流センター係」「幸袋交流センター
係」を廃止します。

市民環境部
　市民課
　　戸籍係　窓口係
　　出張所（二瀬・幸袋・鎮西・鯰田）

市民環境部
　　市民課
　　　戸籍係　窓口係

○市民課の「出張所」を廃止します。

市民環境部
　環境対策課
　　総務係　環境美化係
　　業務係　廃棄物対策担当
　　環境センター　総務係　業務係

市民環境部
　環境対策課
　　総務係　環境美化係　業務係
　　環境センター　総務係　業務係

○環境対策課の「廃棄物対策担当」を廃止しま
す。

経済部
　農林振興課
　　農政係　農林振興係
　　市場管理事務所

経済部
　農林振興課
　　農政係　農林振興係　農地政策係（新設）
　　市場管理事務所

○農林振興課に「農地政策係」を新設します。

こども未来部
こども政策課

　　こども政策係
　こども家庭課
　　青少年対策担当 こども手当係
　　こども家庭相談係
　　こども家庭センター担当
　　母子保健係　母子保健総務係

こども未来部
こども若者支援課（新設）

　　こども若者政策係（新設） こども手当係
　こども家庭課
　　こども家庭相談係
　　　こども家庭センター担当
　　　母子保健１係 母子保健２係
　　　母子保健総務係

○「こども政策課」を廃止するとともに、「こども若
者支援課」を新設します。

○こども若者支援課に「こども若者政策係」を新
設し、こども政策課こども政策係およびこども
家庭課　青少年対策担当の業務を同係に移
管します。

○こども家庭課　こども手当係の業務を「こども
若者支援課」に移管します。

○こども家庭課　母子保健係を「母子保健１係」
「母子保健２係」に再編します。

福祉部 高齢者支援課
　高齢総務係　高齢者支援係

福祉部 高齢者支援課
　高齢総務係　高齢者支援１係

高齢者支援２係
○高齢者支援課　高齢者支援係を「高齢者支援

１係」「高齢者支援２係」に再編します。

都市建設部 都市計画課
都市政策係　公園街路係

　飯塚駅周辺整備推進室
　飯塚駅周辺整備推進担当

都市建設部 都市計画課
計画指導係　公園街路係

　飯塚駅周辺整備推進室
　飯塚駅周辺整備推進担当

○都市計画課　都市政策係を「計画指導係」に
変更します。

教育部 教育施設課
　施設維持係　施設整備係

教育部 教育施設課
　施設維持係　施設整備担当

○教育施設課　施設整備係を「施設整備担当」
に変更します。

教育部 生涯学習課
　生涯学習係　生涯学習ひろば担当
　中央公民館　中央公民館・図書館係

教育部 生涯学習課
　生涯学習係　生涯学習施設係
　中央公民館　中央公民館・図書館係

○生涯学習課　生涯学習ひろば担当を「生涯学
習施設係」に変更します。

経済部
特産品振興・ふるさと応援課

　　特産品振興係 ふるさと応援係

○「特産品振興・ふるさと応援課」を廃止するとと
もに、特産品振興係の業務を「商工観光課」、
ふるさと応援係の業務を「企画政策室シティプ
ロモーション担当」に、それぞれ移管します。



無料相談コーナー（4月）

女
性
の
た
め
の

2日・9日・30日木　17時15分～19時
16日※・23日木 17時15分～20時 
※ファイナンシャルプランナー相談事業開催日（月に1度）

1日・8日・15日・22日水 13時～16時

9日・23日木 13時～16時

飯塚市役所本庁 税務課納税係直通
(☎0948-22-5525)

平日8時半～17時

16日木 13時～16時(相談時間30分)

21日火 13時～16時 

14日・28日火
10時～正午、13時～16時

NPO法人人権ネットいいづか

福岡法務局　飯塚支局

飯塚市役所本庁5階
北会議室

立岩交流センター

☎/FAX　0948-24-7582

法テラス福岡
(☎050-3383-5502)

国際政策課
(☎0948-96-8507)

直方年金事務所
(☎0949-22-0891)

不要

9日木 13時～15時 

15日水 13時～15時

ゆめタウン飯塚 2階ゆめホール

飯塚市役所本庁
市民活動支援課
(☎0948-96-8259)不要

不要

平日8時半～17時15分

13日・27日月

2日・16日木

飯塚市役所本庁4階

頴田交流センター

庄内交流センター

穂波人権啓発センター

筑穂人権啓発センター

14時～16時

10時～正午

14時～16時

10時～正午

人権・同和政策課
人権相談ダイヤル
☎　0948-43-4764

FAX 0948-23-7048

要

不要

要

24日金 13時～16時 飯塚市役所本庁 市民活動支援課
(☎0948-96-8259)不要

毎週木曜日17時～19時

平日13時～16時 飯塚法律相談センター(☎0948-28-7555)

飯塚市役所本庁 市民活動支援課
(☎0948-96-8259)

要

不要

要

要

要

要

優先

16日木 10時～12時

1日水 10時～12時
飯塚市役所本庁 男女共同参画推進課

(☎0948-96-8255)

人権相談出張窓口

人権相談

夜間納税相談

法律相談

行政相談

法律相談

くらしの手続き無料相談会

法テラス無料法律相談会

専門家による外国人無料相談会

年金相談

精神障がい者家族相談員
による相談会

一般相談

職場の悩み相談

(行政に関する苦情、意見・要望など)

※年度(4～3月)で1人1回

(納付受付、口座振替、納税に関する相談など)

(相続、離婚、借金、交通事故など)

(成年後見制度、相続、官公庁署への許認可申請手続など)

行政書士
による

弁護士による

（※予約の電話の際に要件等を確認します）

不要 11日土 13時半～16時 サン・アビリティーズいいづか いずみ会(☎090-5386-4116)

要
平日13時～17時

ただし、1日・15日水のみ13時～19時
飯塚公証役場 飯塚公証役場

(☎0948-22-3579)
遺言・任意後見等に関する相談

（公正証書で作成するものに限る。）

(外国人ビザ、雇用、国際結婚など)

女性弁護士
による

※年度(4～3月)
　で1人1回

女性相談員
による

女性相談員
による

就業支援相談女性相談員
による

相談内容 とき ところ 申込み・問合せ予約

人
権
に
つ
い
て
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【手話コーナー】
「手話言語条例」
「手話」は、動きのある言
語です。その動きを伝える
ために、動画にまとめてい
ますのでご覧ください。

はじめまして よろしく
お願いします

鼻先に握り拳を置き、
手を開き前へ出し
ながら軽く頭を下げる

お願いします

鼻先に握り拳を置き、鼻先に握り拳を置き、
手を開き前へ出し手を開き前へ出し
ながら軽く頭を下げるながら軽く頭を下げる

① 手の甲を上に向け、
上に引き上げなが
ら人差指を残して4
指を握る

② 両手の人差指と人
差指を向かい合わ
せて近づける
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令和８年度　施政方針

令
和
８
年
度
　
施
政
方
針

　
昨
今
、地
域
経
済
を
取
り
巻
く
環

境
は
緩
や
か
に
回
復
の
兆
し
を
見
せ

る一方
、少
子
高
齢
化
の
影
響
に
よ
る

担
い
手
不
足
な
ど
、依
然
と
し
て
非

常
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、本
市
で
は
、令
和

７
年
度
に
お
い
て
、第
２
子
以
降
保

育
料
無
償
化
に
よ
る
多
子
世
帯
の
負

担
軽
減
を
継
続
し
て
実
施
し
た
ほ

か
、令
和
８
年
度
の
完
成
を
目
途
と

し
た
飯
塚
駅
周
辺
整
備
事
業
や
、企

業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
確
保
と
地
域

経
済
の
活
性
化
、飯
塚
国
際
車
い
す

テ
ニ
ス
大
会
を
は
じ
め
と
す
る
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
よ
る
共
生

社
会
の
実
現
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
ま
た
、ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
額

が
令
和
２
年
度
か
ら
５
年
連
続
で
県

内
１
位
と
な
っ
た
ほ
か
、本
市
に
お
け

る
転
入
者
数
が
転
出
者
数
を
上
回

る
人
口
の
社
会
増
に
つ
い
て
も
令
和

４
年
か
ら
４
年
連
続
で
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
度
は
、こ
の
よ
う
な
市

政
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
な
く
、都

市
目
標
像
で
あ
る「
人
が
輝
き
　
ま

ち
が
飛
躍
す
る
　
住
み
た
い
ま
ち
　

住
み
つ
づ
け
た
い
ま
ち
」の
実
現
に
向

け
、未
来
を
担
う
子
ど
も
を
育
む「
教

育
の
ま
ち
」、安
心
し
て
産
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る「
子
育
て
の
ま
ち
」、

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る「
福

祉
の
ま
ち
」、地
元
に
働
く
場
所
が
あ

る「
活
力
あ
る
ま
ち
」、文
化
や
ス

ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な「
健
康
な
ま
ち
」

の
、５
つ
の
柱
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
、魅
力
あ
る
元
気
な
飯
塚

市
を
積
極
的
に
発
信
し
ま
す
。

〜
人
権
・
市
民
参
画
〜

■
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
令
和
６
年
度
に
実
施
し
ま
し
た
人

権
問
題
市
民
意
識
調
査
の
分
析
等

を
踏
ま
え
、「
第
４
次
飯
塚
市
人
権

教
育
・
啓
発
実
施
計
画
」
の
策
定

を
進
め
る
と
と
も
に
、「
飯
塚
市
人

権
教
育・啓
発
基
本
指
針
」及
び「
飯

塚
市
部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る

差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条

例
」
に
基
づ
き
、
市
民
一人
ひ
と
り

の
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
人
権
尊
重

の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

■
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　
庁
内
推
進
体
制
の
充
実
・
強
化

及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
た
施
策
を
総
合
的
、
計
画

的
に
推
進
す
る
た
め
「
第
３
次
飯
塚

市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
の
策
定

を
進
め
ま
す
。

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
市
民
活
動
団
体
・
地
域
活
動
団

体
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
い
か

し
、
共
通
の
課
題
の
解
決
に
向
け
た

取
組
が
行
わ
れ
る
よ
う
支
援
し
ま

す
。

　
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
施
設

と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ

る
た
め
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
及
び
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
法
人

化
に
向
け
た
支
援
に
努
め
ま
す
。 

　
ま
た
、
令
和
８
年
度
か
ら
先
行
し

て
指
定
管
理
者
と
な
る一般
社
団
法

人
二
瀬
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
及
び一

般
社
団
法
人
幸
袋
ま
ち
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
と
は
、
地
域
主
体
の
交
流

セ
ン
タ
ー
運
営
実
施
に
向
け
て
、
今

ま
で
以
上
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
努
め

ま
す
。

■
市
政
情
報
の
発
信

　
３
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
う
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
情
報
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
位
置
付
け
、
広
報
誌
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
媒
体
の
特
性
に
応
じ
、

必
要
な
情
報
を
必
要
と
す
る
人
に
的

確
か
つ
迅
速
に
伝
わ
る
情
報
発
信
に

努
め
る
と
と
も
に
、
職
員
一人
ひ
と

り
が
発
信
者
で
あ
る
と
い
う
認
識
の

も
と
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
お
い
て
、

市
民
が
誇
り
、
愛
着
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
本
市
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
す
。〜

行
政
経
営
〜

■
行
政
経
営

　「
行
政
経
営
戦
略
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
」

及
び
「
行
政
経
営
戦
略
推
進
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、
行
財
政
改
革
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
令
和
９
年
度
以

降
の
後
期
「
行
政
経
営
戦
略
推
進

プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
も
取
り
組
み
ま

す
。

　
ま
た
、
民
間
事
業
者
等
の
ア
イ
デ

ア
や
技
術
力
を
活
か
し
た
公
民
連
携

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
課

題
の
解
決
や
業
務
効
率
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

■
公
共
施
設
等

　「
第
３
次
公
共
施
設
等
の
あ
り
方

に
関
す
る
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、

財
政
負
担
の
軽
減
及
び
平
準
化
に
つ

な
が
る
よ
う
計
画
的
な
維
持
管
理
や

適
正
配
置
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
利
用
計
画
や
利
活
用
策

が
な
い
公
共
施
設
等
の
跡
地
・
跡
施

設
及
び
未
利
用
地
に
つ
い
て
、
民
間

へ
の
売
却
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

〜
健
幸
・
子
育
て
〜

■
健
幸
都
市
づ
く
り
の
推
進

　
持
続
可
能
な
事
業
規
模
に
内
容

の
見
直
し
を
行
っ
た
い
い
づ
か
健
幸

ポ
イ
ン
ト
事
業
を
、
市
民
の
自
主
的

な
健
康
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
推
進
し
ま
す
。

　
次
に
、
糖
尿
病
や
動
脈
硬
化
な

ど
の
生
活
習
慣
病
と
深
い
因
果
関
係

に
あ
る
歯
周
病
を
予
防
す
る
た
め
、

歯
周
病
対
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
女
性
に
多
い
疾
患
で
あ
る

骨
粗
し
ょ
う
症
の
早
期
発
見
の
た

め
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を
実
施
し

ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業

　
特
定
健
康
診
査
受
診
率
向
上
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
受
診
結
果
に

基
づ
き
、
生
活
習
慣
改
善
及
び
重

症
化
予
防
を
図
り
、
市
民
の
健
康

づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

■
飯
塚
市
立
病
院

　
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
や
救

急
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
り
、

地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
べ
く
、
急
性
期
医
療
及
び

高
度
医
療
を
提
供
す
る
中
核
病
院

と
し
て
、
ま
た
小
児
１
次
救
急
医
療

を
含
め
た
医
療
提
供
体
制
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

■
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り

　
医
療
と
介
護
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な

る
深
化
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
介
護
予
防
に
つ
い
て
、
フ
レ
イ
ル

予
防
で
は
、
フ
レ
イ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー

や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
様
と
連
携
し
、

フ
レ
イ
ル
予
防
の
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ア
プ
ロ
ー
チ
を
推
進
し
ま
す
。
認
知

症
施
策
と
し
て
は
、
チ
ー
ム
オ
レ
ン

ジ
の
活
動
を
推
進
す
る
な
ど
、
住
み

な
れ
た
地
域
で
人
生
の
最
期
ま
で
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
支

援
体
制
の
充
実
と
と
も
に
、
高
齢
者

の
人
権
・
権
利
を
擁
護
す
る
た
め
、

虐
待
防
止
や
成
年
後
見
制
度
の
普

及
・
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
９
年
度
か
ら
11
年
度
を
計

画
期
間
と
す
る「
第
10
期
飯
塚
市
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保

険
事
業
計
画
」の
策
定
に
お
い
て
は
、

「
飯
塚
市
認
知
症
施
策
推
進
計
画
」

も
含
め一体
的
に
策
定
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
介

護
施
設
等
の
充
実
に
努
め
、
必
要
な

基
盤
整
備
を
進
め
て
い
く
と
と
も

に
、介
護
給
付
の
適
正
化
等
を
行
い
、

持
続
可
能
で
安
定
的
な
介
護
保
険

制
度
の
構
築
と
運
営
に
努
め
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
の
推
進
・
安
心
し
て

産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り

　
経
済
的
支
援
、
精
神
的
・
身
体

的
な
支
援
、
こ
ど
も
施
策
の
推
進
・

事
業
所
と
し
て
の
取
組
を
３
つ
の
ア

プ
ロ―

チ
で
実
施
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
経
済
的
支
援
と
し
て
、

第
２
子
以
降
の
保
育
料
無
償
化
を

継
続
し
ま
す
。

　
次
に
、
精
神
的
・
身
体
的
な
支

援
と
し
て
、
公
立
保
育
所
・
認
定
こ

ど
も
園
に
お
い
て
お
む
つ
を
定
額
で

利
用
で
き
る
お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
事

業
を
開
始
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
飯
塚
バ
ス
セ
ン
タ
ー
横

の
商
業
複
合
施
設
ｉ‐

ｔｏｗｎ
内
に

こ
ど
も
・
若
者
プ
ラ
ザ
い
い
づ
か
を

開
設
し
、
相
談
機
能
や
居
場
所
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
の
機
能
を
強
化
し
、

こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。
　

　
少
子
化
対
策
と
し
て
、
国
や
県
が

推
進
し
て
い
る
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ

ン
ケ
ア
に
関
す
る
啓
発
事
業
を
実
施

し
、
若
者
の
将
来
設
計
、
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
を
考
え
る
機
会
を
提
供
し
、
安

心
で
幸
せ
な
暮
ら
し
を
支
え
る
子
育

て
施
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

は
、
遊
び
や
生
活
内
容
に
子
ど
も
の

意
見
を
反
映
す
る
と
と
も
に
、
学
校

や
放
課
後
子
ど
も
教
室
と
の
連
携
を

図
り
、
児
童
が
多
様
な
体
験
を
し
な

が
ら
楽
し
く
過
ご
し
成
長
で
き
る
安

全
・
安
心
な
居
場
所
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

■
障
が
い
者
福
祉

　
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

と
も
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
共
生

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、「
第
８

期
障
が
い
福
祉
計
画
・
第
４
期
障
が

い
児
福
祉
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組

み
、一人
ひ
と
り
の
個
性
や
能
力
が

発
揮
さ
れ
、
活
躍
で
き
る
地
域
社
会

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
地
域
福
祉
の
推
進

　
地
域
に
お
け
る
複
雑
化
・
複
合
化

し
た
生
活
課
題
に
対
し
、一体
的
な

支
援
を
行
う
、
い
い
づ
か
福
祉
ま
る

ご
と
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
飯
塚
市
重
層

的
支
援
体
制
整
備
事
業
）
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
人
と
人
、
人
と
資
源

が
世
代
や
分
野
を
超
え
て
丸
ご
と
つ

な
が
り
、
住
民一人
ひ
と
り
の
安
全
・

安
心
な
暮
ら
し
と
生
き
が
い
の
あ
る

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
努
め
ま

す
。

■
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

　
生
活
に
困
窮
し
た
方
々
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
物
価
高
騰
を
は
じ
め

と
す
る
様
々
な
要
因
で
日
々
の
暮
ら

し
に
困
難
を
抱
え
て
い
る
方
々
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
生
活
保

護
制
度
及
び
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
制
度
の
適
切
な
運
用
に
よ
る
切
れ

目
の
な
い
効
果
的
な
支
援
を
行
い
ま

す
。

〜
地
域
経
済
〜

■
農
林
業
の
振
興

　
農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
へ

の
対
応
と
し
て
、
認
定
農
業
者
や
新

規
就
農
者
な
ど
の
担
い
手
の
育
成
及

び
確
保
を
推
進
し
、
農
地
の
集
積
・

集
約
化
を
図
り
ま
す
。
　

　
ま
た
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

被
害
の
防
止
を
図
る
た
め
、
捕
獲
に

よ
る
駆
除
や
侵
入
防
止
等
の
対
策
を

講
じ
ま
す
。

　
森
林
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
森
林

の
持
つ
多
面
的
機
能
の
維
持
を
図
る

た
め
、
荒
廃
森
林
及
び
放
置
竹
林

の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

■
地
場
産
業
の
振
興
と
創
業
促
進
・

産
業
の
創
出

　
市
内
３
大
学
や
立
命
館
ア
ジ
ア
太

平
洋
大
学
と
の
連
携
を
強
化
し
、

地
元
企
業
の
成
長
支
援
や
地
域
に
お

け
る
大
学
生
の
活
躍
と
起
業
促
進
に

係
る
支
援
強
化
、
更
に
は
地
域
課

題
解
決
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
等

の
先
端
情
報
技
術
分
野
で
の
産
学
連

携
や
企
業
の
集
積
・
高
度
化
を
進

め
ま
す
。

　
ま
た
、
労
働
力
不
足
が
深
刻
化

す
る
中
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

労
働
力
確
保
に
貢
献
す
る
た
め
、
企

業
へ
の
外
国
人
材
活
用
に
関
す
る
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
国
・
県
や
支

援
機
関
と
も
連
携
し
、
海
外
販
路

開
拓
の
支
援
を
行
い
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
新
た
な

工
業
団
地
の
造
成
事
業
を
進
め
て
お

り
、
先
端
分
野
で
あ
る
半
導
体
関

連
産
業
や
地
域
の
も
の
づ
く
り
を
け

ん
引
す
る
自
動
車
関
連
産
業
の
進

出
に
よ
り
、
地
域
内
で
の
高
付
加
価

値
な
雇
用
の
確
保
に
繋
が
る
よ
う
積

極
的
な
誘
致
活
動
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
経
済
を
支
え
る
中

小
企
業
に
対
し
て
は
、
税
制
措
置
や

各
種
制
度
の
積
極
的
な
活
用
を
促

進
す
る
と
と
も
に
市
内
事
業
所
の
採

用
力
や
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
魅
力
向

上
、
事
業
拡
大
等
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
企
業
の
成
長
力
の
向
上
と
安
定

し
た
雇
用
の
確
保
を
図
り
、
誰
も
が

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
地
域
経

済
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

■
公
営
競
技
事
業

　
専
用
場
外
発
売
所
の
拡
充
を
図

る
と
と
も
に
、
非
開
催
日
に
お
け
る

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
メ
タ
バ
ー
ス
の

活
用
に
よ
り
国
内
外
で
の
認
知
度
を

高
め
る
こ
と
で
、
新
規
フ
ァ
ン
の
獲

得
、
本
場
へ
の
誘
客
、
売
り
上
げ
の

向
上
に
努
め
、
ま
た
、
老
朽
化
し
た

施
設
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
る
な
ど
、
持
続
的
か
つ
発

展
的
な
事
業
と
な
る
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。

■
商
業
の
振
興

　
商
店
街
と
大
型
商
業
施
設
を
結

ぶ
周
遊
商
業
エ
リ
ア
内
で
の
回
遊
性

の
向
上
を
図
り
、
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
中
心
と
し
た
関
係
団
体
と

連
携
し
た
空
き
店
舗
対
策
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
り
集
客
力
の

強
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
特
産
品
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
い

い
づ
か
ブ
ラ
ン
ド
認
定
制
度
を
通
し

て
、
特
産
品
の
創
出
や
販
路
拡
大
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
日
の
丸
を
初

め
て
染
め
た
と
い
わ
れ
る
筑
前
茜
染

を
後
世
に
伝
承
す
べ
く
、
茜
草
の
育

成
や
染
色
技
術
の
継
承
及
び
啓
発

活
動
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
し
て
本
市

の
魅
力
や
特
産
品
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
で
地
場
産
業
の
振
興
並
び
に

地
域
経
済
の
活
性
化
へ
と
繋
げ
ま

す
。

■
観
光
の
振
興

　「
第
２
次
飯
塚
市
観
光
振
興
基
本

計
画
」
に
基
づ
い
た
取
組
を
着
実
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
戦
略
的
な
観

光
施
策
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
実
現

し
て
い
く
た
め
の
組
織
と
な
る
観
光

地
域
づ
く
り
法
人
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
を
設

立
し
て
取
組
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
人
流
デ
ー
タ
を
活
用
し
、

本
市
来
訪
者
等
の
分
析
を
行
う
こ
と

で
、
根
拠
に
基
づ
く
効
果
的
な
誘
客

並
び
に
地
域
経
済
活
性
化
に
努
め
ま

す
。

■
就
労
支
援
の
充
実
と
労
働
環
境

の
整
備

　
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
筑
豊
ブ

ラ
ン
チ
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ーｅ‐

Ｚｕ
ｋａ
に
お
い
て
就
労
支

援
の
実
施
、並
び
に
、国・県
の
関
係

機
関
と
連
携
し
、労
働
問
題
解
消
に

向
け
た
啓
発
活
動
に
よ
り
労
働
環
境

の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、小
学
校
、中
学
校
、高
等
学

校
及
び
大
学
と
の
連
携
に
よ
る一貫

し
た
人
材
育
成
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、大
学
の
教
育
リ
ソ
ー
ス
を
活
用

し
た
社
会
人
向
け
リ
カ
レ
ン
ト・リ

ス
キ
リ
ン
グ
教
育
に
取
り
組
み
、多

様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
図
り
ま
す
。

〜
教
育
・
文
化
〜

■
学
校
教
育

　
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
、企

業
の
連
携・協
力
の
も
と
実
施
し
て

い
る
体
験
型
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
充
実

さ
せ
、児
童
生
徒
が
社
会
と
の
繋
が

り
や
経
済
の
仕
組
み
の
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、社
会
の一員
と
し
て
自

立
し
、自
身
の
夢
や
未
来
を
実
現
す

る
力
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
自
分
と
他
者
の
違
い
を
理

解
、
受
容
、
尊
重
し
、
人
権
を
守

る
こ
と
が
で
き
る
豊
か
な
心
を
育
む

人
権
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、Ａ
Ｌ
Ｔ(

外
国
語
指
導
助

手)

の
活
用
や
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話

に
よ
り
生
き
た
英
語
を
児
童
生
徒
が

体
験
す
る
こ
と
で
興
味
関
心
を
高

め
、
実
践
的
な
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
や
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
対
応
し
た
人
材
育
成
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
体
力
向
上
と
健
康
増
進
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
部
活
動
の
地
域
展
開
を

進
め
、
生
徒
が
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
や

芸
術
活
動
に
接
し
、
継
続
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
地
域
団

体
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
地
域
に
開
か
れ
た
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
は
、「
飯
塚

市
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、
不
登
校

傾
向
に
あ
る
児
童
生
徒
の
状
況
を
早

期
に
把
握
し
、
学
習
環
境
の
整
備
と

多
様
な
居
場
所
の
確
保
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
学
校
外
の
社
会
資
源
・

人
的
資
源
も
活
用
し
相
談
体
制
と

支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
学
校
給
食

　
給
食
費
の
保
護
者
負
担
軽
減
を

実
施
し
、
給
食
調
理
業
務
へ
の
民
間

活
力
の
導
入
に
よ
り
業
務
の
効
率
化

を
図
る
と
と
も
に
、
地
産
地
消
を
推

進
し
な
が
ら
、
献
立
内
容
の
工
夫
に

よ
る
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
、
安

全
で
安
心
な
給
食
を
提
供
し
、
食
に

対
し
て
の
正
し
い
知
識
や
望
ま
し
い

食
習
慣
を
養
う
た
め
に
、
積
極
的
に

食
育
を
推
進
し
ま
す
。

■
確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
の
推
進

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
活
用
し
個
別
最
適

な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
に
よ
る
児

童
生
徒
の
学
力
向
上
や
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
学
習
環
境
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

　
ま
た
、特
別
支
援
教
育
支
援
員
の

配
置
、学
習
環
境
の
整
備
及
び
支
援

体
制
の
充
実
に
よ
り
、学
校
に
お
け

る
特
別
支
援
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

■
生
涯
学
習
の
振
興

　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
生
涯

学
習
等
の
推
進
の
た
め
、
様
々
な
学

び
の
機
会
や
情
報
の
提
供
を
行
い
、

多
様
な
学
習
活
動
の
支
援
等
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
や
社
会
教
育
団
体

等
と
の
連
携
・
協
働
や
施
設
整
備

等
に
努
め
て
、
市
民
の
安
全
で
快
適

な
学
習
環
境
の
確
保
を
推
進
し
ま

す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
飯
塚
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
と
の
連
携
の
も
と
、
市

民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会
を
拡

充
し
ま
す
。

　
ま
た
、
飯
塚
市
総
合
体
育
館
や

飯
塚
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
、
い

い
づ
か
ス
ポ
ー
ツ
・
リ
ゾ
ー
ト
　
ザ
・

リ
ト
リ
ー
ト
を
拠
点
と
し
て
、
飯
塚

国
際
車
い
す
大
会
や
飯
塚
カ
ッ
プ
等

の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

こ
と
で
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
方
々

が
訪
れ
る
機
会
を
創
出
し
、
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

■
文
化
芸
術
の
振
興

　「
飯
塚
市
文
化
振
興
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
文
化
の
担
い
手

で
あ
る
市
民
の
主
体
的
な
文
化
芸
術

活
動
を
通
じ
て
、
個
性
豊
か
な
新
し

い
文
化
の
創
造
に
努
め
ま
す
。

■
文
化
財
保
護

　
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
等
の
文
化

財
の
適
切
な
保
護
を
図
る
と
と
も

に
、
嘉
穂
劇
場
に
つ
い
て
は
令
和
８

年
秋
の
見
学
再
開
に
向
け
て
整
備
を

進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
財
の
公
開
や
歴
史

資
料
館
で
の
企
画
展
・
講
座
等
の
開

催
を
通
し
て
、
本
市
の
文
化
遺
産
の

さ
ら
な
る
発
信
・
活
用
に
努
め
ま
す
。

■
国
際
交
流
・
多
文
化
共
生
の
推

進　
姉
妹
都
市
で
あ
る
米
国
サ
ニ
ー

ベ
ー
ル
市
と
連
携
を
行
い
、
中
高
生

の
受
け
入
れ
や
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

育
成
を
通
じ
て
、
更
な
る
友
好
交
流

を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
国
際
交
流
事
業
や
日
本

語
教
室
の
実
施
に
よ
り
、
地
域
に
お

け
る
国
際
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、「
第
３
次
国
際
都
市
い
い
づ
か

推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
在
住
外

国
人
に
も
暮
ら
し
や
す
い
共
生
社
会

の
実
現
を
推
進
し
ま
す
。

〜
都
市
基
盤
・
生
活
基
盤
〜

■
災
害
・
減
災
対
策
の
充
実

　
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
い
つ

発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
大
規
模

災
害
へ
の
意
識
と
実
効
的
な
備
え
を

確
立
す
る
と
共
に
、
関
係
機
関
や
地

域
住
民
、
自
主
防
災
組
織
と
の
連

携
を
更
に
強
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
福
岡
県
の
避
難
者
数
等

想
定
の
見
直
し
に
伴
う
計
画
改
訂
を

行
い
、
備
蓄
品
の
見
直
し
と
拡
充
を

通
し
て
被
災
者
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

　
浸
水
対
策
に
つ
い
て
は
、「
飯
塚

市
防
災
（
浸
水
）
対
策
基
本
計
画
」

に
お
け
る
遊
水
池
な
ど
の
計
画
事
業

を
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、一
級

河
川
遠
賀
川
上
流
域
に
位
置
す
る

都
市
と
し
て
、
国
・
県
を
は
じ
め
各

関
係
機
関
と
緊
密
な
連
携
を
図
り

流
域
治
水
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
生
活
安
全
の
向
上

　
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
の
た
め
、
警
察
や
関
係
機
関
と
連

携
し
、
地
域
防
犯
体
制
の
強
化
と

防
犯
に
対
す
る
啓
発
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
交
通
安
全
や
飲
酒

運
転
撲
滅
に
つ
い
て
の
意
識
の
向
上

に
向
け
て
取
組
を
強
化
し
ま
す
。

　
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実
に
つ
い

て
は
、
消
防
団
の
広
報
活
動
の
充
実

等
を
通
し
て
消
防
団
員
数
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

　
消
費
者
行
政
に
つ
い
て
は
、
専
門

相
談
員
に
よ
る
相
談
業
務
を
継
続
的

に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
消
費
者
被

害
の
未
然
防
止
に
向
け
た
啓
発
活
動

を
展
開
し
、
複
雑
化
・
多
様
化
す

る
消
費
者
問
題
に
対
応
し
ま
す
。

■
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

　
都
市
計
画
基
礎
調
査
を
実
施
し
、

飯
塚
市
の
現
況
及
び
動
向
や
将
来

の
見
通
し
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
課
題
を
分
析
す
る
こ
と
で
、「
拠

点
連
携
型
都
市
」
の
構
築
を
推
進

し
ま
す
。

　
菰
田
・
堀
池
地
区
活
性
化
に
つ
い

て
は
、「
飯
塚
駅
周
辺
地
区
整
備
基

本
計
画
」
に
基
づ
き
、駅
舎
を
含
む
、

自
由
通
路
、
駅
前
広
場
な
ど
の
整

備
を
進
め
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
か
し
た
賑
わ
い
の
あ
る
拠
点
づ
く

り
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

■
定
住
環
境
の
充
実

　
公
営
住
宅
に
求
め
ら
れ
て
い
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
住
宅
と
し
て
の

役
割
を
十
分
に
担
え
る
よ
う
、安
心
・

安
全
な
市
営
住
宅
の
提
供
を
目
指

し
、
住
環
境
整
備
事
業
を
推
進
し

ま
す
。

　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
快
適

な
住
環
境
の
保
全
等
を
図
る
た
め
、

「
飯
塚
市
空
家
等
対
策
計
画
」
に
基

づ
き
、
各
種
施
策
を
効
果
的
か
つ
効

率
的
に
推
進
し
ま
す
。

■
公
共
交
通
の
充
実

　
民
間
公
共
交
通
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

交
通
と
の
役
割
分
担
を
考
慮
し
な
が

ら
、
各
地
区
の
特
性
や
利
用
者
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
効
果
的
・
効
率
的
な
運

行
計
画
策
定
に
取
り
組
み
、
持
続

可
能
な
地
域
公
共
交
通
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

■
公
園
の
整
備

　「
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
」
及

び
「
飯
塚
市
公
園
等
ス
ト
ッ
ク
再
編

計
画
」
に
基
づ
き
、
公
園
施
設
の
安

全
性
の
確
保
、
長
期
的
に
安
定
し
た

維
持
管
理
や
公
園
機
能
を
維
持
し

て
い
く
た
め
、
適
正
配
置
や
用
途
変

更
に
伴
う
効
率
的
な
利
活
用
に
努
め

ま
す
。

■
主
要
幹
線
道
路
網
の
整
備

　
八
木
山
バ
イ
パ
ス
全
線
４
車
線
化

の
早
期
完
成
を
推
進
し
、
福
岡
都

市
圏
と
の
ア
ク
セ
ス
強
化
や
、
安
全

性
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
市
内
各

地
域
へ
の
交
通
網
強
化
を
図
る
た

め
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
フ
ル
ラ

ン
プ
化
の
要
望
を
国
や
県
に
対
し
行

い
ま
す
。

■
県
道
お
よ
び
都
市
計
画
道
路
の

整
備

　
市
内
県
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

県
道
飯
塚
穂
波
線
を
は
じ
め
と
し

た
、
各
路
線
の
整
備
や
完
成
に
向
け

た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　
市
道
及
び
農
業
施
設
等
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
の
安
全
確
保
の
た
め
計

画
的
に
点
検・補
修
を
実
施
し
ま
す
。

　
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
新
飯
塚
潤
野
線
の
早
期
完
成

を
目
指
し
ま
す
。

■
上
下
水
道
の
整
備

　
上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
水
道
事
業
経
営
戦
略
」、「
飯

塚
市
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」

及
び
「
上
下
水
道
耐
震
化
計
画
」

に
基
づ
き
、
基
幹
管
路
で
あ
る
津
原

導
水
管
の
更
新
と
重
要
給
水
施
設

管
路
の
更
新
を
重
点
的
に
実
施
し
、

水
道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
老
朽

化
・
耐
震
化
対
策
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
人
工
衛
星
に
よ
る
漏
水
調

査
結
果
に
基
づ
い
た
二
次
調
査
及
び

修
繕
を
実
施
し
、
有
収
率
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
下
水
道
事
業
経
営
戦
略
」
及

び
「
飯
塚
市
公
共
下
水
道
事
業
計

画
」
に
基
づ
き
効
率
的
な
整
備
を
図

る
と
と
も
に
、
個
別
処
理
と
な
る
区

域
に
お
い
て
は
、
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
を
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
、
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
の

向
上
に
努
め
ま
す
。施
設
の
耐
震
化
・

改
築
に
つ
い
て
は
、「
飯
塚
市
下
水

道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」

に
基
づ
き
実
施
し
、
官
民
連
携
の
取

組
と
し
て
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導

入
を
検
討
し
ま
す
。

〜
自
然
環
境
〜

■
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
自
然
と
人
が
共
生
す
る
環
境
づ

く
り
、
う
る
お
い
の
あ
る
快
適
な
生

活
環
境
づ
く
り
及
び
地
球
温
暖
化

対
策
を
進
め
、「
第
３
次
飯
塚
市
環

境
基
本
計
画
」
に
掲
げ
る
基
本
目

標
の
達
成
に
向
け
て
、
市
民
、
団
体
、

事
業
者
等
と
協
働
・
連
携
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

　
今
後
の
環
境
施
設
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、ふ
く
お
か
県
央
環
境
広
域

施
設
組
合
と
、そ
の
構
成
市
町
に
お

い
て
連
携
し
、新
た
な
ご
み
処
理
施

設
の
建
設
、し
尿
処
理
施
設
及
び
火

葬
場
の
各
施
設
の
改
築
や
更
新
等
、

広
域
的
な
視
点
に
よ
る
効
率
的
な
環

境
衛
生
処
理
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
と
と
も
に
、本
市
の
魅
力
、潜
在
的

な
能
力
、将
来
性
を
認
識
い
た
だ
け

る
よ
う
、こ
れ
ら
施
策
を
確
実
に
進

め
る
こ
と
で
、す
べ
て
の
飯
塚
市
民
と

そ
の
未
来
の
た
め
に
、住
み
つ
づ
け
た

い
ま
ち
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　
な
お
、市
政
運
営
の
総
合
的
指
針

で
あ
り
、長
期
的
展
望
の
も
と
で
目

指
す
べ
き
将
来
の
本
市
の
姿
及
び
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
を
示
す
、本
市
の

行
政
運
営
に
お
け
る
最
上
位
計
画
で

あ
る
総
合
計
画
に
つ
い
て
、現
在
の

「
第
２
次
飯
塚
市
総
合
計
画
」が
令

和
８
年
度
で
計
画
期
間
を
満
了
す
る

こ
と
に
伴
い
、次
期
計
画
と
し
て
令

和
９
年
度
か
ら
令
和
18
年
度
を
計

画
期
間
と
す
る「
第
３
次
飯
塚
市
総

合
計
画
」を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　
以
上
が
、
令
和
８
年
度
の
主
な

施
策
で
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

歳
出
で
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
に
伴
う
地
域
経
済
の
縮
小
、

公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
、

さ
ら
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
を

中
心
と
し
た
物
価
高
騰
へ
の
対
応
な

ど
、
多
様
な
課
題
に
向
け
た
施
策
の

推
進
経
費
が
見
込
ま
れ
ま
す
。ま
た
、

少
子
化
対
策
や
こ
ど
も
・
若
者
政

策
の
充
実
、Ａ
Ｉ 

活
用
や
デ
ジ
タ
ル

人
材
の
育
成
な
ど
、
地
域
の
活
力
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
た

め
の
経
費
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　一方
、
歳
入
で
は
、
全
国
の
皆
様

か
ら
多
く
の
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

が
寄
せ
ら
れ
、
ま
ち
づ
く
り
の
貴
重

な
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
誘
致
に

よ
る
雇
用
創
出
と
地
域
経
済
の
活

性
化
、
本
市
の
魅
力
発
信
に
よ
る
定

住
人
口
の
増
加
な
ど
、
積
極
的
な

歳
入
確
保
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、

現
状
で
は
、
事
業
実
施
に
際
し
ま
し

て
財
政
調
整
基
金
の
多
額
の
取
崩
し

が
続
い
て
お
り
、
枯
渇
が
現
実
的
に

懸
念
さ
れ
る
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
市

が
掲
げ
る
「
人
が
輝
き 

ま
ち
が
飛

躍
す
る 

住
み
た
い
ま
ち 

住
み
つ
づ

け
た
い
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
ま
し

て
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
を
育
む

「
教
育
の
ま
ち
」、
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
ら
れ
る
「
子
育
て
の
ま

ち
」、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
「
福
祉
の
ま
ち
」、
地
元
に
働
く

場
所
が
あ
る
「
活
力
あ
る
ま
ち
」、

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
「
健
康

な
ま
ち
」
と
い
っ
た
５
つ
の
柱
に
資

す
る
事
業
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
限
ら
れ
た
財
源

を
最
大
限
に
活
用
す
る
た
め
、
事
業

の
選
択
と
集
中
を
徹
底
し
、
政
策

効
果
の
高
い
事
業
に
重
点
的
に
財
源

を
配
分
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
未
来
を
見
据
え
、
市
民
の
皆
様

と
と
も
に
歩
む
市
政
を
着
実
に
実
行

し
、
信
頼
さ
れ
る
市
政
の
実
現
に
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。
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令和８年度　施政方針

令
和
８
年
度
　
施
政
方
針

　
昨
今
、地
域
経
済
を
取
り
巻
く
環

境
は
緩
や
か
に
回
復
の
兆
し
を
見
せ

る一方
、少
子
高
齢
化
の
影
響
に
よ
る

担
い
手
不
足
な
ど
、依
然
と
し
て
非

常
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、本
市
で
は
、令
和

７
年
度
に
お
い
て
、第
２
子
以
降
保

育
料
無
償
化
に
よ
る
多
子
世
帯
の
負

担
軽
減
を
継
続
し
て
実
施
し
た
ほ

か
、令
和
８
年
度
の
完
成
を
目
途
と

し
た
飯
塚
駅
周
辺
整
備
事
業
や
、企

業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
確
保
と
地
域

経
済
の
活
性
化
、飯
塚
国
際
車
い
す

テ
ニ
ス
大
会
を
は
じ
め
と
す
る
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
よ
る
共
生

社
会
の
実
現
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
ま
た
、ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
額

が
令
和
２
年
度
か
ら
５
年
連
続
で
県

内
１
位
と
な
っ
た
ほ
か
、本
市
に
お
け

る
転
入
者
数
が
転
出
者
数
を
上
回

る
人
口
の
社
会
増
に
つ
い
て
も
令
和

４
年
か
ら
４
年
連
続
で
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
度
は
、こ
の
よ
う
な
市

政
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
な
く
、都

市
目
標
像
で
あ
る「
人
が
輝
き
　
ま

ち
が
飛
躍
す
る
　
住
み
た
い
ま
ち
　

住
み
つ
づ
け
た
い
ま
ち
」の
実
現
に
向

け
、未
来
を
担
う
子
ど
も
を
育
む「
教

育
の
ま
ち
」、安
心
し
て
産
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る「
子
育
て
の
ま
ち
」、

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る「
福

祉
の
ま
ち
」、地
元
に
働
く
場
所
が
あ

る「
活
力
あ
る
ま
ち
」、文
化
や
ス

ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な「
健
康
な
ま
ち
」

の
、５
つ
の
柱
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
、魅
力
あ
る
元
気
な
飯
塚

市
を
積
極
的
に
発
信
し
ま
す
。

〜
人
権
・
市
民
参
画
〜

■
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
令
和
６
年
度
に
実
施
し
ま
し
た
人

権
問
題
市
民
意
識
調
査
の
分
析
等

を
踏
ま
え
、「
第
４
次
飯
塚
市
人
権

教
育
・
啓
発
実
施
計
画
」
の
策
定

を
進
め
る
と
と
も
に
、「
飯
塚
市
人

権
教
育・啓
発
基
本
指
針
」及
び「
飯

塚
市
部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る

差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条

例
」
に
基
づ
き
、
市
民
一人
ひ
と
り

の
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
人
権
尊
重

の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

■
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　
庁
内
推
進
体
制
の
充
実
・
強
化

及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
た
施
策
を
総
合
的
、
計
画

的
に
推
進
す
る
た
め
「
第
３
次
飯
塚

市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
の
策
定

を
進
め
ま
す
。

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
市
民
活
動
団
体
・
地
域
活
動
団

体
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
い
か

し
、
共
通
の
課
題
の
解
決
に
向
け
た

取
組
が
行
わ
れ
る
よ
う
支
援
し
ま

す
。

　
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
施
設

と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ

る
た
め
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
及
び
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
法
人

化
に
向
け
た
支
援
に
努
め
ま
す
。 

　
ま
た
、
令
和
８
年
度
か
ら
先
行
し

て
指
定
管
理
者
と
な
る一般
社
団
法

人
二
瀬
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
及
び一

般
社
団
法
人
幸
袋
ま
ち
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
と
は
、
地
域
主
体
の
交
流

セ
ン
タ
ー
運
営
実
施
に
向
け
て
、
今

ま
で
以
上
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
努
め

ま
す
。

■
市
政
情
報
の
発
信

　
３
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
う
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
情
報
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
位
置
付
け
、
広
報
誌
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
媒
体
の
特
性
に
応
じ
、

必
要
な
情
報
を
必
要
と
す
る
人
に
的

確
か
つ
迅
速
に
伝
わ
る
情
報
発
信
に

努
め
る
と
と
も
に
、
職
員
一人
ひ
と

り
が
発
信
者
で
あ
る
と
い
う
認
識
の

も
と
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
お
い
て
、

市
民
が
誇
り
、
愛
着
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
本
市
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
す
。〜

行
政
経
営
〜

■
行
政
経
営

　「
行
政
経
営
戦
略
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
」

及
び
「
行
政
経
営
戦
略
推
進
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、
行
財
政
改
革
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
令
和
９
年
度
以

降
の
後
期
「
行
政
経
営
戦
略
推
進

プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
も
取
り
組
み
ま

す
。

　
ま
た
、
民
間
事
業
者
等
の
ア
イ
デ

ア
や
技
術
力
を
活
か
し
た
公
民
連
携

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
課

題
の
解
決
や
業
務
効
率
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

■
公
共
施
設
等

　「
第
３
次
公
共
施
設
等
の
あ
り
方

に
関
す
る
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、

財
政
負
担
の
軽
減
及
び
平
準
化
に
つ

な
が
る
よ
う
計
画
的
な
維
持
管
理
や

適
正
配
置
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
利
用
計
画
や
利
活
用
策

が
な
い
公
共
施
設
等
の
跡
地
・
跡
施

設
及
び
未
利
用
地
に
つ
い
て
、
民
間

へ
の
売
却
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

〜
健
幸
・
子
育
て
〜

■
健
幸
都
市
づ
く
り
の
推
進

　
持
続
可
能
な
事
業
規
模
に
内
容

の
見
直
し
を
行
っ
た
い
い
づ
か
健
幸

ポ
イ
ン
ト
事
業
を
、
市
民
の
自
主
的

な
健
康
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
推
進
し
ま
す
。

　
次
に
、
糖
尿
病
や
動
脈
硬
化
な

ど
の
生
活
習
慣
病
と
深
い
因
果
関
係

に
あ
る
歯
周
病
を
予
防
す
る
た
め
、

歯
周
病
対
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
女
性
に
多
い
疾
患
で
あ
る

骨
粗
し
ょ
う
症
の
早
期
発
見
の
た

め
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を
実
施
し

ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業

　
特
定
健
康
診
査
受
診
率
向
上
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
受
診
結
果
に

基
づ
き
、
生
活
習
慣
改
善
及
び
重

症
化
予
防
を
図
り
、
市
民
の
健
康

づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

■
飯
塚
市
立
病
院

　
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
や
救

急
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
り
、

地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
べ
く
、
急
性
期
医
療
及
び

高
度
医
療
を
提
供
す
る
中
核
病
院

と
し
て
、
ま
た
小
児
１
次
救
急
医
療

を
含
め
た
医
療
提
供
体
制
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

■
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り

　
医
療
と
介
護
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な

る
深
化
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
介
護
予
防
に
つ
い
て
、
フ
レ
イ
ル

予
防
で
は
、
フ
レ
イ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー

や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
様
と
連
携
し
、

フ
レ
イ
ル
予
防
の
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ア
プ
ロ
ー
チ
を
推
進
し
ま
す
。
認
知

症
施
策
と
し
て
は
、
チ
ー
ム
オ
レ
ン

ジ
の
活
動
を
推
進
す
る
な
ど
、
住
み

な
れ
た
地
域
で
人
生
の
最
期
ま
で
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
支

援
体
制
の
充
実
と
と
も
に
、
高
齢
者

の
人
権
・
権
利
を
擁
護
す
る
た
め
、

虐
待
防
止
や
成
年
後
見
制
度
の
普

及
・
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
９
年
度
か
ら
11
年
度
を
計

画
期
間
と
す
る「
第
10
期
飯
塚
市
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保

険
事
業
計
画
」の
策
定
に
お
い
て
は
、

「
飯
塚
市
認
知
症
施
策
推
進
計
画
」

も
含
め一体
的
に
策
定
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
介

護
施
設
等
の
充
実
に
努
め
、
必
要
な

基
盤
整
備
を
進
め
て
い
く
と
と
も

に
、介
護
給
付
の
適
正
化
等
を
行
い
、

持
続
可
能
で
安
定
的
な
介
護
保
険

制
度
の
構
築
と
運
営
に
努
め
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
の
推
進
・
安
心
し
て

産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り

　
経
済
的
支
援
、
精
神
的
・
身
体

的
な
支
援
、
こ
ど
も
施
策
の
推
進
・

事
業
所
と
し
て
の
取
組
を
３
つ
の
ア

プ
ロ―

チ
で
実
施
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
経
済
的
支
援
と
し
て
、

第
２
子
以
降
の
保
育
料
無
償
化
を

継
続
し
ま
す
。

　
次
に
、
精
神
的
・
身
体
的
な
支

援
と
し
て
、
公
立
保
育
所
・
認
定
こ

ど
も
園
に
お
い
て
お
む
つ
を
定
額
で

利
用
で
き
る
お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
事

業
を
開
始
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
飯
塚
バ
ス
セ
ン
タ
ー
横

の
商
業
複
合
施
設
ｉ‐

ｔｏｗｎ
内
に

こ
ど
も
・
若
者
プ
ラ
ザ
い
い
づ
か
を

開
設
し
、
相
談
機
能
や
居
場
所
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
の
機
能
を
強
化
し
、

こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。
　

　
少
子
化
対
策
と
し
て
、
国
や
県
が

推
進
し
て
い
る
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ

ン
ケ
ア
に
関
す
る
啓
発
事
業
を
実
施

し
、
若
者
の
将
来
設
計
、
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
を
考
え
る
機
会
を
提
供
し
、
安

心
で
幸
せ
な
暮
ら
し
を
支
え
る
子
育

て
施
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

は
、
遊
び
や
生
活
内
容
に
子
ど
も
の

意
見
を
反
映
す
る
と
と
も
に
、
学
校

や
放
課
後
子
ど
も
教
室
と
の
連
携
を

図
り
、
児
童
が
多
様
な
体
験
を
し
な

が
ら
楽
し
く
過
ご
し
成
長
で
き
る
安

全
・
安
心
な
居
場
所
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

■
障
が
い
者
福
祉

　
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

と
も
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
共
生

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、「
第
８

期
障
が
い
福
祉
計
画
・
第
４
期
障
が

い
児
福
祉
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組

み
、一人
ひ
と
り
の
個
性
や
能
力
が

発
揮
さ
れ
、
活
躍
で
き
る
地
域
社
会

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
地
域
福
祉
の
推
進

　
地
域
に
お
け
る
複
雑
化
・
複
合
化

し
た
生
活
課
題
に
対
し
、一体
的
な

支
援
を
行
う
、
い
い
づ
か
福
祉
ま
る

ご
と
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
飯
塚
市
重
層

的
支
援
体
制
整
備
事
業
）
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
人
と
人
、
人
と
資
源

が
世
代
や
分
野
を
超
え
て
丸
ご
と
つ

な
が
り
、
住
民一人
ひ
と
り
の
安
全
・

安
心
な
暮
ら
し
と
生
き
が
い
の
あ
る

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
努
め
ま

す
。

■
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

　
生
活
に
困
窮
し
た
方
々
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
物
価
高
騰
を
は
じ
め

と
す
る
様
々
な
要
因
で
日
々
の
暮
ら

し
に
困
難
を
抱
え
て
い
る
方
々
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
生
活
保

護
制
度
及
び
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
制
度
の
適
切
な
運
用
に
よ
る
切
れ

目
の
な
い
効
果
的
な
支
援
を
行
い
ま

す
。

〜
地
域
経
済
〜

■
農
林
業
の
振
興

　
農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
へ

の
対
応
と
し
て
、
認
定
農
業
者
や
新

規
就
農
者
な
ど
の
担
い
手
の
育
成
及

び
確
保
を
推
進
し
、
農
地
の
集
積
・

集
約
化
を
図
り
ま
す
。
　

　
ま
た
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

被
害
の
防
止
を
図
る
た
め
、
捕
獲
に

よ
る
駆
除
や
侵
入
防
止
等
の
対
策
を

講
じ
ま
す
。

　
森
林
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
森
林

の
持
つ
多
面
的
機
能
の
維
持
を
図
る

た
め
、
荒
廃
森
林
及
び
放
置
竹
林

の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

■
地
場
産
業
の
振
興
と
創
業
促
進
・

産
業
の
創
出

　
市
内
３
大
学
や
立
命
館
ア
ジ
ア
太

平
洋
大
学
と
の
連
携
を
強
化
し
、

地
元
企
業
の
成
長
支
援
や
地
域
に
お

け
る
大
学
生
の
活
躍
と
起
業
促
進
に

係
る
支
援
強
化
、
更
に
は
地
域
課

題
解
決
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
等

の
先
端
情
報
技
術
分
野
で
の
産
学
連

携
や
企
業
の
集
積
・
高
度
化
を
進

め
ま
す
。

　
ま
た
、
労
働
力
不
足
が
深
刻
化

す
る
中
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

労
働
力
確
保
に
貢
献
す
る
た
め
、
企

業
へ
の
外
国
人
材
活
用
に
関
す
る
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
国
・
県
や
支

援
機
関
と
も
連
携
し
、
海
外
販
路

開
拓
の
支
援
を
行
い
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
新
た
な

工
業
団
地
の
造
成
事
業
を
進
め
て
お

り
、
先
端
分
野
で
あ
る
半
導
体
関

連
産
業
や
地
域
の
も
の
づ
く
り
を
け

ん
引
す
る
自
動
車
関
連
産
業
の
進

出
に
よ
り
、
地
域
内
で
の
高
付
加
価

値
な
雇
用
の
確
保
に
繋
が
る
よ
う
積

極
的
な
誘
致
活
動
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
経
済
を
支
え
る
中

小
企
業
に
対
し
て
は
、
税
制
措
置
や

各
種
制
度
の
積
極
的
な
活
用
を
促

進
す
る
と
と
も
に
市
内
事
業
所
の
採

用
力
や
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
魅
力
向

上
、
事
業
拡
大
等
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
企
業
の
成
長
力
の
向
上
と
安
定

し
た
雇
用
の
確
保
を
図
り
、
誰
も
が

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
地
域
経

済
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

■
公
営
競
技
事
業

　
専
用
場
外
発
売
所
の
拡
充
を
図

る
と
と
も
に
、
非
開
催
日
に
お
け
る

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
メ
タ
バ
ー
ス
の

活
用
に
よ
り
国
内
外
で
の
認
知
度
を

高
め
る
こ
と
で
、
新
規
フ
ァ
ン
の
獲

得
、
本
場
へ
の
誘
客
、
売
り
上
げ
の

向
上
に
努
め
、
ま
た
、
老
朽
化
し
た

施
設
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
る
な
ど
、
持
続
的
か
つ
発

展
的
な
事
業
と
な
る
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。

■
商
業
の
振
興

　
商
店
街
と
大
型
商
業
施
設
を
結

ぶ
周
遊
商
業
エ
リ
ア
内
で
の
回
遊
性

の
向
上
を
図
り
、
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
中
心
と
し
た
関
係
団
体
と

連
携
し
た
空
き
店
舗
対
策
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
り
集
客
力
の

強
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
特
産
品
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
い

い
づ
か
ブ
ラ
ン
ド
認
定
制
度
を
通
し

て
、
特
産
品
の
創
出
や
販
路
拡
大
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
日
の
丸
を
初

め
て
染
め
た
と
い
わ
れ
る
筑
前
茜
染

を
後
世
に
伝
承
す
べ
く
、
茜
草
の
育

成
や
染
色
技
術
の
継
承
及
び
啓
発

活
動
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
し
て
本
市

の
魅
力
や
特
産
品
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
で
地
場
産
業
の
振
興
並
び
に

地
域
経
済
の
活
性
化
へ
と
繋
げ
ま

す
。

■
観
光
の
振
興

　「
第
２
次
飯
塚
市
観
光
振
興
基
本

計
画
」
に
基
づ
い
た
取
組
を
着
実
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
戦
略
的
な
観

光
施
策
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
実
現

し
て
い
く
た
め
の
組
織
と
な
る
観
光

地
域
づ
く
り
法
人
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
を
設

立
し
て
取
組
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
人
流
デ
ー
タ
を
活
用
し
、

本
市
来
訪
者
等
の
分
析
を
行
う
こ
と

で
、
根
拠
に
基
づ
く
効
果
的
な
誘
客

並
び
に
地
域
経
済
活
性
化
に
努
め
ま

す
。

■
就
労
支
援
の
充
実
と
労
働
環
境

の
整
備

　
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
筑
豊
ブ

ラ
ン
チ
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ーｅ‐

Ｚｕ
ｋａ
に
お
い
て
就
労
支

援
の
実
施
、並
び
に
、国・県
の
関
係

機
関
と
連
携
し
、労
働
問
題
解
消
に

向
け
た
啓
発
活
動
に
よ
り
労
働
環
境

の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、小
学
校
、中
学
校
、高
等
学

校
及
び
大
学
と
の
連
携
に
よ
る一貫

し
た
人
材
育
成
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、大
学
の
教
育
リ
ソ
ー
ス
を
活
用

し
た
社
会
人
向
け
リ
カ
レ
ン
ト・リ

ス
キ
リ
ン
グ
教
育
に
取
り
組
み
、多

様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
図
り
ま
す
。

〜
教
育
・
文
化
〜

■
学
校
教
育

　
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
、企

業
の
連
携・協
力
の
も
と
実
施
し
て

い
る
体
験
型
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
充
実

さ
せ
、児
童
生
徒
が
社
会
と
の
繋
が

り
や
経
済
の
仕
組
み
の
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、社
会
の一員
と
し
て
自

立
し
、自
身
の
夢
や
未
来
を
実
現
す

る
力
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
自
分
と
他
者
の
違
い
を
理

解
、
受
容
、
尊
重
し
、
人
権
を
守

る
こ
と
が
で
き
る
豊
か
な
心
を
育
む

人
権
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、Ａ
Ｌ
Ｔ(

外
国
語
指
導
助

手)

の
活
用
や
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話

に
よ
り
生
き
た
英
語
を
児
童
生
徒
が

体
験
す
る
こ
と
で
興
味
関
心
を
高

め
、
実
践
的
な
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
や
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
対
応
し
た
人
材
育
成
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
体
力
向
上
と
健
康
増
進
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
部
活
動
の
地
域
展
開
を

進
め
、
生
徒
が
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
や

芸
術
活
動
に
接
し
、
継
続
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
地
域
団

体
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
地
域
に
開
か
れ
た
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
は
、「
飯
塚

市
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、
不
登
校

傾
向
に
あ
る
児
童
生
徒
の
状
況
を
早

期
に
把
握
し
、
学
習
環
境
の
整
備
と

多
様
な
居
場
所
の
確
保
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
学
校
外
の
社
会
資
源
・

人
的
資
源
も
活
用
し
相
談
体
制
と

支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
学
校
給
食

　
給
食
費
の
保
護
者
負
担
軽
減
を

実
施
し
、
給
食
調
理
業
務
へ
の
民
間

活
力
の
導
入
に
よ
り
業
務
の
効
率
化

を
図
る
と
と
も
に
、
地
産
地
消
を
推

進
し
な
が
ら
、
献
立
内
容
の
工
夫
に

よ
る
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
、
安

全
で
安
心
な
給
食
を
提
供
し
、
食
に

対
し
て
の
正
し
い
知
識
や
望
ま
し
い

食
習
慣
を
養
う
た
め
に
、
積
極
的
に

食
育
を
推
進
し
ま
す
。

■
確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
の
推
進

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
活
用
し
個
別
最
適

な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
に
よ
る
児

童
生
徒
の
学
力
向
上
や
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
学
習
環
境
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

　
ま
た
、特
別
支
援
教
育
支
援
員
の

配
置
、学
習
環
境
の
整
備
及
び
支
援

体
制
の
充
実
に
よ
り
、学
校
に
お
け

る
特
別
支
援
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

■
生
涯
学
習
の
振
興

　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
生
涯

学
習
等
の
推
進
の
た
め
、
様
々
な
学

び
の
機
会
や
情
報
の
提
供
を
行
い
、

多
様
な
学
習
活
動
の
支
援
等
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
や
社
会
教
育
団
体

等
と
の
連
携
・
協
働
や
施
設
整
備

等
に
努
め
て
、
市
民
の
安
全
で
快
適

な
学
習
環
境
の
確
保
を
推
進
し
ま

す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
飯
塚
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
と
の
連
携
の
も
と
、
市

民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会
を
拡

充
し
ま
す
。

　
ま
た
、
飯
塚
市
総
合
体
育
館
や

飯
塚
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
、
い

い
づ
か
ス
ポ
ー
ツ
・
リ
ゾ
ー
ト
　
ザ
・

リ
ト
リ
ー
ト
を
拠
点
と
し
て
、
飯
塚

国
際
車
い
す
大
会
や
飯
塚
カ
ッ
プ
等

の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

こ
と
で
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
方
々

が
訪
れ
る
機
会
を
創
出
し
、
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

■
文
化
芸
術
の
振
興

　「
飯
塚
市
文
化
振
興
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
文
化
の
担
い
手

で
あ
る
市
民
の
主
体
的
な
文
化
芸
術

活
動
を
通
じ
て
、
個
性
豊
か
な
新
し

い
文
化
の
創
造
に
努
め
ま
す
。

■
文
化
財
保
護

　
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
等
の
文
化

財
の
適
切
な
保
護
を
図
る
と
と
も

に
、
嘉
穂
劇
場
に
つ
い
て
は
令
和
８

年
秋
の
見
学
再
開
に
向
け
て
整
備
を

進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
財
の
公
開
や
歴
史

資
料
館
で
の
企
画
展
・
講
座
等
の
開

催
を
通
し
て
、
本
市
の
文
化
遺
産
の

さ
ら
な
る
発
信
・
活
用
に
努
め
ま
す
。

■
国
際
交
流
・
多
文
化
共
生
の
推

進　
姉
妹
都
市
で
あ
る
米
国
サ
ニ
ー

ベ
ー
ル
市
と
連
携
を
行
い
、
中
高
生

の
受
け
入
れ
や
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

育
成
を
通
じ
て
、
更
な
る
友
好
交
流

を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
国
際
交
流
事
業
や
日
本

語
教
室
の
実
施
に
よ
り
、
地
域
に
お

け
る
国
際
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、「
第
３
次
国
際
都
市
い
い
づ
か

推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
在
住
外

国
人
に
も
暮
ら
し
や
す
い
共
生
社
会

の
実
現
を
推
進
し
ま
す
。

〜
都
市
基
盤
・
生
活
基
盤
〜

■
災
害
・
減
災
対
策
の
充
実

　
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
い
つ

発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
大
規
模

災
害
へ
の
意
識
と
実
効
的
な
備
え
を

確
立
す
る
と
共
に
、
関
係
機
関
や
地

域
住
民
、
自
主
防
災
組
織
と
の
連

携
を
更
に
強
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
福
岡
県
の
避
難
者
数
等

想
定
の
見
直
し
に
伴
う
計
画
改
訂
を

行
い
、
備
蓄
品
の
見
直
し
と
拡
充
を

通
し
て
被
災
者
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

　
浸
水
対
策
に
つ
い
て
は
、「
飯
塚

市
防
災
（
浸
水
）
対
策
基
本
計
画
」

に
お
け
る
遊
水
池
な
ど
の
計
画
事
業

を
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、一
級

河
川
遠
賀
川
上
流
域
に
位
置
す
る

都
市
と
し
て
、
国
・
県
を
は
じ
め
各

関
係
機
関
と
緊
密
な
連
携
を
図
り

流
域
治
水
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
生
活
安
全
の
向
上

　
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
の
た
め
、
警
察
や
関
係
機
関
と
連

携
し
、
地
域
防
犯
体
制
の
強
化
と

防
犯
に
対
す
る
啓
発
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
交
通
安
全
や
飲
酒

運
転
撲
滅
に
つ
い
て
の
意
識
の
向
上

に
向
け
て
取
組
を
強
化
し
ま
す
。

　
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実
に
つ
い

て
は
、
消
防
団
の
広
報
活
動
の
充
実

等
を
通
し
て
消
防
団
員
数
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

　
消
費
者
行
政
に
つ
い
て
は
、
専
門

相
談
員
に
よ
る
相
談
業
務
を
継
続
的

に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
消
費
者
被

害
の
未
然
防
止
に
向
け
た
啓
発
活
動

を
展
開
し
、
複
雑
化
・
多
様
化
す

る
消
費
者
問
題
に
対
応
し
ま
す
。

■
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

　
都
市
計
画
基
礎
調
査
を
実
施
し
、

飯
塚
市
の
現
況
及
び
動
向
や
将
来

の
見
通
し
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
課
題
を
分
析
す
る
こ
と
で
、「
拠

点
連
携
型
都
市
」
の
構
築
を
推
進

し
ま
す
。

　
菰
田
・
堀
池
地
区
活
性
化
に
つ
い

て
は
、「
飯
塚
駅
周
辺
地
区
整
備
基

本
計
画
」
に
基
づ
き
、駅
舎
を
含
む
、

自
由
通
路
、
駅
前
広
場
な
ど
の
整

備
を
進
め
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
か
し
た
賑
わ
い
の
あ
る
拠
点
づ
く

り
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

■
定
住
環
境
の
充
実

　
公
営
住
宅
に
求
め
ら
れ
て
い
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
住
宅
と
し
て
の

役
割
を
十
分
に
担
え
る
よ
う
、安
心
・

安
全
な
市
営
住
宅
の
提
供
を
目
指

し
、
住
環
境
整
備
事
業
を
推
進
し

ま
す
。

　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
快
適

な
住
環
境
の
保
全
等
を
図
る
た
め
、

「
飯
塚
市
空
家
等
対
策
計
画
」
に
基

づ
き
、
各
種
施
策
を
効
果
的
か
つ
効

率
的
に
推
進
し
ま
す
。

■
公
共
交
通
の
充
実

　
民
間
公
共
交
通
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

交
通
と
の
役
割
分
担
を
考
慮
し
な
が

ら
、
各
地
区
の
特
性
や
利
用
者
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
効
果
的
・
効
率
的
な
運

行
計
画
策
定
に
取
り
組
み
、
持
続

可
能
な
地
域
公
共
交
通
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

■
公
園
の
整
備

　「
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
」
及

び
「
飯
塚
市
公
園
等
ス
ト
ッ
ク
再
編

計
画
」
に
基
づ
き
、
公
園
施
設
の
安

全
性
の
確
保
、
長
期
的
に
安
定
し
た

維
持
管
理
や
公
園
機
能
を
維
持
し

て
い
く
た
め
、
適
正
配
置
や
用
途
変

更
に
伴
う
効
率
的
な
利
活
用
に
努
め

ま
す
。

■
主
要
幹
線
道
路
網
の
整
備

　
八
木
山
バ
イ
パ
ス
全
線
４
車
線
化

の
早
期
完
成
を
推
進
し
、
福
岡
都

市
圏
と
の
ア
ク
セ
ス
強
化
や
、
安
全

性
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
市
内
各

地
域
へ
の
交
通
網
強
化
を
図
る
た

め
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
フ
ル
ラ

ン
プ
化
の
要
望
を
国
や
県
に
対
し
行

い
ま
す
。

■
県
道
お
よ
び
都
市
計
画
道
路
の

整
備

　
市
内
県
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

県
道
飯
塚
穂
波
線
を
は
じ
め
と
し

た
、
各
路
線
の
整
備
や
完
成
に
向
け

た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　
市
道
及
び
農
業
施
設
等
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
の
安
全
確
保
の
た
め
計

画
的
に
点
検・補
修
を
実
施
し
ま
す
。

　
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
新
飯
塚
潤
野
線
の
早
期
完
成

を
目
指
し
ま
す
。

■
上
下
水
道
の
整
備

　
上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
水
道
事
業
経
営
戦
略
」、「
飯

塚
市
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」

及
び
「
上
下
水
道
耐
震
化
計
画
」

に
基
づ
き
、
基
幹
管
路
で
あ
る
津
原

導
水
管
の
更
新
と
重
要
給
水
施
設

管
路
の
更
新
を
重
点
的
に
実
施
し
、

水
道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
老
朽

化
・
耐
震
化
対
策
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
人
工
衛
星
に
よ
る
漏
水
調

査
結
果
に
基
づ
い
た
二
次
調
査
及
び

修
繕
を
実
施
し
、
有
収
率
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
下
水
道
事
業
経
営
戦
略
」
及

び
「
飯
塚
市
公
共
下
水
道
事
業
計

画
」
に
基
づ
き
効
率
的
な
整
備
を
図

る
と
と
も
に
、
個
別
処
理
と
な
る
区

域
に
お
い
て
は
、
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
を
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
、
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
の

向
上
に
努
め
ま
す
。施
設
の
耐
震
化
・

改
築
に
つ
い
て
は
、「
飯
塚
市
下
水

道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」

に
基
づ
き
実
施
し
、
官
民
連
携
の
取

組
と
し
て
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導

入
を
検
討
し
ま
す
。

〜
自
然
環
境
〜

■
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
自
然
と
人
が
共
生
す
る
環
境
づ

く
り
、
う
る
お
い
の
あ
る
快
適
な
生

活
環
境
づ
く
り
及
び
地
球
温
暖
化

対
策
を
進
め
、「
第
３
次
飯
塚
市
環

境
基
本
計
画
」
に
掲
げ
る
基
本
目

標
の
達
成
に
向
け
て
、
市
民
、
団
体
、

事
業
者
等
と
協
働
・
連
携
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

　
今
後
の
環
境
施
設
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、ふ
く
お
か
県
央
環
境
広
域

施
設
組
合
と
、そ
の
構
成
市
町
に
お

い
て
連
携
し
、新
た
な
ご
み
処
理
施

設
の
建
設
、し
尿
処
理
施
設
及
び
火

葬
場
の
各
施
設
の
改
築
や
更
新
等
、

広
域
的
な
視
点
に
よ
る
効
率
的
な
環

境
衛
生
処
理
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
と
と
も
に
、本
市
の
魅
力
、潜
在
的

な
能
力
、将
来
性
を
認
識
い
た
だ
け

る
よ
う
、こ
れ
ら
施
策
を
確
実
に
進

め
る
こ
と
で
、す
べ
て
の
飯
塚
市
民
と

そ
の
未
来
の
た
め
に
、住
み
つ
づ
け
た

い
ま
ち
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　
な
お
、市
政
運
営
の
総
合
的
指
針

で
あ
り
、長
期
的
展
望
の
も
と
で
目

指
す
べ
き
将
来
の
本
市
の
姿
及
び
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
を
示
す
、本
市
の

行
政
運
営
に
お
け
る
最
上
位
計
画
で

あ
る
総
合
計
画
に
つ
い
て
、現
在
の

「
第
２
次
飯
塚
市
総
合
計
画
」が
令

和
８
年
度
で
計
画
期
間
を
満
了
す
る

こ
と
に
伴
い
、次
期
計
画
と
し
て
令

和
９
年
度
か
ら
令
和
18
年
度
を
計

画
期
間
と
す
る「
第
３
次
飯
塚
市
総

合
計
画
」を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　
以
上
が
、
令
和
８
年
度
の
主
な

施
策
で
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

歳
出
で
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
に
伴
う
地
域
経
済
の
縮
小
、

公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
、

さ
ら
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
を

中
心
と
し
た
物
価
高
騰
へ
の
対
応
な

ど
、
多
様
な
課
題
に
向
け
た
施
策
の

推
進
経
費
が
見
込
ま
れ
ま
す
。ま
た
、

少
子
化
対
策
や
こ
ど
も
・
若
者
政

策
の
充
実
、Ａ
Ｉ 

活
用
や
デ
ジ
タ
ル

人
材
の
育
成
な
ど
、
地
域
の
活
力
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
た

め
の
経
費
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　一方
、
歳
入
で
は
、
全
国
の
皆
様

か
ら
多
く
の
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

が
寄
せ
ら
れ
、
ま
ち
づ
く
り
の
貴
重

な
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
誘
致
に

よ
る
雇
用
創
出
と
地
域
経
済
の
活

性
化
、
本
市
の
魅
力
発
信
に
よ
る
定

住
人
口
の
増
加
な
ど
、
積
極
的
な

歳
入
確
保
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、

現
状
で
は
、
事
業
実
施
に
際
し
ま
し

て
財
政
調
整
基
金
の
多
額
の
取
崩
し

が
続
い
て
お
り
、
枯
渇
が
現
実
的
に

懸
念
さ
れ
る
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
市

が
掲
げ
る
「
人
が
輝
き 

ま
ち
が
飛

躍
す
る 

住
み
た
い
ま
ち 

住
み
つ
づ

け
た
い
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
ま
し

て
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
を
育
む

「
教
育
の
ま
ち
」、
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
ら
れ
る
「
子
育
て
の
ま

ち
」、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
「
福
祉
の
ま
ち
」、
地
元
に
働
く

場
所
が
あ
る
「
活
力
あ
る
ま
ち
」、

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
「
健
康

な
ま
ち
」
と
い
っ
た
５
つ
の
柱
に
資

す
る
事
業
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
限
ら
れ
た
財
源

を
最
大
限
に
活
用
す
る
た
め
、
事
業

の
選
択
と
集
中
を
徹
底
し
、
政
策

効
果
の
高
い
事
業
に
重
点
的
に
財
源

を
配
分
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
未
来
を
見
据
え
、
市
民
の
皆
様

と
と
も
に
歩
む
市
政
を
着
実
に
実
行

し
、
信
頼
さ
れ
る
市
政
の
実
現
に
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。
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令和８年度　施政方針

令
和
８
年
度
　
施
政
方
針

　
昨
今
、地
域
経
済
を
取
り
巻
く
環

境
は
緩
や
か
に
回
復
の
兆
し
を
見
せ

る一方
、少
子
高
齢
化
の
影
響
に
よ
る

担
い
手
不
足
な
ど
、依
然
と
し
て
非

常
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、本
市
で
は
、令
和

７
年
度
に
お
い
て
、第
２
子
以
降
保

育
料
無
償
化
に
よ
る
多
子
世
帯
の
負

担
軽
減
を
継
続
し
て
実
施
し
た
ほ

か
、令
和
８
年
度
の
完
成
を
目
途
と

し
た
飯
塚
駅
周
辺
整
備
事
業
や
、企

業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
確
保
と
地
域

経
済
の
活
性
化
、飯
塚
国
際
車
い
す

テ
ニ
ス
大
会
を
は
じ
め
と
す
る
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
よ
る
共
生

社
会
の
実
現
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
ま
た
、ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
額

が
令
和
２
年
度
か
ら
５
年
連
続
で
県

内
１
位
と
な
っ
た
ほ
か
、本
市
に
お
け

る
転
入
者
数
が
転
出
者
数
を
上
回

る
人
口
の
社
会
増
に
つ
い
て
も
令
和

４
年
か
ら
４
年
連
続
で
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
度
は
、こ
の
よ
う
な
市

政
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
な
く
、都

市
目
標
像
で
あ
る「
人
が
輝
き
　
ま

ち
が
飛
躍
す
る
　
住
み
た
い
ま
ち
　

住
み
つ
づ
け
た
い
ま
ち
」の
実
現
に
向

け
、未
来
を
担
う
子
ど
も
を
育
む「
教

育
の
ま
ち
」、安
心
し
て
産
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る「
子
育
て
の
ま
ち
」、

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る「
福

祉
の
ま
ち
」、地
元
に
働
く
場
所
が
あ

る「
活
力
あ
る
ま
ち
」、文
化
や
ス

ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な「
健
康
な
ま
ち
」

の
、５
つ
の
柱
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
、魅
力
あ
る
元
気
な
飯
塚

市
を
積
極
的
に
発
信
し
ま
す
。

〜
人
権
・
市
民
参
画
〜

■
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
令
和
６
年
度
に
実
施
し
ま
し
た
人

権
問
題
市
民
意
識
調
査
の
分
析
等

を
踏
ま
え
、「
第
４
次
飯
塚
市
人
権

教
育
・
啓
発
実
施
計
画
」
の
策
定

を
進
め
る
と
と
も
に
、「
飯
塚
市
人

権
教
育・啓
発
基
本
指
針
」及
び「
飯

塚
市
部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る

差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条

例
」
に
基
づ
き
、
市
民
一人
ひ
と
り

の
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
人
権
尊
重

の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

■
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　
庁
内
推
進
体
制
の
充
実
・
強
化

及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
た
施
策
を
総
合
的
、
計
画

的
に
推
進
す
る
た
め
「
第
３
次
飯
塚

市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
の
策
定

を
進
め
ま
す
。

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
市
民
活
動
団
体
・
地
域
活
動
団

体
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
い
か

し
、
共
通
の
課
題
の
解
決
に
向
け
た

取
組
が
行
わ
れ
る
よ
う
支
援
し
ま

す
。

　
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
施
設

と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ

る
た
め
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
及
び
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
法
人

化
に
向
け
た
支
援
に
努
め
ま
す
。 

　
ま
た
、
令
和
８
年
度
か
ら
先
行
し

て
指
定
管
理
者
と
な
る一般
社
団
法

人
二
瀬
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
及
び一

般
社
団
法
人
幸
袋
ま
ち
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
と
は
、
地
域
主
体
の
交
流

セ
ン
タ
ー
運
営
実
施
に
向
け
て
、
今

ま
で
以
上
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
努
め

ま
す
。

■
市
政
情
報
の
発
信

　
３
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
う
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
情
報
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
位
置
付
け
、
広
報
誌
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
媒
体
の
特
性
に
応
じ
、

必
要
な
情
報
を
必
要
と
す
る
人
に
的

確
か
つ
迅
速
に
伝
わ
る
情
報
発
信
に

努
め
る
と
と
も
に
、
職
員
一人
ひ
と

り
が
発
信
者
で
あ
る
と
い
う
認
識
の

も
と
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
お
い
て
、

市
民
が
誇
り
、
愛
着
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
本
市
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
す
。〜

行
政
経
営
〜

■
行
政
経
営

　「
行
政
経
営
戦
略
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
」

及
び
「
行
政
経
営
戦
略
推
進
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、
行
財
政
改
革
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
令
和
９
年
度
以

降
の
後
期
「
行
政
経
営
戦
略
推
進

プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
も
取
り
組
み
ま

す
。

　
ま
た
、
民
間
事
業
者
等
の
ア
イ
デ

ア
や
技
術
力
を
活
か
し
た
公
民
連
携

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
課

題
の
解
決
や
業
務
効
率
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

■
公
共
施
設
等

　「
第
３
次
公
共
施
設
等
の
あ
り
方

に
関
す
る
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、

財
政
負
担
の
軽
減
及
び
平
準
化
に
つ

な
が
る
よ
う
計
画
的
な
維
持
管
理
や

適
正
配
置
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
利
用
計
画
や
利
活
用
策

が
な
い
公
共
施
設
等
の
跡
地
・
跡
施

設
及
び
未
利
用
地
に
つ
い
て
、
民
間

へ
の
売
却
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

〜
健
幸
・
子
育
て
〜

■
健
幸
都
市
づ
く
り
の
推
進

　
持
続
可
能
な
事
業
規
模
に
内
容

の
見
直
し
を
行
っ
た
い
い
づ
か
健
幸

ポ
イ
ン
ト
事
業
を
、
市
民
の
自
主
的

な
健
康
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
推
進
し
ま
す
。

　
次
に
、
糖
尿
病
や
動
脈
硬
化
な

ど
の
生
活
習
慣
病
と
深
い
因
果
関
係

に
あ
る
歯
周
病
を
予
防
す
る
た
め
、

歯
周
病
対
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
女
性
に
多
い
疾
患
で
あ
る

骨
粗
し
ょ
う
症
の
早
期
発
見
の
た

め
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を
実
施
し

ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業

　
特
定
健
康
診
査
受
診
率
向
上
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
受
診
結
果
に

基
づ
き
、
生
活
習
慣
改
善
及
び
重

症
化
予
防
を
図
り
、
市
民
の
健
康

づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

■
飯
塚
市
立
病
院

　
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
や
救

急
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
り
、

地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
べ
く
、
急
性
期
医
療
及
び

高
度
医
療
を
提
供
す
る
中
核
病
院

と
し
て
、
ま
た
小
児
１
次
救
急
医
療

を
含
め
た
医
療
提
供
体
制
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

■
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り

　
医
療
と
介
護
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な

る
深
化
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
介
護
予
防
に
つ
い
て
、
フ
レ
イ
ル

予
防
で
は
、
フ
レ
イ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー

や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
様
と
連
携
し
、

フ
レ
イ
ル
予
防
の
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ア
プ
ロ
ー
チ
を
推
進
し
ま
す
。
認
知

症
施
策
と
し
て
は
、
チ
ー
ム
オ
レ
ン

ジ
の
活
動
を
推
進
す
る
な
ど
、
住
み

な
れ
た
地
域
で
人
生
の
最
期
ま
で
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
支

援
体
制
の
充
実
と
と
も
に
、
高
齢
者

の
人
権
・
権
利
を
擁
護
す
る
た
め
、

虐
待
防
止
や
成
年
後
見
制
度
の
普

及
・
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
９
年
度
か
ら
11
年
度
を
計

画
期
間
と
す
る「
第
10
期
飯
塚
市
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保

険
事
業
計
画
」の
策
定
に
お
い
て
は
、

「
飯
塚
市
認
知
症
施
策
推
進
計
画
」

も
含
め一体
的
に
策
定
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
介

護
施
設
等
の
充
実
に
努
め
、
必
要
な

基
盤
整
備
を
進
め
て
い
く
と
と
も

に
、介
護
給
付
の
適
正
化
等
を
行
い
、

持
続
可
能
で
安
定
的
な
介
護
保
険

制
度
の
構
築
と
運
営
に
努
め
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
の
推
進
・
安
心
し
て

産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り

　
経
済
的
支
援
、
精
神
的
・
身
体

的
な
支
援
、
こ
ど
も
施
策
の
推
進
・

事
業
所
と
し
て
の
取
組
を
３
つ
の
ア

プ
ロ―

チ
で
実
施
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
経
済
的
支
援
と
し
て
、

第
２
子
以
降
の
保
育
料
無
償
化
を

継
続
し
ま
す
。

　
次
に
、
精
神
的
・
身
体
的
な
支

援
と
し
て
、
公
立
保
育
所
・
認
定
こ

ど
も
園
に
お
い
て
お
む
つ
を
定
額
で

利
用
で
き
る
お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
事

業
を
開
始
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
飯
塚
バ
ス
セ
ン
タ
ー
横

の
商
業
複
合
施
設
ｉ‐

ｔｏｗｎ
内
に

こ
ど
も
・
若
者
プ
ラ
ザ
い
い
づ
か
を

開
設
し
、
相
談
機
能
や
居
場
所
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
の
機
能
を
強
化
し
、

こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。
　

　
少
子
化
対
策
と
し
て
、
国
や
県
が

推
進
し
て
い
る
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ

ン
ケ
ア
に
関
す
る
啓
発
事
業
を
実
施

し
、
若
者
の
将
来
設
計
、
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
を
考
え
る
機
会
を
提
供
し
、
安

心
で
幸
せ
な
暮
ら
し
を
支
え
る
子
育

て
施
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

は
、
遊
び
や
生
活
内
容
に
子
ど
も
の

意
見
を
反
映
す
る
と
と
も
に
、
学
校

や
放
課
後
子
ど
も
教
室
と
の
連
携
を

図
り
、
児
童
が
多
様
な
体
験
を
し
な

が
ら
楽
し
く
過
ご
し
成
長
で
き
る
安

全
・
安
心
な
居
場
所
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

■
障
が
い
者
福
祉

　
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

と
も
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
共
生

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、「
第
８

期
障
が
い
福
祉
計
画
・
第
４
期
障
が

い
児
福
祉
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組

み
、一人
ひ
と
り
の
個
性
や
能
力
が

発
揮
さ
れ
、
活
躍
で
き
る
地
域
社
会

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
地
域
福
祉
の
推
進

　
地
域
に
お
け
る
複
雑
化
・
複
合
化

し
た
生
活
課
題
に
対
し
、一体
的
な

支
援
を
行
う
、
い
い
づ
か
福
祉
ま
る

ご
と
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
飯
塚
市
重
層

的
支
援
体
制
整
備
事
業
）
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
人
と
人
、
人
と
資
源

が
世
代
や
分
野
を
超
え
て
丸
ご
と
つ

な
が
り
、
住
民一人
ひ
と
り
の
安
全
・

安
心
な
暮
ら
し
と
生
き
が
い
の
あ
る

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
努
め
ま

す
。

■
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

　
生
活
に
困
窮
し
た
方
々
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
物
価
高
騰
を
は
じ
め

と
す
る
様
々
な
要
因
で
日
々
の
暮
ら

し
に
困
難
を
抱
え
て
い
る
方
々
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
生
活
保

護
制
度
及
び
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
制
度
の
適
切
な
運
用
に
よ
る
切
れ

目
の
な
い
効
果
的
な
支
援
を
行
い
ま

す
。

〜
地
域
経
済
〜

■
農
林
業
の
振
興

　
農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
へ

の
対
応
と
し
て
、
認
定
農
業
者
や
新

規
就
農
者
な
ど
の
担
い
手
の
育
成
及

び
確
保
を
推
進
し
、
農
地
の
集
積
・

集
約
化
を
図
り
ま
す
。
　

　
ま
た
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

被
害
の
防
止
を
図
る
た
め
、
捕
獲
に

よ
る
駆
除
や
侵
入
防
止
等
の
対
策
を

講
じ
ま
す
。

　
森
林
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
森
林

の
持
つ
多
面
的
機
能
の
維
持
を
図
る

た
め
、
荒
廃
森
林
及
び
放
置
竹
林

の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

■
地
場
産
業
の
振
興
と
創
業
促
進
・

産
業
の
創
出

　
市
内
３
大
学
や
立
命
館
ア
ジ
ア
太

平
洋
大
学
と
の
連
携
を
強
化
し
、

地
元
企
業
の
成
長
支
援
や
地
域
に
お

け
る
大
学
生
の
活
躍
と
起
業
促
進
に

係
る
支
援
強
化
、
更
に
は
地
域
課

題
解
決
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
等

の
先
端
情
報
技
術
分
野
で
の
産
学
連

携
や
企
業
の
集
積
・
高
度
化
を
進

め
ま
す
。

　
ま
た
、
労
働
力
不
足
が
深
刻
化

す
る
中
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

労
働
力
確
保
に
貢
献
す
る
た
め
、
企

業
へ
の
外
国
人
材
活
用
に
関
す
る
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
国
・
県
や
支

援
機
関
と
も
連
携
し
、
海
外
販
路

開
拓
の
支
援
を
行
い
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
新
た
な

工
業
団
地
の
造
成
事
業
を
進
め
て
お

り
、
先
端
分
野
で
あ
る
半
導
体
関

連
産
業
や
地
域
の
も
の
づ
く
り
を
け

ん
引
す
る
自
動
車
関
連
産
業
の
進

出
に
よ
り
、
地
域
内
で
の
高
付
加
価

値
な
雇
用
の
確
保
に
繋
が
る
よ
う
積

極
的
な
誘
致
活
動
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
経
済
を
支
え
る
中

小
企
業
に
対
し
て
は
、
税
制
措
置
や

各
種
制
度
の
積
極
的
な
活
用
を
促

進
す
る
と
と
も
に
市
内
事
業
所
の
採

用
力
や
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
魅
力
向

上
、
事
業
拡
大
等
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
企
業
の
成
長
力
の
向
上
と
安
定

し
た
雇
用
の
確
保
を
図
り
、
誰
も
が

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
地
域
経

済
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

■
公
営
競
技
事
業

　
専
用
場
外
発
売
所
の
拡
充
を
図

る
と
と
も
に
、
非
開
催
日
に
お
け
る

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
メ
タ
バ
ー
ス
の

活
用
に
よ
り
国
内
外
で
の
認
知
度
を

高
め
る
こ
と
で
、
新
規
フ
ァ
ン
の
獲

得
、
本
場
へ
の
誘
客
、
売
り
上
げ
の

向
上
に
努
め
、
ま
た
、
老
朽
化
し
た

施
設
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
る
な
ど
、
持
続
的
か
つ
発

展
的
な
事
業
と
な
る
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。

■
商
業
の
振
興

　
商
店
街
と
大
型
商
業
施
設
を
結

ぶ
周
遊
商
業
エ
リ
ア
内
で
の
回
遊
性

の
向
上
を
図
り
、
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
中
心
と
し
た
関
係
団
体
と

連
携
し
た
空
き
店
舗
対
策
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
り
集
客
力
の

強
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
特
産
品
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
い

い
づ
か
ブ
ラ
ン
ド
認
定
制
度
を
通
し

て
、
特
産
品
の
創
出
や
販
路
拡
大
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
日
の
丸
を
初

め
て
染
め
た
と
い
わ
れ
る
筑
前
茜
染

を
後
世
に
伝
承
す
べ
く
、
茜
草
の
育

成
や
染
色
技
術
の
継
承
及
び
啓
発

活
動
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
し
て
本
市

の
魅
力
や
特
産
品
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
で
地
場
産
業
の
振
興
並
び
に

地
域
経
済
の
活
性
化
へ
と
繋
げ
ま

す
。

■
観
光
の
振
興

　「
第
２
次
飯
塚
市
観
光
振
興
基
本

計
画
」
に
基
づ
い
た
取
組
を
着
実
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
戦
略
的
な
観

光
施
策
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
実
現

し
て
い
く
た
め
の
組
織
と
な
る
観
光

地
域
づ
く
り
法
人
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
を
設

立
し
て
取
組
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
人
流
デ
ー
タ
を
活
用
し
、

本
市
来
訪
者
等
の
分
析
を
行
う
こ
と

で
、
根
拠
に
基
づ
く
効
果
的
な
誘
客

並
び
に
地
域
経
済
活
性
化
に
努
め
ま

す
。

■
就
労
支
援
の
充
実
と
労
働
環
境

の
整
備

　
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
筑
豊
ブ

ラ
ン
チ
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ーｅ‐

Ｚｕ
ｋａ
に
お
い
て
就
労
支

援
の
実
施
、並
び
に
、国・県
の
関
係

機
関
と
連
携
し
、労
働
問
題
解
消
に

向
け
た
啓
発
活
動
に
よ
り
労
働
環
境

の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、小
学
校
、中
学
校
、高
等
学

校
及
び
大
学
と
の
連
携
に
よ
る一貫

し
た
人
材
育
成
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、大
学
の
教
育
リ
ソ
ー
ス
を
活
用

し
た
社
会
人
向
け
リ
カ
レ
ン
ト・リ

ス
キ
リ
ン
グ
教
育
に
取
り
組
み
、多

様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
図
り
ま
す
。

〜
教
育
・
文
化
〜

■
学
校
教
育

　
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
、企

業
の
連
携・協
力
の
も
と
実
施
し
て

い
る
体
験
型
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
充
実

さ
せ
、児
童
生
徒
が
社
会
と
の
繋
が

り
や
経
済
の
仕
組
み
の
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、社
会
の一員
と
し
て
自

立
し
、自
身
の
夢
や
未
来
を
実
現
す

る
力
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
自
分
と
他
者
の
違
い
を
理

解
、
受
容
、
尊
重
し
、
人
権
を
守

る
こ
と
が
で
き
る
豊
か
な
心
を
育
む

人
権
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、Ａ
Ｌ
Ｔ(

外
国
語
指
導
助

手)

の
活
用
や
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話

に
よ
り
生
き
た
英
語
を
児
童
生
徒
が

体
験
す
る
こ
と
で
興
味
関
心
を
高

め
、
実
践
的
な
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
や
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
対
応
し
た
人
材
育
成
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
体
力
向
上
と
健
康
増
進
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
部
活
動
の
地
域
展
開
を

進
め
、
生
徒
が
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
や

芸
術
活
動
に
接
し
、
継
続
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
地
域
団

体
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
地
域
に
開
か
れ
た
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
は
、「
飯
塚

市
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、
不
登
校

傾
向
に
あ
る
児
童
生
徒
の
状
況
を
早

期
に
把
握
し
、
学
習
環
境
の
整
備
と

多
様
な
居
場
所
の
確
保
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
学
校
外
の
社
会
資
源
・

人
的
資
源
も
活
用
し
相
談
体
制
と

支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
学
校
給
食

　
給
食
費
の
保
護
者
負
担
軽
減
を

実
施
し
、
給
食
調
理
業
務
へ
の
民
間

活
力
の
導
入
に
よ
り
業
務
の
効
率
化

を
図
る
と
と
も
に
、
地
産
地
消
を
推

進
し
な
が
ら
、
献
立
内
容
の
工
夫
に

よ
る
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
、
安

全
で
安
心
な
給
食
を
提
供
し
、
食
に

対
し
て
の
正
し
い
知
識
や
望
ま
し
い

食
習
慣
を
養
う
た
め
に
、
積
極
的
に

食
育
を
推
進
し
ま
す
。

■
確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
の
推
進

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
活
用
し
個
別
最
適

な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
に
よ
る
児

童
生
徒
の
学
力
向
上
や
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
学
習
環
境
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

　
ま
た
、特
別
支
援
教
育
支
援
員
の

配
置
、学
習
環
境
の
整
備
及
び
支
援

体
制
の
充
実
に
よ
り
、学
校
に
お
け

る
特
別
支
援
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

■
生
涯
学
習
の
振
興

　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
生
涯

学
習
等
の
推
進
の
た
め
、
様
々
な
学

び
の
機
会
や
情
報
の
提
供
を
行
い
、

多
様
な
学
習
活
動
の
支
援
等
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
や
社
会
教
育
団
体

等
と
の
連
携
・
協
働
や
施
設
整
備

等
に
努
め
て
、
市
民
の
安
全
で
快
適

な
学
習
環
境
の
確
保
を
推
進
し
ま

す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
飯
塚
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
と
の
連
携
の
も
と
、
市

民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会
を
拡

充
し
ま
す
。

　
ま
た
、
飯
塚
市
総
合
体
育
館
や

飯
塚
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
、
い

い
づ
か
ス
ポ
ー
ツ
・
リ
ゾ
ー
ト
　
ザ
・

リ
ト
リ
ー
ト
を
拠
点
と
し
て
、
飯
塚

国
際
車
い
す
大
会
や
飯
塚
カ
ッ
プ
等

の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

こ
と
で
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
方
々

が
訪
れ
る
機
会
を
創
出
し
、
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

■
文
化
芸
術
の
振
興

　「
飯
塚
市
文
化
振
興
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
文
化
の
担
い
手

で
あ
る
市
民
の
主
体
的
な
文
化
芸
術

活
動
を
通
じ
て
、
個
性
豊
か
な
新
し

い
文
化
の
創
造
に
努
め
ま
す
。

■
文
化
財
保
護

　
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
等
の
文
化

財
の
適
切
な
保
護
を
図
る
と
と
も

に
、
嘉
穂
劇
場
に
つ
い
て
は
令
和
８

年
秋
の
見
学
再
開
に
向
け
て
整
備
を

進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
財
の
公
開
や
歴
史

資
料
館
で
の
企
画
展
・
講
座
等
の
開

催
を
通
し
て
、
本
市
の
文
化
遺
産
の

さ
ら
な
る
発
信
・
活
用
に
努
め
ま
す
。

■
国
際
交
流
・
多
文
化
共
生
の
推

進　
姉
妹
都
市
で
あ
る
米
国
サ
ニ
ー

ベ
ー
ル
市
と
連
携
を
行
い
、
中
高
生

の
受
け
入
れ
や
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

育
成
を
通
じ
て
、
更
な
る
友
好
交
流

を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
国
際
交
流
事
業
や
日
本

語
教
室
の
実
施
に
よ
り
、
地
域
に
お

け
る
国
際
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、「
第
３
次
国
際
都
市
い
い
づ
か

推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
在
住
外

国
人
に
も
暮
ら
し
や
す
い
共
生
社
会

の
実
現
を
推
進
し
ま
す
。

〜
都
市
基
盤
・
生
活
基
盤
〜

■
災
害
・
減
災
対
策
の
充
実

　
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
い
つ

発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
大
規
模

災
害
へ
の
意
識
と
実
効
的
な
備
え
を

確
立
す
る
と
共
に
、
関
係
機
関
や
地

域
住
民
、
自
主
防
災
組
織
と
の
連

携
を
更
に
強
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
福
岡
県
の
避
難
者
数
等

想
定
の
見
直
し
に
伴
う
計
画
改
訂
を

行
い
、
備
蓄
品
の
見
直
し
と
拡
充
を

通
し
て
被
災
者
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

　
浸
水
対
策
に
つ
い
て
は
、「
飯
塚

市
防
災
（
浸
水
）
対
策
基
本
計
画
」

に
お
け
る
遊
水
池
な
ど
の
計
画
事
業

を
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、一
級

河
川
遠
賀
川
上
流
域
に
位
置
す
る

都
市
と
し
て
、
国
・
県
を
は
じ
め
各

関
係
機
関
と
緊
密
な
連
携
を
図
り

流
域
治
水
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
生
活
安
全
の
向
上

　
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
の
た
め
、
警
察
や
関
係
機
関
と
連

携
し
、
地
域
防
犯
体
制
の
強
化
と

防
犯
に
対
す
る
啓
発
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
交
通
安
全
や
飲
酒

運
転
撲
滅
に
つ
い
て
の
意
識
の
向
上

に
向
け
て
取
組
を
強
化
し
ま
す
。

　
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実
に
つ
い

て
は
、
消
防
団
の
広
報
活
動
の
充
実

等
を
通
し
て
消
防
団
員
数
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

　
消
費
者
行
政
に
つ
い
て
は
、
専
門

相
談
員
に
よ
る
相
談
業
務
を
継
続
的

に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
消
費
者
被

害
の
未
然
防
止
に
向
け
た
啓
発
活
動

を
展
開
し
、
複
雑
化
・
多
様
化
す

る
消
費
者
問
題
に
対
応
し
ま
す
。

■
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

　
都
市
計
画
基
礎
調
査
を
実
施
し
、

飯
塚
市
の
現
況
及
び
動
向
や
将
来

の
見
通
し
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
課
題
を
分
析
す
る
こ
と
で
、「
拠

点
連
携
型
都
市
」
の
構
築
を
推
進

し
ま
す
。

　
菰
田
・
堀
池
地
区
活
性
化
に
つ
い

て
は
、「
飯
塚
駅
周
辺
地
区
整
備
基

本
計
画
」
に
基
づ
き
、駅
舎
を
含
む
、

自
由
通
路
、
駅
前
広
場
な
ど
の
整

備
を
進
め
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
か
し
た
賑
わ
い
の
あ
る
拠
点
づ
く

り
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

■
定
住
環
境
の
充
実

　
公
営
住
宅
に
求
め
ら
れ
て
い
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
住
宅
と
し
て
の

役
割
を
十
分
に
担
え
る
よ
う
、安
心
・

安
全
な
市
営
住
宅
の
提
供
を
目
指

し
、
住
環
境
整
備
事
業
を
推
進
し

ま
す
。

　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
快
適

な
住
環
境
の
保
全
等
を
図
る
た
め
、

「
飯
塚
市
空
家
等
対
策
計
画
」
に
基

づ
き
、
各
種
施
策
を
効
果
的
か
つ
効

率
的
に
推
進
し
ま
す
。

■
公
共
交
通
の
充
実

　
民
間
公
共
交
通
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

交
通
と
の
役
割
分
担
を
考
慮
し
な
が

ら
、
各
地
区
の
特
性
や
利
用
者
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
効
果
的
・
効
率
的
な
運

行
計
画
策
定
に
取
り
組
み
、
持
続

可
能
な
地
域
公
共
交
通
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

■
公
園
の
整
備

　「
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
」
及

び
「
飯
塚
市
公
園
等
ス
ト
ッ
ク
再
編

計
画
」
に
基
づ
き
、
公
園
施
設
の
安

全
性
の
確
保
、
長
期
的
に
安
定
し
た

維
持
管
理
や
公
園
機
能
を
維
持
し

て
い
く
た
め
、
適
正
配
置
や
用
途
変

更
に
伴
う
効
率
的
な
利
活
用
に
努
め

ま
す
。

■
主
要
幹
線
道
路
網
の
整
備

　
八
木
山
バ
イ
パ
ス
全
線
４
車
線
化

の
早
期
完
成
を
推
進
し
、
福
岡
都

市
圏
と
の
ア
ク
セ
ス
強
化
や
、
安
全

性
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
市
内
各

地
域
へ
の
交
通
網
強
化
を
図
る
た

め
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
フ
ル
ラ

ン
プ
化
の
要
望
を
国
や
県
に
対
し
行

い
ま
す
。

■
県
道
お
よ
び
都
市
計
画
道
路
の

整
備

　
市
内
県
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

県
道
飯
塚
穂
波
線
を
は
じ
め
と
し

た
、
各
路
線
の
整
備
や
完
成
に
向
け

た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　
市
道
及
び
農
業
施
設
等
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
の
安
全
確
保
の
た
め
計

画
的
に
点
検・補
修
を
実
施
し
ま
す
。

　
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
新
飯
塚
潤
野
線
の
早
期
完
成

を
目
指
し
ま
す
。

■
上
下
水
道
の
整
備

　
上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
水
道
事
業
経
営
戦
略
」、「
飯

塚
市
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」

及
び
「
上
下
水
道
耐
震
化
計
画
」

に
基
づ
き
、
基
幹
管
路
で
あ
る
津
原

導
水
管
の
更
新
と
重
要
給
水
施
設

管
路
の
更
新
を
重
点
的
に
実
施
し
、

水
道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
老
朽

化
・
耐
震
化
対
策
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
人
工
衛
星
に
よ
る
漏
水
調

査
結
果
に
基
づ
い
た
二
次
調
査
及
び

修
繕
を
実
施
し
、
有
収
率
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
下
水
道
事
業
経
営
戦
略
」
及

び
「
飯
塚
市
公
共
下
水
道
事
業
計

画
」
に
基
づ
き
効
率
的
な
整
備
を
図

る
と
と
も
に
、
個
別
処
理
と
な
る
区

域
に
お
い
て
は
、
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
を
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
、
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
の

向
上
に
努
め
ま
す
。施
設
の
耐
震
化
・

改
築
に
つ
い
て
は
、「
飯
塚
市
下
水

道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」

に
基
づ
き
実
施
し
、
官
民
連
携
の
取

組
と
し
て
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導

入
を
検
討
し
ま
す
。

〜
自
然
環
境
〜

■
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
自
然
と
人
が
共
生
す
る
環
境
づ

く
り
、
う
る
お
い
の
あ
る
快
適
な
生

活
環
境
づ
く
り
及
び
地
球
温
暖
化

対
策
を
進
め
、「
第
３
次
飯
塚
市
環

境
基
本
計
画
」
に
掲
げ
る
基
本
目

標
の
達
成
に
向
け
て
、
市
民
、
団
体
、

事
業
者
等
と
協
働
・
連
携
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

　
今
後
の
環
境
施
設
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、ふ
く
お
か
県
央
環
境
広
域

施
設
組
合
と
、そ
の
構
成
市
町
に
お

い
て
連
携
し
、新
た
な
ご
み
処
理
施

設
の
建
設
、し
尿
処
理
施
設
及
び
火

葬
場
の
各
施
設
の
改
築
や
更
新
等
、

広
域
的
な
視
点
に
よ
る
効
率
的
な
環

境
衛
生
処
理
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
と
と
も
に
、本
市
の
魅
力
、潜
在
的

な
能
力
、将
来
性
を
認
識
い
た
だ
け

る
よ
う
、こ
れ
ら
施
策
を
確
実
に
進

め
る
こ
と
で
、す
べ
て
の
飯
塚
市
民
と

そ
の
未
来
の
た
め
に
、住
み
つ
づ
け
た

い
ま
ち
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　
な
お
、市
政
運
営
の
総
合
的
指
針

で
あ
り
、長
期
的
展
望
の
も
と
で
目

指
す
べ
き
将
来
の
本
市
の
姿
及
び
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
を
示
す
、本
市
の

行
政
運
営
に
お
け
る
最
上
位
計
画
で

あ
る
総
合
計
画
に
つ
い
て
、現
在
の

「
第
２
次
飯
塚
市
総
合
計
画
」が
令

和
８
年
度
で
計
画
期
間
を
満
了
す
る

こ
と
に
伴
い
、次
期
計
画
と
し
て
令

和
９
年
度
か
ら
令
和
18
年
度
を
計

画
期
間
と
す
る「
第
３
次
飯
塚
市
総

合
計
画
」を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　
以
上
が
、
令
和
８
年
度
の
主
な

施
策
で
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

歳
出
で
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
に
伴
う
地
域
経
済
の
縮
小
、

公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
、

さ
ら
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
を

中
心
と
し
た
物
価
高
騰
へ
の
対
応
な

ど
、
多
様
な
課
題
に
向
け
た
施
策
の

推
進
経
費
が
見
込
ま
れ
ま
す
。ま
た
、

少
子
化
対
策
や
こ
ど
も
・
若
者
政

策
の
充
実
、Ａ
Ｉ 

活
用
や
デ
ジ
タ
ル

人
材
の
育
成
な
ど
、
地
域
の
活
力
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
た

め
の
経
費
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　一方
、
歳
入
で
は
、
全
国
の
皆
様

か
ら
多
く
の
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

が
寄
せ
ら
れ
、
ま
ち
づ
く
り
の
貴
重

な
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
誘
致
に

よ
る
雇
用
創
出
と
地
域
経
済
の
活

性
化
、
本
市
の
魅
力
発
信
に
よ
る
定

住
人
口
の
増
加
な
ど
、
積
極
的
な

歳
入
確
保
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、

現
状
で
は
、
事
業
実
施
に
際
し
ま
し

て
財
政
調
整
基
金
の
多
額
の
取
崩
し

が
続
い
て
お
り
、
枯
渇
が
現
実
的
に

懸
念
さ
れ
る
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
市

が
掲
げ
る
「
人
が
輝
き 

ま
ち
が
飛

躍
す
る 

住
み
た
い
ま
ち 

住
み
つ
づ

け
た
い
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
ま
し

て
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
を
育
む

「
教
育
の
ま
ち
」、
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
ら
れ
る
「
子
育
て
の
ま

ち
」、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
「
福
祉
の
ま
ち
」、
地
元
に
働
く

場
所
が
あ
る
「
活
力
あ
る
ま
ち
」、

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
「
健
康

な
ま
ち
」
と
い
っ
た
５
つ
の
柱
に
資

す
る
事
業
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
限
ら
れ
た
財
源

を
最
大
限
に
活
用
す
る
た
め
、
事
業

の
選
択
と
集
中
を
徹
底
し
、
政
策

効
果
の
高
い
事
業
に
重
点
的
に
財
源

を
配
分
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
未
来
を
見
据
え
、
市
民
の
皆
様

と
と
も
に
歩
む
市
政
を
着
実
に
実
行

し
、
信
頼
さ
れ
る
市
政
の
実
現
に
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。
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令和８年度　施政方針

令
和
８
年
度
　
施
政
方
針

　
昨
今
、地
域
経
済
を
取
り
巻
く
環

境
は
緩
や
か
に
回
復
の
兆
し
を
見
せ

る一方
、少
子
高
齢
化
の
影
響
に
よ
る

担
い
手
不
足
な
ど
、依
然
と
し
て
非

常
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、本
市
で
は
、令
和

７
年
度
に
お
い
て
、第
２
子
以
降
保

育
料
無
償
化
に
よ
る
多
子
世
帯
の
負

担
軽
減
を
継
続
し
て
実
施
し
た
ほ

か
、令
和
８
年
度
の
完
成
を
目
途
と

し
た
飯
塚
駅
周
辺
整
備
事
業
や
、企

業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
確
保
と
地
域

経
済
の
活
性
化
、飯
塚
国
際
車
い
す

テ
ニ
ス
大
会
を
は
じ
め
と
す
る
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
よ
る
共
生

社
会
の
実
現
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
ま
た
、ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
額

が
令
和
２
年
度
か
ら
５
年
連
続
で
県

内
１
位
と
な
っ
た
ほ
か
、本
市
に
お
け

る
転
入
者
数
が
転
出
者
数
を
上
回

る
人
口
の
社
会
増
に
つ
い
て
も
令
和

４
年
か
ら
４
年
連
続
で
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
度
は
、こ
の
よ
う
な
市

政
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
な
く
、都

市
目
標
像
で
あ
る「
人
が
輝
き
　
ま

ち
が
飛
躍
す
る
　
住
み
た
い
ま
ち
　

住
み
つ
づ
け
た
い
ま
ち
」の
実
現
に
向

け
、未
来
を
担
う
子
ど
も
を
育
む「
教

育
の
ま
ち
」、安
心
し
て
産
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る「
子
育
て
の
ま
ち
」、

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る「
福

祉
の
ま
ち
」、地
元
に
働
く
場
所
が
あ

る「
活
力
あ
る
ま
ち
」、文
化
や
ス

ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な「
健
康
な
ま
ち
」

の
、５
つ
の
柱
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
、魅
力
あ
る
元
気
な
飯
塚

市
を
積
極
的
に
発
信
し
ま
す
。

〜
人
権
・
市
民
参
画
〜

■
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
令
和
６
年
度
に
実
施
し
ま
し
た
人

権
問
題
市
民
意
識
調
査
の
分
析
等

を
踏
ま
え
、「
第
４
次
飯
塚
市
人
権

教
育
・
啓
発
実
施
計
画
」
の
策
定

を
進
め
る
と
と
も
に
、「
飯
塚
市
人

権
教
育・啓
発
基
本
指
針
」及
び「
飯

塚
市
部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る

差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条

例
」
に
基
づ
き
、
市
民
一人
ひ
と
り

の
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
人
権
尊
重

の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

■
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　
庁
内
推
進
体
制
の
充
実
・
強
化

及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
た
施
策
を
総
合
的
、
計
画

的
に
推
進
す
る
た
め
「
第
３
次
飯
塚

市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
の
策
定

を
進
め
ま
す
。

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
市
民
活
動
団
体
・
地
域
活
動
団

体
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
い
か

し
、
共
通
の
課
題
の
解
決
に
向
け
た

取
組
が
行
わ
れ
る
よ
う
支
援
し
ま

す
。

　
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
施
設

と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ

る
た
め
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
及
び
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
法
人

化
に
向
け
た
支
援
に
努
め
ま
す
。 

　
ま
た
、
令
和
８
年
度
か
ら
先
行
し

て
指
定
管
理
者
と
な
る一般
社
団
法

人
二
瀬
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
及
び一

般
社
団
法
人
幸
袋
ま
ち
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
と
は
、
地
域
主
体
の
交
流

セ
ン
タ
ー
運
営
実
施
に
向
け
て
、
今

ま
で
以
上
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
努
め

ま
す
。

■
市
政
情
報
の
発
信

　
３
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
う
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
情
報
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
位
置
付
け
、
広
報
誌
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
媒
体
の
特
性
に
応
じ
、

必
要
な
情
報
を
必
要
と
す
る
人
に
的

確
か
つ
迅
速
に
伝
わ
る
情
報
発
信
に

努
め
る
と
と
も
に
、
職
員
一人
ひ
と

り
が
発
信
者
で
あ
る
と
い
う
認
識
の

も
と
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
お
い
て
、

市
民
が
誇
り
、
愛
着
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
本
市
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
す
。〜

行
政
経
営
〜

■
行
政
経
営

　「
行
政
経
営
戦
略
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
」

及
び
「
行
政
経
営
戦
略
推
進
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、
行
財
政
改
革
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
令
和
９
年
度
以

降
の
後
期
「
行
政
経
営
戦
略
推
進

プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
も
取
り
組
み
ま

す
。

　
ま
た
、
民
間
事
業
者
等
の
ア
イ
デ

ア
や
技
術
力
を
活
か
し
た
公
民
連
携

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
課

題
の
解
決
や
業
務
効
率
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

■
公
共
施
設
等

　「
第
３
次
公
共
施
設
等
の
あ
り
方

に
関
す
る
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、

財
政
負
担
の
軽
減
及
び
平
準
化
に
つ

な
が
る
よ
う
計
画
的
な
維
持
管
理
や

適
正
配
置
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
利
用
計
画
や
利
活
用
策

が
な
い
公
共
施
設
等
の
跡
地
・
跡
施

設
及
び
未
利
用
地
に
つ
い
て
、
民
間

へ
の
売
却
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

〜
健
幸
・
子
育
て
〜

■
健
幸
都
市
づ
く
り
の
推
進

　
持
続
可
能
な
事
業
規
模
に
内
容

の
見
直
し
を
行
っ
た
い
い
づ
か
健
幸

ポ
イ
ン
ト
事
業
を
、
市
民
の
自
主
的

な
健
康
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
推
進
し
ま
す
。

　
次
に
、
糖
尿
病
や
動
脈
硬
化
な

ど
の
生
活
習
慣
病
と
深
い
因
果
関
係

に
あ
る
歯
周
病
を
予
防
す
る
た
め
、

歯
周
病
対
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
女
性
に
多
い
疾
患
で
あ
る

骨
粗
し
ょ
う
症
の
早
期
発
見
の
た

め
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を
実
施
し

ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業

　
特
定
健
康
診
査
受
診
率
向
上
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
受
診
結
果
に

基
づ
き
、
生
活
習
慣
改
善
及
び
重

症
化
予
防
を
図
り
、
市
民
の
健
康

づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

■
飯
塚
市
立
病
院

　
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
や
救

急
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
り
、

地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
べ
く
、
急
性
期
医
療
及
び

高
度
医
療
を
提
供
す
る
中
核
病
院

と
し
て
、
ま
た
小
児
１
次
救
急
医
療

を
含
め
た
医
療
提
供
体
制
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

■
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り

　
医
療
と
介
護
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な

る
深
化
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
介
護
予
防
に
つ
い
て
、
フ
レ
イ
ル

予
防
で
は
、
フ
レ
イ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー

や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
様
と
連
携
し
、

フ
レ
イ
ル
予
防
の
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ア
プ
ロ
ー
チ
を
推
進
し
ま
す
。
認
知

症
施
策
と
し
て
は
、
チ
ー
ム
オ
レ
ン

ジ
の
活
動
を
推
進
す
る
な
ど
、
住
み

な
れ
た
地
域
で
人
生
の
最
期
ま
で
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
支

援
体
制
の
充
実
と
と
も
に
、
高
齢
者

の
人
権
・
権
利
を
擁
護
す
る
た
め
、

虐
待
防
止
や
成
年
後
見
制
度
の
普

及
・
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
９
年
度
か
ら
11
年
度
を
計

画
期
間
と
す
る「
第
10
期
飯
塚
市
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保

険
事
業
計
画
」の
策
定
に
お
い
て
は
、

「
飯
塚
市
認
知
症
施
策
推
進
計
画
」

も
含
め一体
的
に
策
定
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
介

護
施
設
等
の
充
実
に
努
め
、
必
要
な

基
盤
整
備
を
進
め
て
い
く
と
と
も

に
、介
護
給
付
の
適
正
化
等
を
行
い
、

持
続
可
能
で
安
定
的
な
介
護
保
険

制
度
の
構
築
と
運
営
に
努
め
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
の
推
進
・
安
心
し
て

産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り

　
経
済
的
支
援
、
精
神
的
・
身
体

的
な
支
援
、
こ
ど
も
施
策
の
推
進
・

事
業
所
と
し
て
の
取
組
を
３
つ
の
ア

プ
ロ―

チ
で
実
施
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
経
済
的
支
援
と
し
て
、

第
２
子
以
降
の
保
育
料
無
償
化
を

継
続
し
ま
す
。

　
次
に
、
精
神
的
・
身
体
的
な
支

援
と
し
て
、
公
立
保
育
所
・
認
定
こ

ど
も
園
に
お
い
て
お
む
つ
を
定
額
で

利
用
で
き
る
お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
事

業
を
開
始
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
飯
塚
バ
ス
セ
ン
タ
ー
横

の
商
業
複
合
施
設
ｉ‐

ｔｏｗｎ
内
に

こ
ど
も
・
若
者
プ
ラ
ザ
い
い
づ
か
を

開
設
し
、
相
談
機
能
や
居
場
所
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
の
機
能
を
強
化
し
、

こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。
　

　
少
子
化
対
策
と
し
て
、
国
や
県
が

推
進
し
て
い
る
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ

ン
ケ
ア
に
関
す
る
啓
発
事
業
を
実
施

し
、
若
者
の
将
来
設
計
、
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
を
考
え
る
機
会
を
提
供
し
、
安

心
で
幸
せ
な
暮
ら
し
を
支
え
る
子
育

て
施
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

は
、
遊
び
や
生
活
内
容
に
子
ど
も
の

意
見
を
反
映
す
る
と
と
も
に
、
学
校

や
放
課
後
子
ど
も
教
室
と
の
連
携
を

図
り
、
児
童
が
多
様
な
体
験
を
し
な

が
ら
楽
し
く
過
ご
し
成
長
で
き
る
安

全
・
安
心
な
居
場
所
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

■
障
が
い
者
福
祉

　
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

と
も
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
共
生

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、「
第
８

期
障
が
い
福
祉
計
画
・
第
４
期
障
が

い
児
福
祉
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組

み
、一人
ひ
と
り
の
個
性
や
能
力
が

発
揮
さ
れ
、
活
躍
で
き
る
地
域
社
会

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
地
域
福
祉
の
推
進

　
地
域
に
お
け
る
複
雑
化
・
複
合
化

し
た
生
活
課
題
に
対
し
、一体
的
な

支
援
を
行
う
、
い
い
づ
か
福
祉
ま
る

ご
と
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
飯
塚
市
重
層

的
支
援
体
制
整
備
事
業
）
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
人
と
人
、
人
と
資
源

が
世
代
や
分
野
を
超
え
て
丸
ご
と
つ

な
が
り
、
住
民一人
ひ
と
り
の
安
全
・

安
心
な
暮
ら
し
と
生
き
が
い
の
あ
る

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
努
め
ま

す
。

■
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

　
生
活
に
困
窮
し
た
方
々
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
物
価
高
騰
を
は
じ
め

と
す
る
様
々
な
要
因
で
日
々
の
暮
ら

し
に
困
難
を
抱
え
て
い
る
方
々
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
生
活
保

護
制
度
及
び
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
制
度
の
適
切
な
運
用
に
よ
る
切
れ

目
の
な
い
効
果
的
な
支
援
を
行
い
ま

す
。

〜
地
域
経
済
〜

■
農
林
業
の
振
興

　
農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
へ

の
対
応
と
し
て
、
認
定
農
業
者
や
新

規
就
農
者
な
ど
の
担
い
手
の
育
成
及

び
確
保
を
推
進
し
、
農
地
の
集
積
・

集
約
化
を
図
り
ま
す
。
　

　
ま
た
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

被
害
の
防
止
を
図
る
た
め
、
捕
獲
に

よ
る
駆
除
や
侵
入
防
止
等
の
対
策
を

講
じ
ま
す
。

　
森
林
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
森
林

の
持
つ
多
面
的
機
能
の
維
持
を
図
る

た
め
、
荒
廃
森
林
及
び
放
置
竹
林

の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

■
地
場
産
業
の
振
興
と
創
業
促
進
・

産
業
の
創
出

　
市
内
３
大
学
や
立
命
館
ア
ジ
ア
太

平
洋
大
学
と
の
連
携
を
強
化
し
、

地
元
企
業
の
成
長
支
援
や
地
域
に
お

け
る
大
学
生
の
活
躍
と
起
業
促
進
に

係
る
支
援
強
化
、
更
に
は
地
域
課

題
解
決
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
等

の
先
端
情
報
技
術
分
野
で
の
産
学
連

携
や
企
業
の
集
積
・
高
度
化
を
進

め
ま
す
。

　
ま
た
、
労
働
力
不
足
が
深
刻
化

す
る
中
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

労
働
力
確
保
に
貢
献
す
る
た
め
、
企

業
へ
の
外
国
人
材
活
用
に
関
す
る
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
国
・
県
や
支

援
機
関
と
も
連
携
し
、
海
外
販
路

開
拓
の
支
援
を
行
い
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
新
た
な

工
業
団
地
の
造
成
事
業
を
進
め
て
お

り
、
先
端
分
野
で
あ
る
半
導
体
関

連
産
業
や
地
域
の
も
の
づ
く
り
を
け

ん
引
す
る
自
動
車
関
連
産
業
の
進

出
に
よ
り
、
地
域
内
で
の
高
付
加
価

値
な
雇
用
の
確
保
に
繋
が
る
よ
う
積

極
的
な
誘
致
活
動
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
経
済
を
支
え
る
中

小
企
業
に
対
し
て
は
、
税
制
措
置
や

各
種
制
度
の
積
極
的
な
活
用
を
促

進
す
る
と
と
も
に
市
内
事
業
所
の
採

用
力
や
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
魅
力
向

上
、
事
業
拡
大
等
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
企
業
の
成
長
力
の
向
上
と
安
定

し
た
雇
用
の
確
保
を
図
り
、
誰
も
が

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
地
域
経

済
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

■
公
営
競
技
事
業

　
専
用
場
外
発
売
所
の
拡
充
を
図

る
と
と
も
に
、
非
開
催
日
に
お
け
る

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
メ
タ
バ
ー
ス
の

活
用
に
よ
り
国
内
外
で
の
認
知
度
を

高
め
る
こ
と
で
、
新
規
フ
ァ
ン
の
獲

得
、
本
場
へ
の
誘
客
、
売
り
上
げ
の

向
上
に
努
め
、
ま
た
、
老
朽
化
し
た

施
設
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
る
な
ど
、
持
続
的
か
つ
発

展
的
な
事
業
と
な
る
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。

■
商
業
の
振
興

　
商
店
街
と
大
型
商
業
施
設
を
結

ぶ
周
遊
商
業
エ
リ
ア
内
で
の
回
遊
性

の
向
上
を
図
り
、
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
中
心
と
し
た
関
係
団
体
と

連
携
し
た
空
き
店
舗
対
策
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
り
集
客
力
の

強
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
特
産
品
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
い

い
づ
か
ブ
ラ
ン
ド
認
定
制
度
を
通
し

て
、
特
産
品
の
創
出
や
販
路
拡
大
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
日
の
丸
を
初

め
て
染
め
た
と
い
わ
れ
る
筑
前
茜
染

を
後
世
に
伝
承
す
べ
く
、
茜
草
の
育

成
や
染
色
技
術
の
継
承
及
び
啓
発

活
動
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
し
て
本
市

の
魅
力
や
特
産
品
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
で
地
場
産
業
の
振
興
並
び
に

地
域
経
済
の
活
性
化
へ
と
繋
げ
ま

す
。

■
観
光
の
振
興

　「
第
２
次
飯
塚
市
観
光
振
興
基
本

計
画
」
に
基
づ
い
た
取
組
を
着
実
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
戦
略
的
な
観

光
施
策
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
実
現

し
て
い
く
た
め
の
組
織
と
な
る
観
光

地
域
づ
く
り
法
人
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
を
設

立
し
て
取
組
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
人
流
デ
ー
タ
を
活
用
し
、

本
市
来
訪
者
等
の
分
析
を
行
う
こ
と

で
、
根
拠
に
基
づ
く
効
果
的
な
誘
客

並
び
に
地
域
経
済
活
性
化
に
努
め
ま

す
。

■
就
労
支
援
の
充
実
と
労
働
環
境

の
整
備

　
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
筑
豊
ブ

ラ
ン
チ
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ーｅ‐

Ｚｕ
ｋａ
に
お
い
て
就
労
支

援
の
実
施
、並
び
に
、国・県
の
関
係

機
関
と
連
携
し
、労
働
問
題
解
消
に

向
け
た
啓
発
活
動
に
よ
り
労
働
環
境

の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、小
学
校
、中
学
校
、高
等
学

校
及
び
大
学
と
の
連
携
に
よ
る一貫

し
た
人
材
育
成
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、大
学
の
教
育
リ
ソ
ー
ス
を
活
用

し
た
社
会
人
向
け
リ
カ
レ
ン
ト・リ

ス
キ
リ
ン
グ
教
育
に
取
り
組
み
、多

様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
図
り
ま
す
。

〜
教
育
・
文
化
〜

■
学
校
教
育

　
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
、企

業
の
連
携・協
力
の
も
と
実
施
し
て

い
る
体
験
型
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
充
実

さ
せ
、児
童
生
徒
が
社
会
と
の
繋
が

り
や
経
済
の
仕
組
み
の
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、社
会
の一員
と
し
て
自

立
し
、自
身
の
夢
や
未
来
を
実
現
す

る
力
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
自
分
と
他
者
の
違
い
を
理

解
、
受
容
、
尊
重
し
、
人
権
を
守

る
こ
と
が
で
き
る
豊
か
な
心
を
育
む

人
権
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、Ａ
Ｌ
Ｔ(

外
国
語
指
導
助

手)

の
活
用
や
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話

に
よ
り
生
き
た
英
語
を
児
童
生
徒
が

体
験
す
る
こ
と
で
興
味
関
心
を
高

め
、
実
践
的
な
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
や
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
対
応
し
た
人
材
育
成
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
体
力
向
上
と
健
康
増
進
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
部
活
動
の
地
域
展
開
を

進
め
、
生
徒
が
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
や

芸
術
活
動
に
接
し
、
継
続
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
地
域
団

体
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
地
域
に
開
か
れ
た
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
は
、「
飯
塚

市
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、
不
登
校

傾
向
に
あ
る
児
童
生
徒
の
状
況
を
早

期
に
把
握
し
、
学
習
環
境
の
整
備
と

多
様
な
居
場
所
の
確
保
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
学
校
外
の
社
会
資
源
・

人
的
資
源
も
活
用
し
相
談
体
制
と

支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
学
校
給
食

　
給
食
費
の
保
護
者
負
担
軽
減
を

実
施
し
、
給
食
調
理
業
務
へ
の
民
間

活
力
の
導
入
に
よ
り
業
務
の
効
率
化

を
図
る
と
と
も
に
、
地
産
地
消
を
推

進
し
な
が
ら
、
献
立
内
容
の
工
夫
に

よ
る
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
、
安

全
で
安
心
な
給
食
を
提
供
し
、
食
に

対
し
て
の
正
し
い
知
識
や
望
ま
し
い

食
習
慣
を
養
う
た
め
に
、
積
極
的
に

食
育
を
推
進
し
ま
す
。

■
確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
の
推
進

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
活
用
し
個
別
最
適

な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
に
よ
る
児

童
生
徒
の
学
力
向
上
や
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
学
習
環
境
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

　
ま
た
、特
別
支
援
教
育
支
援
員
の

配
置
、学
習
環
境
の
整
備
及
び
支
援

体
制
の
充
実
に
よ
り
、学
校
に
お
け

る
特
別
支
援
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

■
生
涯
学
習
の
振
興

　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
生
涯

学
習
等
の
推
進
の
た
め
、
様
々
な
学

び
の
機
会
や
情
報
の
提
供
を
行
い
、

多
様
な
学
習
活
動
の
支
援
等
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
や
社
会
教
育
団
体

等
と
の
連
携
・
協
働
や
施
設
整
備

等
に
努
め
て
、
市
民
の
安
全
で
快
適

な
学
習
環
境
の
確
保
を
推
進
し
ま

す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
飯
塚
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
と
の
連
携
の
も
と
、
市

民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会
を
拡

充
し
ま
す
。

　
ま
た
、
飯
塚
市
総
合
体
育
館
や

飯
塚
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
、
い

い
づ
か
ス
ポ
ー
ツ
・
リ
ゾ
ー
ト
　
ザ
・

リ
ト
リ
ー
ト
を
拠
点
と
し
て
、
飯
塚

国
際
車
い
す
大
会
や
飯
塚
カ
ッ
プ
等

の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

こ
と
で
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
方
々

が
訪
れ
る
機
会
を
創
出
し
、
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

■
文
化
芸
術
の
振
興

　「
飯
塚
市
文
化
振
興
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
文
化
の
担
い
手

で
あ
る
市
民
の
主
体
的
な
文
化
芸
術

活
動
を
通
じ
て
、
個
性
豊
か
な
新
し

い
文
化
の
創
造
に
努
め
ま
す
。

■
文
化
財
保
護

　
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
等
の
文
化

財
の
適
切
な
保
護
を
図
る
と
と
も

に
、
嘉
穂
劇
場
に
つ
い
て
は
令
和
８

年
秋
の
見
学
再
開
に
向
け
て
整
備
を

進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
財
の
公
開
や
歴
史

資
料
館
で
の
企
画
展
・
講
座
等
の
開

催
を
通
し
て
、
本
市
の
文
化
遺
産
の

さ
ら
な
る
発
信
・
活
用
に
努
め
ま
す
。

■
国
際
交
流
・
多
文
化
共
生
の
推

進　
姉
妹
都
市
で
あ
る
米
国
サ
ニ
ー

ベ
ー
ル
市
と
連
携
を
行
い
、
中
高
生

の
受
け
入
れ
や
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

育
成
を
通
じ
て
、
更
な
る
友
好
交
流

を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
国
際
交
流
事
業
や
日
本

語
教
室
の
実
施
に
よ
り
、
地
域
に
お

け
る
国
際
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、「
第
３
次
国
際
都
市
い
い
づ
か

推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
在
住
外

国
人
に
も
暮
ら
し
や
す
い
共
生
社
会

の
実
現
を
推
進
し
ま
す
。

〜
都
市
基
盤
・
生
活
基
盤
〜

■
災
害
・
減
災
対
策
の
充
実

　
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
い
つ

発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
大
規
模

災
害
へ
の
意
識
と
実
効
的
な
備
え
を

確
立
す
る
と
共
に
、
関
係
機
関
や
地

域
住
民
、
自
主
防
災
組
織
と
の
連

携
を
更
に
強
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
福
岡
県
の
避
難
者
数
等

想
定
の
見
直
し
に
伴
う
計
画
改
訂
を

行
い
、
備
蓄
品
の
見
直
し
と
拡
充
を

通
し
て
被
災
者
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

　
浸
水
対
策
に
つ
い
て
は
、「
飯
塚

市
防
災
（
浸
水
）
対
策
基
本
計
画
」

に
お
け
る
遊
水
池
な
ど
の
計
画
事
業

を
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、一
級

河
川
遠
賀
川
上
流
域
に
位
置
す
る

都
市
と
し
て
、
国
・
県
を
は
じ
め
各

関
係
機
関
と
緊
密
な
連
携
を
図
り

流
域
治
水
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
生
活
安
全
の
向
上

　
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
の
た
め
、
警
察
や
関
係
機
関
と
連

携
し
、
地
域
防
犯
体
制
の
強
化
と

防
犯
に
対
す
る
啓
発
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
交
通
安
全
や
飲
酒

運
転
撲
滅
に
つ
い
て
の
意
識
の
向
上

に
向
け
て
取
組
を
強
化
し
ま
す
。

　
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実
に
つ
い

て
は
、
消
防
団
の
広
報
活
動
の
充
実

等
を
通
し
て
消
防
団
員
数
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

　
消
費
者
行
政
に
つ
い
て
は
、
専
門

相
談
員
に
よ
る
相
談
業
務
を
継
続
的

に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
消
費
者
被

害
の
未
然
防
止
に
向
け
た
啓
発
活
動

を
展
開
し
、
複
雑
化
・
多
様
化
す

る
消
費
者
問
題
に
対
応
し
ま
す
。

■
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

　
都
市
計
画
基
礎
調
査
を
実
施
し
、

飯
塚
市
の
現
況
及
び
動
向
や
将
来

の
見
通
し
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
課
題
を
分
析
す
る
こ
と
で
、「
拠

点
連
携
型
都
市
」
の
構
築
を
推
進

し
ま
す
。

　
菰
田
・
堀
池
地
区
活
性
化
に
つ
い

て
は
、「
飯
塚
駅
周
辺
地
区
整
備
基

本
計
画
」
に
基
づ
き
、駅
舎
を
含
む
、

自
由
通
路
、
駅
前
広
場
な
ど
の
整

備
を
進
め
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
か
し
た
賑
わ
い
の
あ
る
拠
点
づ
く

り
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

■
定
住
環
境
の
充
実

　
公
営
住
宅
に
求
め
ら
れ
て
い
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
住
宅
と
し
て
の

役
割
を
十
分
に
担
え
る
よ
う
、安
心
・

安
全
な
市
営
住
宅
の
提
供
を
目
指

し
、
住
環
境
整
備
事
業
を
推
進
し

ま
す
。

　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
快
適

な
住
環
境
の
保
全
等
を
図
る
た
め
、

「
飯
塚
市
空
家
等
対
策
計
画
」
に
基

づ
き
、
各
種
施
策
を
効
果
的
か
つ
効

率
的
に
推
進
し
ま
す
。

■
公
共
交
通
の
充
実

　
民
間
公
共
交
通
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

交
通
と
の
役
割
分
担
を
考
慮
し
な
が

ら
、
各
地
区
の
特
性
や
利
用
者
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
効
果
的
・
効
率
的
な
運

行
計
画
策
定
に
取
り
組
み
、
持
続

可
能
な
地
域
公
共
交
通
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

■
公
園
の
整
備

　「
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
」
及

び
「
飯
塚
市
公
園
等
ス
ト
ッ
ク
再
編

計
画
」
に
基
づ
き
、
公
園
施
設
の
安

全
性
の
確
保
、
長
期
的
に
安
定
し
た

維
持
管
理
や
公
園
機
能
を
維
持
し

て
い
く
た
め
、
適
正
配
置
や
用
途
変

更
に
伴
う
効
率
的
な
利
活
用
に
努
め

ま
す
。

■
主
要
幹
線
道
路
網
の
整
備

　
八
木
山
バ
イ
パ
ス
全
線
４
車
線
化

の
早
期
完
成
を
推
進
し
、
福
岡
都

市
圏
と
の
ア
ク
セ
ス
強
化
や
、
安
全

性
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
市
内
各

地
域
へ
の
交
通
網
強
化
を
図
る
た

め
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
フ
ル
ラ

ン
プ
化
の
要
望
を
国
や
県
に
対
し
行

い
ま
す
。

■
県
道
お
よ
び
都
市
計
画
道
路
の

整
備

　
市
内
県
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

県
道
飯
塚
穂
波
線
を
は
じ
め
と
し

た
、
各
路
線
の
整
備
や
完
成
に
向
け

た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　
市
道
及
び
農
業
施
設
等
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
の
安
全
確
保
の
た
め
計

画
的
に
点
検・補
修
を
実
施
し
ま
す
。

　
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
新
飯
塚
潤
野
線
の
早
期
完
成

を
目
指
し
ま
す
。

■
上
下
水
道
の
整
備

　
上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
水
道
事
業
経
営
戦
略
」、「
飯

塚
市
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」

及
び
「
上
下
水
道
耐
震
化
計
画
」

に
基
づ
き
、
基
幹
管
路
で
あ
る
津
原

導
水
管
の
更
新
と
重
要
給
水
施
設

管
路
の
更
新
を
重
点
的
に
実
施
し
、

水
道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
老
朽

化
・
耐
震
化
対
策
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
人
工
衛
星
に
よ
る
漏
水
調

査
結
果
に
基
づ
い
た
二
次
調
査
及
び

修
繕
を
実
施
し
、
有
収
率
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
下
水
道
事
業
経
営
戦
略
」
及

び
「
飯
塚
市
公
共
下
水
道
事
業
計

画
」
に
基
づ
き
効
率
的
な
整
備
を
図

る
と
と
も
に
、
個
別
処
理
と
な
る
区

域
に
お
い
て
は
、
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
を
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
、
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
の

向
上
に
努
め
ま
す
。施
設
の
耐
震
化
・

改
築
に
つ
い
て
は
、「
飯
塚
市
下
水

道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」

に
基
づ
き
実
施
し
、
官
民
連
携
の
取

組
と
し
て
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導

入
を
検
討
し
ま
す
。

〜
自
然
環
境
〜

■
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
自
然
と
人
が
共
生
す
る
環
境
づ

く
り
、
う
る
お
い
の
あ
る
快
適
な
生

活
環
境
づ
く
り
及
び
地
球
温
暖
化

対
策
を
進
め
、「
第
３
次
飯
塚
市
環

境
基
本
計
画
」
に
掲
げ
る
基
本
目

標
の
達
成
に
向
け
て
、
市
民
、
団
体
、

事
業
者
等
と
協
働
・
連
携
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

　
今
後
の
環
境
施
設
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、ふ
く
お
か
県
央
環
境
広
域

施
設
組
合
と
、そ
の
構
成
市
町
に
お

い
て
連
携
し
、新
た
な
ご
み
処
理
施

設
の
建
設
、し
尿
処
理
施
設
及
び
火

葬
場
の
各
施
設
の
改
築
や
更
新
等
、

広
域
的
な
視
点
に
よ
る
効
率
的
な
環

境
衛
生
処
理
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
と
と
も
に
、本
市
の
魅
力
、潜
在
的

な
能
力
、将
来
性
を
認
識
い
た
だ
け

る
よ
う
、こ
れ
ら
施
策
を
確
実
に
進

め
る
こ
と
で
、す
べ
て
の
飯
塚
市
民
と

そ
の
未
来
の
た
め
に
、住
み
つ
づ
け
た

い
ま
ち
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　
な
お
、市
政
運
営
の
総
合
的
指
針

で
あ
り
、長
期
的
展
望
の
も
と
で
目

指
す
べ
き
将
来
の
本
市
の
姿
及
び
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
を
示
す
、本
市
の

行
政
運
営
に
お
け
る
最
上
位
計
画
で

あ
る
総
合
計
画
に
つ
い
て
、現
在
の

「
第
２
次
飯
塚
市
総
合
計
画
」が
令

和
８
年
度
で
計
画
期
間
を
満
了
す
る

こ
と
に
伴
い
、次
期
計
画
と
し
て
令

和
９
年
度
か
ら
令
和
18
年
度
を
計

画
期
間
と
す
る「
第
３
次
飯
塚
市
総

合
計
画
」を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　
以
上
が
、
令
和
８
年
度
の
主
な

施
策
で
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

歳
出
で
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
に
伴
う
地
域
経
済
の
縮
小
、

公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
、

さ
ら
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
を

中
心
と
し
た
物
価
高
騰
へ
の
対
応
な

ど
、
多
様
な
課
題
に
向
け
た
施
策
の

推
進
経
費
が
見
込
ま
れ
ま
す
。ま
た
、

少
子
化
対
策
や
こ
ど
も
・
若
者
政

策
の
充
実
、Ａ
Ｉ 

活
用
や
デ
ジ
タ
ル

人
材
の
育
成
な
ど
、
地
域
の
活
力
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
た

め
の
経
費
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　一方
、
歳
入
で
は
、
全
国
の
皆
様

か
ら
多
く
の
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

が
寄
せ
ら
れ
、
ま
ち
づ
く
り
の
貴
重

な
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
誘
致
に

よ
る
雇
用
創
出
と
地
域
経
済
の
活

性
化
、
本
市
の
魅
力
発
信
に
よ
る
定

住
人
口
の
増
加
な
ど
、
積
極
的
な

歳
入
確
保
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、

現
状
で
は
、
事
業
実
施
に
際
し
ま
し

て
財
政
調
整
基
金
の
多
額
の
取
崩
し

が
続
い
て
お
り
、
枯
渇
が
現
実
的
に

懸
念
さ
れ
る
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
市

が
掲
げ
る
「
人
が
輝
き 

ま
ち
が
飛

躍
す
る 

住
み
た
い
ま
ち 

住
み
つ
づ

け
た
い
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
ま
し

て
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
を
育
む

「
教
育
の
ま
ち
」、
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
ら
れ
る
「
子
育
て
の
ま

ち
」、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
「
福
祉
の
ま
ち
」、
地
元
に
働
く

場
所
が
あ
る
「
活
力
あ
る
ま
ち
」、

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
「
健
康

な
ま
ち
」
と
い
っ
た
５
つ
の
柱
に
資

す
る
事
業
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
限
ら
れ
た
財
源

を
最
大
限
に
活
用
す
る
た
め
、
事
業

の
選
択
と
集
中
を
徹
底
し
、
政
策

効
果
の
高
い
事
業
に
重
点
的
に
財
源

を
配
分
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
未
来
を
見
据
え
、
市
民
の
皆
様

と
と
も
に
歩
む
市
政
を
着
実
に
実
行

し
、
信
頼
さ
れ
る
市
政
の
実
現
に
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。

予算額については、
○一般会計・・・・・838億 4,600万円
○特別会計・・・・・588億 1,823万 6千円
○企業会計・・・・・ 　90億 2,292万 4千円
総額 1,516億 8,716万円を計上しています



※申込期限前でも、定員になり次第、参加の申込受付を終了させていただきます。
※詳しくはエコ工房ホームページ（https://eco-kobo.com）をご覧ください。
●申込み・問合せ　飯塚市リサイクルプラザ エコ工房　飯塚市吉北118‐2（☎/Fax 0948‐22‐5679）
※休館日（毎週月曜日・毎月第三日曜日）　　受付時間（10時～17時）

エコ工房　4月・5月環境教室案内
（募集人数や持参品、対象年齢等の詳細は下記までお問合せください。）

4月17日金9時～15時　※詳細はお電話でお問合せください。

飯塚市の人口と世帯（前月比）
※住基と外国人の合計人口・世帯数

総人口
男
女

世帯数
4

シェアデイ（第三金曜日は分け合う日）

5月3日日10時～正午おもちゃの交換会＆子ども服交換会

飯塚市市民交流プラザ４月１日水
リニューアル

オープン！

市民交流プラザは、イイヅカコミュニティセンター３階にリニューアルオープンします。
・移転後も、これまでの事業を継続しながら、市民や活動団体がより利用しやすい
　施設づくりを進めていきます。
・協働のまちづくりを推進していくために、市民活動団体、NPO、ボランティア団体
　などを支援します。

※市民交流プラザ跡地には、４月１日から
　「こども・若者プラザいいづか」が
　新設いたします。

登録団体を募集しております。
お気軽にプラザ職員へお声掛けください。

詳細はコチラから
令和8年度
飯塚市協働の
まちづくり応援補助金

（チャレンジing補助金）

住所：福岡県飯塚市飯塚14-67　イイヅカコミュニティセンター３階

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

飯　塚

浜　松

山　陽

川　口

伊勢崎

第4回 鮨処 のり助杯 夜桜スプリングバトル（ナイター）

AutoRace.JP投票杯ミッドナイトオートレース（無観客）

AutoRace.JP投票杯ミッドナイトオートレース（無観客）

オッズパーク presents ＳＧ第４５回オールスター・オートレース（ナイター）

普通開催

GⅠ令和グランドチャンピオンカップ

普通開催

普通開催

普通開催（ナイター）

普通開催

普通開催

普通開催（ナイター）

4日土

8日水

14日火

24日金

16日木

8日水

30日木

5日日

18日土

2日木

13日月

30日木

123,212 (-39)

58,919  (-24)
64,293  (-15)
64,436  (-26)

令和8年2月末現在

7日火

10日金

17日金

29日水㊗

19日日

12日日

5月2日土

7日火

20日月

4日土

15日水

5月2日土

4月14日火
10時～15時

4月18日土
10時～正午

5月10日日
10時～正午

4月26日日
10時～正午

日　時

古布ぞうり編み教室

紙漉き教室

自然体験プログラム
「いいねん！」

水生生物観察会

教室名 内　容

不要なシーツや浴衣でぞうりを編みましょう。
※全2回で完成、2回目は21日火の予定

牛乳パックをリサイクルしてハガキを作りましょう。

健康の森公園でいきものさがし！
※小学生以下は、保護者同伴

直方市遠賀川水辺館付近の河川敷で、水生生物を
観察しましょう。

まだ遊べるけどあきちゃったおもちゃ、まだ使えるけどサイズがあわない子供服を交換しましょう。
交換会はポイント制です。1点の持ち込みにつき 1ポイント付与。

※ただし、おもちゃと子供服のポイントは別です。(例：おもちゃのポイントで子供服とは交換できません。)
おもちゃの持込は 10点まででお願いします。

10 1個
600円

1回
200円

1人
100円

無料

4月9日
木

4月14日
火

4月21日
火

5月8日
金

10

10

30

定　員 材料費（参加費含む） 申込期限
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問合せ：市民活動支援課（☎０９４８－９６ー８２５９）

市民活動スペース 誰でも利用可能
情報コーナー イベントや活動団体情報の紹介
市民活動相談カウンター 活動に関する相談を行います
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心をつなぐ手話～手話フェスティバルが開催～
　3月15日、「飯塚市手話フェスティバル」が穂波交流セ
ンターで開催されました。当日は手話スピーチや手話
コーラスに加え、昨年の東京デフリンピックで金メダルに
輝いた矢ヶ部真衣選手の講演会も行われ、来場者の方た
ちは熱心に耳を傾けていました。手話の魅力に触れ、学
ぶことのできる充実した1日となりました。

春の火災予防へ～消防団が夜警出動～
　3月1日、市役所玄関前に飯塚市消防団員約80名と消防
車両15台が集結し、夜警出動式が実施されました。全国火
災予防運動に合わせて3月3日までの間、地域の安心・安全
のため、市内を巡回しながら、火災予防を呼びかけました。
市民の皆さまにおかれましても、日頃からの火災予防に引
き続きご協力をお願いします。

未来へ羽ばたく！市内中学校が卒業式を実施
　3月12日、春の訪れを感じる穏やかな気候の中で市内
中学校で卒業式が執り行われました。涙を見せる人、共
に成長してきた仲間と笑顔を交わす人など、思い思いの
気持ちを胸に式に臨んでいました。
　今年、飯塚市内の中学校を卒業するのは約1,100人で
す。皆さん、卒業おめでとうございます！

楽しく歩いて健康に！第15回健幸ウォーキング開催
　3月8日、歩くことをとおして“楽しみながら健幸に”を目
指すイベント「第15回飯塚市歩こう大会 健幸ウォーキン
グ」が開催され、約430人の参加者がスタート兼ゴール地
点の飯塚市総合体育館に集まりました。
　景色を楽しみながら、それぞれのペースでゴールを目指
し、笑顔で健幸な１日を満喫していました。

市内で行われたイベントや
活動などを掲載しています。
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卒業記念
５色の「足あと」
撮影場所 : 
　鯰田小学校正門前
撮影日 : 3月 16日
撮影者：久保井伸治
コメント:

078

飯塚市内で撮影した風景写真を募集します。

正門で一礼、足あとから
始まる心の教育。

0016546ID

0016520ID

0015992ID

0016538ID



穂波東中3年で京築豊WILD BOARS
所属の松田杏さんが、9月と12月開催
のジュニアラグビー全国大会での2大
会優勝を武井市長と桑原教育長に報
告しました。（2月18日撮影）

飯塚日新館中学校7人の選手たちが
「第56回全国中学校剣道大会プレ大
会（男子団体の部）」での優勝を武井
市長と桑原教育長に報告しました。
（2月16日撮影）

飯塚市出身で日本体育大学3年の佐藤
功哉さんが「第28回全日本学生セパタ
クローオープン選 手 権 大 会（男子
Division1）」での優勝を武井市長に報
告しました。（2月19日撮影）

飯塚市ボランティア連絡協議会様よ
り、災害時の避難所等で障がいのある
方などの意思伝達を支援する「飯ばい
手ぬぐい(50枚)」を寄贈いただきまし
た。（2月13日撮影）

飯塚ガス株式会社様より、創立60周
年を記念し、災害時の避難所で必要と
なる発電機(6台)とカセットボンベを
寄贈いただきました。
（2月24日撮影）

いいづか人材育成グループ「ユリシス」
の中高生役員7人が、「福岡県青少年
健全育成アワード2025」の受賞を武
井市長に報告しました。
(2月25日撮影)

「まちの話題」は市公式HPや
　　　　　　 インスタグラムでも発信中♪
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広
告

広
告

4月
◆定員：８人(先着順)
◆受付：誕生日月前月1日8時半～1週間後の17時まで
※1日が土・日・祝日・年末年始の場合は、翌開庁日から1週間後の17時まで。
※写真は紙面に合わせ適宜トリミングを行います。ご了承ください。

電子申請（QRコード）にてお申込みください。
問合せ シティプロモーション担当情報発信係（☎0948-96-8541）

木
村
桜
都
ち
ゃ
ん

き
む
ら

　  

お
と

お誕生日おめでと！1年間、泣けば世
界が動くことを証明してくれました！

2日 上
野

　鈴
ち
ゃ
ん

う
え
の

　   

す
ず

お誕生日おめでとう！鈴ちゃんのことがだー
い好き！これからも笑顔で元気に育ってね

18日 尾
崎
永
茉
ち
ゃ
ん

お
さ
き

　
え  

ま

お誕生日おめでとう！これからもた
くさんの笑顔で過ごしていこうね！

18日 森
脇

　翠
ち
ゃ
ん

も
り
わ
き

　  

す
い

1歳おめでとう！これからも元気に
すくすく成長してね！

29日

インスタグラム

市HP 0011875ID

0010903ID0011176ID0014095ID

0015276ID0010732ID0010927ID



広
告

広
告

広
告

広
告

広
告

広
告

広
告

広
告

広
告

広
告

この印刷物は再生可能な用紙を使用しています。QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です

◆
発
行
・
編
集
　
飯
塚
市
役
所
総
務
部
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
担
当
情
報
発
信
係
　
〒
820-8501　

新
立
岩
5
番
5
号
（
☎
0948-96-8541）　

◆
印
刷
　
今
心
株
式
会
社
　
〒
820-0044　

横
田
669-69
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